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ロードヒーティング設置部

冷媒に
空気中の「熱」を
取り入れます。

電気の力を
使って冷媒を圧縮。
1の熱エネルギーを
2倍以上にします。

空気の熱を取り入れた
温水（不凍液）が
雪を融かします。

次の熱を運ぶため
冷媒が戻ります。

雪を
融かす。

温水熱交換器

冷媒が
運んできた熱で
温水を加熱。

4

１. 製品の特長

☆ MELSNOW に MUSM-M60CGS（密閉式）新登場！！
屋根融雪が可能になりました。
（東北電力管内・北陸電力管内※）

屋根に雪が積りすぎると窓や扉が開閉しにくくなったりします。
雪降ろしをするにも、体力を消耗するだけでなく危険
と隣り合わせです。MELSNOWに、このような苦労
から開放される屋根融雪が可能な「MUSM-M60CGS
（密閉式）」が誕生しました。

※他の地域についてはお問い合わせください。

☆ロードヒーティング（路面融雪）ももちろん可能です。
ご家庭用の20～40㎡※程度のロードヒーティングももち
ろん可能です。今までの開放式（MUSM-60BS/60BGS）
に密閉式（MUSM-M60CGS）が加わり、屋根を含め、よ
り高い位置のロードヒーティングも可能になり、バリエー
ションが増えました。
※地域により変わります。（P.12 ～ 19の【表１】参照）

☆ヒートポンプだから高効率です。
　空気のエネルギーを賢く使い融雪します。
どんなに寒いときでも、空気は熱
エネルギーを持っています。ヒート
ポンプは冷媒が屋外の空気の熱エ
ネルギーをくみ取り、それを圧縮機
で加圧することで冷媒を高温にし、
熱交換器で融雪用の温水を作り出
します。圧縮機を回すための消費
電力よりも、屋外の空気からくみ取
る熱エネルギーの方が大きいため、
効率よく温水を作ることができるの
で電気代がお得です。
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☆無駄なくゆっくり確実に融かします。
灯油ボイラーなどの燃焼式に比べ温水温度が低いため融けるスピードは遅いものの着実に雪を融かします。
スピードより効率を優先しています。

☆非燃焼だからクリーン・安心・長寿命
非燃焼式のため燃焼機特有の定期点検や調整が不要です。またCO2 削減にも貢献、地球に優しいシステム
です。

☆ロードヒーティングは他熱源からの置き換えが可能です。
ロードヒーティングでは他熱源からの置き換えもでき、買い替えもお勧めです。（融雪配管が架橋ポリエチ
レン管 13A、１回路あたり融雪面積 10㎡以下、１回路配管長 90m以下、総配管長 300m以下の場合）

☆豪雪地帯でも安心して使用できる凍結防止機能を強化した
　MUSM-60BGS/MUSM-M60CGS
制御の最適化と合わせて、凍結防止ヒーターを強化したMUSM-60BGS/MUSM-M60CGS は日本海側の
湿った雪がたくさん降る豪雪地域でもご使用いただけます。

☆霜取りをしてから運転を停止する機能
MELSNOWが停止するとき、霜取り運転をしてから停止します。これにより次の運転は熱交換器に霜のな
い状態から開始できるので能力がそのまま発揮できます。

☆こだわり仕様
❖防雪架台にヘッダー取付板を同梱

別売部品の防雪架台（防雪板）にヘッダー取付板を同梱してあります。ロードヒーティングでヘッダーを
防雪架台の下にしっかり固定できます。

❖ロードヒーティングは降雪センサーによる自動運転
ロードヒーティングでは降雪センサー（一般市販品）を接続すれば、雪が降れば運転開始、雪がやめば運
転停止の自動運転ができます。

❖開放式、密閉式とも耐塩害仕様、耐重塩害仕様もご用意
海岸近くの塩害地域でも使用可能です。詳細は P.60 ～ 61  6.8 項・を参照ください。

❖安全性強化
ファンのグリル部分を樹脂から金属ワイヤーに変更、サービスパネルや配管カバーなど外装部分の樹脂
は全て難燃化材料を使用しています。

❖密閉式用配管が組みやすい密閉式バルブセット、密閉式接続配管をご用意
MUSM-M60CGS（密閉式）の場合は、温水回路に密閉回路を組む必要があります。密閉回路には逃し弁
やエアセパレータ等の部材と共に密閉回路を組むためのバルブ類が必要です。MUSM-M60CGS（密閉
式）に密閉回路を組む場合便利な密閉式バルブセットAC-0011MV、密閉式接続配管AC-0012MH（い
ずれも三菱電機エンジニアリング株式会社製）を用意してあります。（密閉式膨張タンクと圧力計は一般
市販品を使用します。）
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※融雪システム中の❺三菱電機融雪用温水ヒートポンプユニット・防雪架台・防雪架台用化粧パネル・❶融雪リモコ
ン・❹バックアップヒーター等を製品および関連部品としてご用意しています。❸降雪センサー・❷融雪配管など
は一般市販品を接続し、システムを構築します。
※本システムはロードヒーティング用温水ヒートポンプユニットです。融雪槽の融雪には使用できません。
※屋根融雪には開放式は使用できません。密閉式を使用します。

※融雪システム中の❽三菱電機融雪用温水ヒートポンプユニット・防雪架台・防雪架台用化粧パネル・❶融雪リモコ
ン・❼密閉式バルブセット等を製品および関連部品としてご用意しています。❻融雪配管、配管部材等は一般市
販品を接続し、システムを構築します。
	 ❼密閉式バルブセットは三菱電機エンジニアリング株式会社製を関連部品としてご用意しています。
	 ヒートポンプユニットの性能は弊社が保証しますが、屋根構造を含めたシステムの性能は工事業者様の責任で行い
ます。
※本システムはロードヒーティング及び屋根融雪用温水ヒートポンプユニットです。融雪槽の融雪には使用できません。

融雪配管

ロードヒーティング部

●❷

融雪リモコン〈MSC-001RC〉
（必ず使用します）
❶

三菱電機融雪用
温水ヒートポンプユニット
MELSNOW〈MUSM-60BS〉

〈MUSM-60BGS〉

●❺

降雪センサー（市販品）●❸
室内 室外

制御部 降雪センサー※

写真は、防雪架台・防雪架台用
化粧パネルを使用した例。

バックアップヒーター（2kW）●❹
写真は、
ヒーターフードに内蔵。
ロードヒーティングのみ。

※：運転出力に無電圧接点
（ａ接点）を使用している
ものをご使用ください。
ロードヒーティングのみ。

２. システム概要
2.1 開放式
MUSM-60BS/MUSM-60BGS を使用します。（ロードヒーティングに使用できます。）

2.2 密閉式
MUSM-M60CGS を使用します。（屋根融雪とロードヒーティングに使用できます。）

　《屋根融雪の例》 密閉式バルブセット●❼

融雪配管●❻

三菱電機融雪用温水ヒートポンプユニット
MELSNOW〈MUSM-M60CGS〉

●❽
写真は、防雪架台・防雪架台用化粧パネルを使用した例。

融雪リモコン〈MSC-001RC〉
（必ず使用します）
❶
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2.3 開放式と密閉式の違い
温水（防錆循環液）は、温度により膨張収縮します。その膨張収縮分を吸収する方法の違いとして開放式、
密閉式などがあります。

（１）開放式
温水回路内に開放タンクを設け、温水が膨張収縮した量をその水位の変化で吸収します。温水の膨張収縮
は開放タンクの水位変化ですので回路内の圧力は大気圧で、温水回路は開放タンクなどで外気とつながっ
ています。

（２）密閉式
密閉式は温水回路が外気とは遮断された密閉回路になっています。温水の膨張収縮は、回路内に設けた密
閉式膨張タンク（金属製容器の中が合成ゴム製などのダイアフラムで空気室と液室に仕切られた構造で、据
付前、金属容器内は空気圧により空気室だけで液室がない状態になっています）の液室が膨張・縮小して吸
収します。液室が膨張・縮小した分は空気室が縮小・膨張し、空気室の圧力（温水回路内圧力）が変わります。

（３）密閉式と開放式の違い

項目 開放式 密閉式

MELSNOW MUSM-60BS/MUSM-60BGS MUSM-M60CGS

構造

ポンプ 開放タンク

融
雪
配
管（
放
熱
部
）

熱 

交 

換 

器

※熱交換器が熱源機の熱で温水を温めます。

圧力計

密閉式膨張タンク

逃し弁

ポンプ

融
雪
配
管（
放
熱
部
）

熱 

交 

換 

器

※熱交換器が熱源機の熱で温水を温めます。

温水の熱
膨張分の
吸収方法

開放タンクの水位の変化で吸収。 密閉式膨張タンクの液室へ入る量の変化で吸収。

価格 配管の部材が少なく安価です。 温水回路に密閉式膨張タンク、圧力計、逃し弁など
の部材が必要になりコストはやや高くなります。

温水回路内
圧力

大気圧です。 温水回路内に空気が入らないよう大気圧より高く
します。また、温水の膨張収縮で圧力が変わります。

施工 配管を接続し、回路内に温水を充填するだけなので
比較的容易です。

配管を接続し、温水回路内は常に大気圧より高く保
持するので、施工も開放式に比べ複雑です。

高い場所の
融雪

温水を高い位置に送ると温水の落下（漏れ）が起き
やすく、あまり適していません。

温水を高い位置に送っても落下（漏れ）が起きにく
く、適しています。

温水の補充 温水（防錆循環液）が大気につながっているため、
徐々に蒸発します。シーズン初めに温水の量の確認
と補充が必要です。

温水回路は密閉されているので、温水の補充は不要
です。

用途 ロードヒーティングに使用できます。 ロードヒーティングだけでなく、屋根融雪など高い
場所の融雪にも使用できます。
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３. 形名一覧と用途
MELSNOWのユニット本体は９形名あります。形名とその用途は下記を参考にしてください。

形　名 品　名 用　　途

開
放
式（
北
海
道
向
け
）

MUSM-60BS 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット

ロードヒーティングに使用できます。
主に北海道でご使用ください。
90m／回路工法（従来ボイラー工法）、60m／回路工法（ヒート
ポンプ低温水工法）ともご使用いただけます。
（一部地域では 60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法）は
使用できません。詳細は P.12・～・19・の【表１】を参照ください。）

MUSM-60BS-E 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐塩害仕様）

MUSM-60BS の耐塩害仕様です。
海岸地域で潮風の影響を受ける地域等で環境の状態が比較的良
い場合にご使用ください。
（耐塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項・を参照ください。

MUSM-60BS-H 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐重塩害仕様）

MUSM-60BS の耐重塩害仕様です。
海岸地域で潮風の影響を受ける地域等で環境の状態が悪い場合
にご使用ください。
（耐重塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項・を参照ください。）

開
放
式（
東
北
以
南
向
け
）

MUSM-60BGS 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット

ロードヒーティングに使用できます。
主に東北以南地域でご使用ください。
水分を含んだ湿雪がたくさん降っても十分性能を発揮できるよ
う凍結防止ヒーターを強化した機種です。
90m／回路工法（従来ボイラー工法）、60m／回路工法（ヒー
トポンプ低温水工法）ともご使用いただけます。（一部地域では
60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法）は使用できません。
詳細は P.12・～・19・の【表１】を参照ください。）

MUSM-60BGS-E 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐塩害仕様）

MUSM-60BGSの耐塩害仕様です。
海岸地域で潮風の影響を受ける地域等で環境の状態が比較的良
い場合にご使用ください。
（耐塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項・を参照ください。）

MUSM-60BGS-H 開放式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐重塩害仕様）

MUSM-60BGSの耐重塩害仕様です。
海岸地域で潮風の影響を受ける地域等で環境の状態が悪い場合
にご使用ください。
（耐重塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項項・を参照ください。）

密
閉
式

MUSM-M60CGS 密閉式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット

ロードヒーティングだけでなく、屋根など高い位置の融雪にも
使用できます。水分を含んだ湿雪がたくさん降っても十分性能
を発揮できるよう凍結防止ヒーターを強化した機種です。

MUSM-M60CGS-E 密閉式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐塩害仕様）

MUSM-M60CGSの耐塩害仕様です。
海岸地域で潮風の影響を受ける地域等で環境の状態が比較的よ
い場合にご使用ください。
（耐塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項・を参照ください。）

MUSM-M60CGS-H 密閉式
融雪用温水ヒート
ポンプユニット
（耐重塩害仕様）

MUSM-M60CGSの耐重塩害仕様です。
海岸地域の潮風の影響を受ける地域等で環境の悪い場合にご使
用ください。
（耐重塩害仕様の詳細は P.60・・6.8 項・を参照ください。）
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別売部品

形　名 品　名 用　　途 開放式
適用

密閉式
適用

MSC-001RC 融雪リモコン ヒートポンプユニット 1台に必ず 1個
必要です。 ○ ○

MSC-102KD 防雪架台（高置台） 特別な場合を除き必ず使用してください。 ○ ○

MSC-103KD 防雪架台（防雪板） 特別な場合を除き必ず使用してください。
防雪架台用吹込防止カバー（正面用）が含
まれています。

○ ○

MSC-104DB 防雪架台用化粧パネル（側面用） 必要によりご使用ください。
収納数は１枚です。
左右に取り付ける場合は２枚必要です。

○ ○

MSC-105DB 防雪架台用化粧パネル（正面用） 必要によりご使用ください。 ○ ○

MSC-111SH 防雪架台用吹込防止カバー 必要によりご使用ください。 ○ ○

MSC-006HT バックアップヒーター（2kW） 必要によりご使用ください。 ○ －

MSC-107HH ヒーターフード バックアップヒーターを使用する場合は
必要です。 ○ －

MSC-008RC リモコンコード（15m） 必ずいずれかをご使用ください。
コードを切断し接続して使用した場合は
保証できません。

○ ○

MSC-010RC リモコンコード（25m）

MSC-012RC リモコンコード（50m）

MSC-009CC 複数台設置用接続コード
（ロードヒーティング用）

降雪センサー 1台で複数台のヒートポン
プユニットを制御するときに使用します。 ○ ○

VPZ-01KX-ECO 三菱防錆循環液希釈不要タイプ
濃度 50%・1L

必要な量を温水回路内に充填します。 ○ ○

VPZ-10KX-ECO 三菱防錆循環液希釈不要タイプ
濃度 50%・10L

VPZ-18KX-ECO 三菱防錆循環液希釈不要タイプ
濃度 50%・18L

AC-0011MV 密閉式バルブセット 密閉式温水回路を組むときにご使用くだ
さい。

－ ○

AC-0012MH 密閉式接続配管 － ○
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項目 90m・/ 回路工法（従来ボイラー工法） 60m・/ 回路工法（ヒートポンプ低温水工法）
融雪可能面積 最大 32㎡程度まで（地点により異なります）※ 最大 40㎡まで（地点により異なります）※
設置可能地点 各地点どこでも設置可能 一部の地点は設置できません。
降雪センサー 遅延時間 3時間以上設定可能な無電圧 a接点出力品 遅延時間 5時間以上設定可能な無電圧 a接点出力品
温水配管
制限

<90m・/ 回路工法 >
面積（㎡） ～ 20 ～ 30 ～ 32
回路数 2 3 4

配管長 1回路 90m以内、全長 300m以内

配管種類 架橋ポリエチレン管	13A	または
架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ13A

遅延時間 3時間を目安とする。

【30㎡プラン例と温水配管制限】
（90m	/ 回路工法で 30㎡融雪可能な場合）

<60m・/ 回路工法 >
面積（㎡） ～ 20 ～ 25 ～ 30 ～ 35 ～ 40
回路数 2 3 4 5 6

配管長 90m／回路
工法と同じ

1回路 60m以内、
全長 390m以内

配管種類 架橋ポリエチレン管	13A	または
架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ13A

遅延時間 5時間を目安とする。

【30㎡プラン例と温水配管制限】
（60m	/ 回路工法でないと 30㎡融雪できない場合）

※融雪可能面積は P.12 ～ 19の【表１】に掲載してあります。

4.1 開放式、密閉式の選択
まず、開放式と密閉式の違い（P.7	2.3 項）を参考に、開放式か密閉式かを選択します。

4.2 90m/回路工法（従来ボイラー工法）と 60m/回路工法（ヒートポンプ低温水工法）の選択
施工方法に 90m	/ 回路工法と 60m	/ 回路工法があり、60m	/ 回路工法のほうが融雪可能面積は広くな
りますが、１回路の配管長が短くなるため回路数が増えます。また 60m	/ 回路工法でも 90m	/ 回路工法
と融雪面積が変わらない地点もあります。このような地点は、P.12 ～ 19の【表１】では融雪可能面積を
90m	/ 工法で記載してあります。
なお、ボイラーからの熱源置き替えの場合は、配管が 90m	/ 回路工法レベルであれば置換え可能です。

ヘッダー

１回路
10m2以下
配管長
90ｍ以内

１回路
10m2以下
配管長
90ｍ以内

１回路
10m2以下
配管長
90ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット

ヘッダー

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット

ヘッダー

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

１回路
配管長
60ｍ以内

融雪面

ヒートポンプユニット

バックアップヒーター

【40㎡プラン例と温水配管制限】

４. ロードヒーティングシステム設計
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4.3 融雪負荷と融雪可能面積の確認
ヒートポンプ方式は外気温度により加熱能力が変化します。
ご使用になる地域によって、融雪負荷や設計負荷外気温度が違いますので、以下のように算出を行います。

（1）融雪負荷選定
　　P.12 ～ 19の【表１】より、設置地域から融雪負荷を選定する。

（2）融雪能力計算
P.12 ～ 19の【表１】より、設置地点から設計負荷外気温度を選定する。

< バックアップヒーターなしの場合 >
　外気温度に対する能力線図（P.39 ～ 40		6.2 項　戻水 16℃）から融雪能力を算出する。
　融雪能力（kW）=	0.14 ×設計負荷外気温度 +	6.7

< バックアップヒーター（2kW）を使用する場合 >
　上記融雪能力 +2kW

（3）融雪可能面積算出

※計算例①（旭川地区、バックアップヒーターなし、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :255W/㎡
　設計負荷外気温度 : －11℃
　融雪能力 =0.14 ×（－11）+6.7=5.16（kW）
　融雪可能面積 = 5.16 ÷ 0.255 ＝ 20.2（㎡）小数点以下切り捨て   → 20㎡まで融雪可能

※計算例②（札幌地区、バックアップヒーターなし、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :185W/㎡
　設計負荷外気温度 : －7℃
　融雪能力 =0.14 ×（－7）+6.7=5.72（kW）
　融雪可能面積 = 5.72 ÷ 0.185 ＝ 30.9（㎡） 小数点以下切り捨て→ 30㎡まで融雪可能

※計算例③（余市地区、バックアップヒーター 2kW、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :185W/㎡
　設計負荷外気温度 : －7℃
　融雪能力 =0.14 ×（－7）+6.7+2=7.72（kW）
　融雪可能面積 = 7.72 ÷ 0.185 ＝ 41.7（㎡） 融雪可能面積はシステム上最大 40㎡までなので 40㎡

※計算例④（青森地区、バックアップヒーターなし、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :185W/㎡
　設計負荷外気温度 : －5℃
　融雪能力 =0.14 ×（－5）+6.7=6.0（kW）
　融雪可能面積 = 6.0 ÷ 0.185 ＝ 32.4（㎡） 小数点以下切り捨て → 32㎡まで融雪可能

※計算例⑤（秋田県横手地区、バックアップヒーター 2kW、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :185W/㎡
　設計負荷外気温度 : －5℃
　融雪能力 =0.14 ×（－5）+6.7+2=8.0（kW）
　融雪可能面積 = 8.0 ÷ 0.185 ＝ 43.2（㎡） 融雪可能面積はシステム上最大 40㎡までなので 40㎡

※計算例⑥（山形県新庄地区、バックアップヒーター 2kW、60m／回路工法（ヒートポンプ低温水工法））
　融雪負荷 :220W/㎡
　設計負荷外気温度 : －5℃
　融雪能力 =0.14 ×（－5）+6.7+2=8.0（kW）
　融雪可能面積 = 8.0 ÷ 0.22 ＝ 36.4（㎡） 小数点以下切り捨て → 36㎡まで融雪可能

融雪可能面積の算出結果を P.12 ～ 19の【表１】に掲載してあります。
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【
表

１
】

■
北
海
道
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
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地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度
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／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
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ラ
ー
工
法
）
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可
能
面
積
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／
回
路
工
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ー
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ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
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可
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面
積
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ク
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ー
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ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
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ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
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間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
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ト
）
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ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
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荷

バ
ッ
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ッ
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ヒ
ー
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ー
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し
バ
ッ
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ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
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り
融
雪
負
荷

バ
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ア
ッ
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ー
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し
バ
ッ
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ッ
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cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

宗
谷
支
庁

稚
内
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8

-8
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0

30
0

18
25

35
0

15
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10
00
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0
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36
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0

21
29

浜
鬼
志
別

72
1

-1
0
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0

30
0

17
24

35
0

15
20

11
50

23
0

23
31

28
0
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沼
川

74
3

-1
1
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00

30
0
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35
0

14
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12
00

25
5

20
28

30
5

16
23

豊
富

68
6

-1
0
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0
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15
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23
0
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31

28
0

18
26
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別
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5
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3
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30
0
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0
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－
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－
－
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－
北
見
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幸
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6
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0
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0
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16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
和
寒

69
6

-1
2

90
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
留
萌
支
庁

天
塩

77
8

-9
10
50

30
0

18
24

35
0

15
21

12
50

23
0

23
32

28
0

19
26

初
山
別

66
9

-8
90
0

30
0

18
25

35
0

15
21

11
00

21
0

26
36

26
0

21
29

羽
幌

61
4

-8
80
0

30
0

18
25

35
0

15
21

10
00

18
5

30
40

23
5

23
32

留
萌

63
2

-8
85
0

30
0

18
25

35
0

15
21

10
50

18
5

30
40

23
5

23
32

幌
糠

10
52

-1
0

13
50

30
0

17
24

35
0

15
20

15
50

25
5

20
28

30
5

17
23

空
知
支
庁

深
川

88
5

-1
1

11
50

30
0

17
23

35
0

14
20

13
50

25
5

20
28

30
5

16
23

滝
川

78
3

-1
1

10
50

30
0

17
23

35
0

14
20

12
50

25
5

20
28

30
5

16
23

芦
別

61
9

-1
0

85
0

30
0

17
24

35
0

15
20

10
50

23
0

23
31

28
0

18
26

美
唄

73
2

-1
0

95
0

30
0

17
24

35
0

15
20

11
50

23
0

23
31

28
0

18
26

岩
見
沢

65
6

-9
90
0

30
0

18
24

35
0

15
21

11
00

21
0

25
35

26
0

20
28

夕
張

78
3

-1
0

10
50

30
0

17
24

35
0

15
20

12
50

23
0

23
31

28
0

18
26

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
北
海
道
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

渡
島
支
庁

長
万
部

57
8

-8
80
0

25
0

22
30

30
0

18
25

10
00

18
5

30
40

23
5

23
32

八
雲

59
9

-7
80
0

25
0

22
30

30
0

19
25

10
00

16
0

35
40

21
0

27
36

熊
石

53
7

-6
75
0

25
0

23
31

30
0

19
26

95
0

14
0

40
40

19
0

30
40

函
館

34
7

-6
50
0

25
0

23
31

30
0

19
26

70
0

14
0

40
40

19
0

30
40

後
志
支
庁

余
市

84
8

-7
11
00

30
0

19
25

35
0

16
22

13
00

18
5

30
40

23
5

24
32

小
樽

61
3

-7
80
0

30
0

19
25

35
0

16
22

10
00

16
5

34
40

21
5

26
35

共
和

70
0

-7
95
0

30
0

19
25

35
0

16
22

11
50

16
5

34
40

21
5

26
35

倶
知
安

91
7

-9
12
00

30
0

18
24

35
0

15
21

14
00

21
0

25
35

26
0

20
28

寿
都

50
3

-6
70
0

30
0

19
26

35
0

16
22

90
0

16
5

35
40

21
5

27
36

蘭
越

74
2

-8
10
00

30
0

18
25

35
0

15
21

12
00

18
5

30
40

23
5

23
32

喜
茂
別

92
1

-1
1

12
00

30
0

17
23

35
0

14
20

14
00

25
5

20
28

30
5

16
23

黒
松
内

89
5

-8
11
50

30
0

18
25

35
0

15
21

13
50

18
5

30
40

23
5

23
32

石
狩
支
庁

厚
田

75
3

-8
10
00

30
0

18
25

35
0

15
21

12
00

18
5

30
40

23
5

23
32

新
篠
津

74
8

-1
0

10
00

30
0

17
24

35
0

15
20

12
00

23
0

23
31

28
0

18
26

石
狩

61
3

-8
80
0

30
0

18
25

35
0

15
21

10
00

18
5

30
40

23
5

23
32

恵
庭
島
松

55
3

-1
0

75
0

30
0

17
24

35
0

15
20

95
0

23
0

23
31

28
0

18
26

札
幌

55
0

-7
75
0

25
0

22
30

30
0

19
25

95
0

18
5

30
40

23
5

24
32

檜
山
支
庁

今
金

60
8

-7
80
0

25
0

22
30

30
0

19
25

10
00

16
0

35
40

21
0

27
36

鶉
58
3

-7
80
0

25
0

22
30

30
0

19
25

10
00

16
0

35
40

21
0

27
36

江
差

31
6

-4
45
0

25
0

24
32

30
0

20
27

65
0

13
5

40
40

18
5

33
40

胆
振
支
庁

穂
別

44
9

-1
2

60
0

25
0

20
28

30
0

16
23

－
－

－
－

－
－

－
苫
小
牧

13
2

-7
25
0

25
0

22
30

30
0

19
25

45
0

18
5

30
40

23
5

24
32

白
老

27
9

-8
40
0

25
0

22
30

30
0

18
25

60
0

18
5

30
40

23
5

23
32

大
滝

75
0

-1
1

10
00

25
0

20
28

30
0

17
23

－
－

－
－

－
－

－
登
別

43
5

-8
60
0

25
0

22
30

30
0

18
25

80
0

18
5

30
40

23
5

23
32

大
岸

55
0

-8
75
0

25
0

22
30

30
0

18
25

95
0

18
5

30
40

23
5

23
32

室
蘭

19
5

-5
30
0

25
0

24
32

30
0

20
26

50
0

14
0

40
40

19
0

31
40

日
高
支
庁

日
高

49
0

-1
1

65
0

30
0

17
23

35
0

14
20

85
0

25
5

20
28

30
5

16
23

静
内

16
5

-7
25
0

30
0

19
25

35
0

16
22

45
0

16
5

34
40

21
5

26
35

中
杵
臼

40
0

-1
0

55
0

30
0

17
24

35
0

15
20

75
0

23
0

23
31

28
0

18
26

浦
河

13
9

-6
25
0

30
0

19
26

35
0

16
22

45
0

16
5

35
40

21
5

27
36

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
北
海
道
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

網
走
支
庁

雄
武

42
2

-1
0

60
0

30
0

17
24

35
0

15
20

80
0

25
5

20
28

30
5

17
23

西
興
部

57
3

-1
2

75
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
紋
別

42
6

-9
60
0

30
0

18
24

35
0

15
21

80
0

23
0

23
32

28
0

19
26

滝
上

61
7

-1
2

85
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
遠
軽

53
4

-1
2

75
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
網
走

33
7

-9
50
0

30
0

18
24

35
0

15
21

70
0

23
0

23
32

28
0

19
26

佐
呂
間

51
8

-1
3

70
0

30
0

16
22

35
0

13
19

－
－

－
－

－
－

－
留
辺
蘂

47
3

-1
3

65
0

30
0

16
22

35
0

13
19

－
－

－
－

－
－

－
津
別

50
3

-1
2

70
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
宇
登
呂

55
7

-1
0

75
0

30
0

17
24

35
0

15
20

95
0

23
0

23
31

28
0

18
26

斜
里

57
4

-1
1

75
0

30
0

17
23

35
0

14
20

95
0

25
5

20
28

30
5

16
23

北
見

39
0

-1
2

55
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
白
滝

54
6

-1
2

75
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
根
室
支
庁

中
標
津

42
8

-1
1

60
0

30
0

17
23

35
0

14
20

80
0

25
5

20
28

30
5

16
23

別
海

30
6

-1
1

45
0

30
0

17
23

35
0

14
20

65
0

25
5

20
28

30
5

16
23

厚
床

33
3

-1
0

50
0

30
0

17
24

35
0

15
20

70
0

23
0

23
31

28
0

18
26

根
室

20
3

-8
30
0

30
0

18
25

35
0

15
21

50
0

18
5

30
40

23
5

23
32

十
勝
支
庁

陸
別

36
9

-1
5

50
0

30
0

15
22

35
0

13
18

－
－

－
－

－
－

－
ぬか
ひら
源泉
郷

42
4

-1
4

60
0

30
0

15
22

35
0

13
19

－
－

－
－

－
－

－
上
士
幌

36
9

-1
1

50
0

30
0

17
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
新
得

55
0

-1
0

75
0

30
0

17
24

35
0

15
20

95
0

23
0

23
31

28
0

18
26

本
別

27
7

-1
2

40
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
芽
室

40
2

-1
2

55
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
帯
広

18
5

-1
1

30
0

30
0

17
23

35
0

14
20

50
0

25
5

20
28

30
5

16
23

浦
幌

30
3

-1
1

45
0

30
0

17
23

35
0

14
20

65
0

25
5

20
28

30
5

16
23

上
札
内

57
6

-1
2

80
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
大
樹

64
0

-1
2

85
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
広
尾

39
2

-8
55
0

35
0

15
21

40
0

13
18

75
0

30
0

18
25

35
0

15
21

釧
路
支
庁

川
湯

45
7

-1
3

65
0

30
0

16
22

35
0

13
19

－
－

－
－

－
－

－
阿
寒
湖
畔

51
3

-1
4

70
0

30
0

15
22

35
0

13
19

－
－

－
－

－
－

－
標
茶

34
8

-1
2

50
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
鶴
居

34
5

-1
1

50
0

30
0

17
23

35
0

14
20

70
0

25
5

20
28

30
5

16
23

中
徹
別

34
1

-1
2

50
0

30
0

16
23

35
0

14
20

－
－

－
－

－
－

－
太
田

37
2

-1
0

55
0

30
0

17
24

35
0

15
20

75
0

23
0

23
31

28
0

18
26

釧
路

14
8

-9
25
0

30
0

18
24

35
0

15
21

45
0

21
0

25
35

26
0

20
28

白
糠

31
2

-1
0

45
0

30
0

17
24

35
0

15
20

65
0

23
0

23
31

28
0

18
26

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
東
北
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

青
森
県

大
間

21
0

-4
30
0

25
0

24
32

30
0

20
27

50
0

18
5

33
40

23
5

26
34

む
つ

49
1

-5
65
0

25
0

24
32

30
0

20
26

85
0

18
5

32
40

23
5

25
34

脇
野
沢

55
5

-4
70
0

25
0

24
32

30
0

20
27

90
0

18
5

33
40

23
5

26
34

鰺
ケ
沢

44
5

-4
60
0

25
0

24
32

30
0

20
27

80
0

18
5

33
40

23
5

26
34

深
浦

30
9

-4
40
0

25
0

24
32

30
0

20
27

60
0

18
5

33
40

23
5

26
34

弘
前

72
9

-5
95
0

25
0

24
32

30
0

20
26

11
50

18
5

32
40

23
5

25
34

碇
ケ
関

60
0

-6
80
0

25
0

23
31

30
0

19
26

10
00

18
5

31
40

23
5

24
33

十
和
田

41
1

-5
55
0

25
0

24
32

30
0

20
26

75
0

18
5

32
40

23
5

25
34

八
戸

23
9

-4
35
0

25
0

24
32

30
0

20
27

55
0

18
5

33
40

23
5

26
34

三
戸

36
8

-5
50
0

25
0

24
32

30
0

20
26

70
0

18
5

32
40

23
5

25
34

青
森

63
0

-5
80
0

25
0

24
32

30
0

20
26

10
00

18
5

32
40

23
5

25
34

今
別

50
3

-4
65
0

25
0

24
32

30
0

20
27

85
0

18
5

33
40

23
5

26
34

五
所
川
原

56
7

-5
75
0

25
0

24
32

30
0

20
26

95
0

18
5

32
40

23
5

25
34

酸
ケ
湯

14
23

-1
1

18
00

35
0

14
20

40
0

12
17

20
00

27
5

18
26

32
5

15
22

秋
田
県

秋
田

36
3

-3
50
0

25
0

25
33

30
0

20
27

70
0

18
5

33
40

23
5

26
35

鷹
巣

51
6

-5
65
0

25
0

24
32

30
0

20
26

85
0

18
5

32
40

23
5

25
34

本
荘

33
7

-3
45
0

25
0

25
33

30
0

20
27

65
0

18
5

33
40

23
5

26
35

湯
沢（
秋
田
）

73
4

-5
95
0

25
0

24
32

30
0

20
26

11
50

18
5

32
40

23
5

25
34

能
代

36
8

-4
50
0

25
0

24
32

30
0

20
27

70
0

18
5

33
40

23
5

26
34

鹿
角

61
0

-6
80
0

25
0

23
31

30
0

19
26

10
00

18
5

31
40

23
5

24
33

阿
仁
合

83
4

-6
10
50

30
0

19
26

35
0

16
22

12
50

22
5

26
34

27
5

21
28

五
城
目

42
2

-4
55
0

25
0

24
32

30
0

20
27

75
0

18
5

33
40

23
5

26
34

角
館

65
6

-5
85
0

25
0

24
32

30
0

20
26

10
50

18
5

32
40

23
5

25
34

大
正
寺

58
6

-5
75
0

25
0

24
32

30
0

20
26

95
0

18
5

32
40

23
5

25
34

横
手

77
7

-5
10
00

25
0

24
32

30
0

20
26

12
00

18
5

32
40

23
5

25
34

矢
島

64
5

-4
85
0

25
0

24
32

30
0

20
27

10
50

18
5

33
40

23
5

26
34

湯
の
岱

89
1

-6
11
50

30
0

19
26

35
0

16
22

13
50

22
5

26
34

27
5

21
28

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
東
北
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

岩
手
県

久
慈

17
3

-4
25
0

25
0

24
32

30
0

20
27

45
0

18
5

33
40

23
5

26
34

二
戸

29
2

-6
40
0

25
0

23
31

30
0

19
26

60
0

18
5

31
40

23
5

24
33

奥
中
山

54
1

-8
70
0

25
0

22
30

30
0

18
25

90
0

20
0

27
37

25
0

22
30

葛
巻

39
3

-7
50
0

25
0

22
30

30
0

19
25

70
0

18
5

30
40

23
5

24
32

岩
泉

26
9

-5
35
0

25
0

24
32

30
0

20
26

55
0

18
5

32
40

23
5

25
34

岩
手
松
尾

42
8

-7
55
0

25
0

22
30

30
0

19
25

75
0

18
5

30
40

23
5

24
32

雫
石

48
3

-6
65
0

25
0

23
31

30
0

19
26

85
0

18
5

31
40

23
5

24
33

盛
岡

25
8

-5
35
0

25
0

24
32

30
0

20
26

55
0

18
5

32
40

23
5

25
34

宮
古

14
4

-3
20
0

25
0

25
33

30
0

20
27

40
0

18
5

33
40

23
5

26
35

遠
野

28
3

-6
40
0

25
0

23
31

30
0

19
26

60
0

18
5

31
40

23
5

24
33

北
上

33
3

-5
45
0

25
0

24
32

30
0

20
26

65
0

18
5

32
40

23
5

25
34

湯
田

96
5

-6
12
50

30
0

19
26

35
0

16
22

14
50

22
5

26
34

27
5

21
28

一
関

16
9

-4
25
0

25
0

24
32

30
0

20
27

45
0

18
5

33
40

23
5

26
34

区
界

59
5

-1
0

75
0

25
0

21
29

30
0

17
24

－
－

－
－

－
－

－
宮
城
県

川
渡

44
6

-4
60
0

25
0

24
32

30
0

20
27

80
0

18
5

33
40

23
5

26
34

古
川

18
6

-4
25
0

25
0

24
32

30
0

20
27

45
0

18
5

33
40

23
5

26
34

新
川

36
4

-4
50
0

25
0

24
32

30
0

20
27

70
0

18
5

33
40

23
5

26
34

駒
ノ
湯

86
1

-6
11
00

30
0

19
26

35
0

16
22

13
00

22
5

26
34

27
5

21
28

白
石

12
1

-2
20
0

25
0

25
33

30
0

21
28

40
0

18
0

35
40

23
0

27
36

山
形
県

山
形

40
7

-4
55
0

25
0

24
32

30
0

20
27

75
0

18
5

33
40

23
5

26
34

酒
田

31
1

-2
40
0

25
0

25
33

30
0

21
28

60
0

18
0

35
40

23
0

27
36

狩
川

56
7

-3
75
0

25
0

25
33

30
0

20
27

95
0

18
5

33
40

23
5

26
35

金
山

87
6

-5
11
00

30
0

20
26

35
0

17
22

13
00

22
0

27
36

27
0

22
29

新
庄

78
0

-5
10
00

30
0

20
26

35
0

17
22

12
00

22
0

27
36

27
0

22
29

向
町

79
8

-5
10
00

25
0

24
32

30
0

20
26

12
00

18
5

32
40

23
5

25
34

肘
折

14
27

-6
18
00

35
0

16
22

40
0

14
19

20
00

26
0

22
30

31
0

18
25

尾
花
沢

91
6

-5
11
50

30
0

20
26

35
0

17
22

13
50

22
0

27
36

27
0

22
29

長
井

74
0

-5
95
0

25
0

24
32

30
0

20
26

11
50

18
5

32
40

23
5

25
34

大
井
沢

12
32

-6
15
50

35
0

16
22

40
0

14
19

17
50

26
0

22
30

31
0

18
25

左
沢

61
8

-5
80
0

25
0

24
32

30
0

20
26

10
00

18
5

32
40

23
5

25
34

小
国

98
4

-4
12
50

30
0

20
27

35
0

17
23

14
50

22
0

27
37

27
0

22
30

米
沢

70
1

-4
90
0

25
0

24
32

30
0

20
27

11
00

18
5

33
40

23
5

26
34

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
東
北
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

福
島
県

福
島

18
3

-2
25
0

25
0

25
33

30
0

21
28

45
0

18
0

35
40

23
0

27
36

猪
苗
代

58
6

-6
75
0

25
0

23
31

30
0

19
26

95
0

18
5

31
40

23
5

24
33

西
会
津

63
3

-4
80
0

25
0

24
32

30
0

20
27

10
00

18
5

33
40

23
5

26
34

只
見

11
72

-5
15
00

35
0

17
22

40
0

15
20

17
00

26
0

23
30

31
0

19
25

湯
本

67
7

-6
85
0

25
0

23
31

30
0

19
26

10
50

18
5

31
40

23
5

24
33

田
島

60
1

-6
80
0

25
0

23
31

30
0

19
26

10
00

18
5

31
40

23
5

24
33

南
郷

96
9

-6
12
50

30
0

19
26

35
0

16
22

14
50

22
5

26
34

27
5

21
28

桧
枝
岐

10
68

-7
13
50

35
0

16
22

40
0

14
19

15
50

26
0

22
29

31
0

18
24

白
河

15
3

-3
25
0

25
0

25
33

30
0

20
27

45
0

18
5

33
40

23
5

26
35

茂
庭

38
4

-3
50
0

25
0

25
33

30
0

20
27

70
0

18
5

33
40

23
5

26
35

若
松

46
2

-4
60
0

25
0

24
32

30
0

20
27

80
0

18
5

33
40

23
5

26
34

新
潟
県

下
関

60
9

-3
80
0

25
0

25
33

30
0

20
27

10
00

18
5

33
40

23
5

26
35

新
潟

21
3

-1
30
0

25
0

26
34

30
0

21
28

50
0

18
0

36
40

23
0

28
37

新
津

32
6

-2
45
0

25
0

25
33

30
0

21
28

65
0

18
0

35
40

23
0

27
36

津
川

71
3

-3
90
0

25
0

25
33

30
0

20
27

11
00

18
5

33
40

23
5

26
35

長
岡

59
4

-2
75
0

25
0

25
33

30
0

21
28

95
0

18
0

35
40

23
0

27
36

柏
崎

37
6

-1
50
0

25
0

26
34

30
0

21
28

70
0

18
0

36
40

23
0

28
37

入
広
瀬

12
31

-4
15
50

35
0

17
23

40
0

15
20

17
50

25
5

24
31

30
5

20
26

小
出

98
8

-3
12
50

35
0

17
23

40
0

15
20

14
50

25
5

24
32

30
5

20
27

十
日
町

11
12

-4
14
00

35
0

17
23

40
0

15
20

16
00

25
5

24
31

30
5

20
26

安
塚

94
6

-3
12
00

35
0

17
23

40
0

15
20

14
00

25
5

24
32

30
5

20
27

湯
沢（
新
潟
）

11
24

-4
14
50

35
0

17
23

40
0

15
20

16
50

25
5

24
31

30
5

20
26

津
南

12
43

-5
15
50

35
0

17
22

40
0

15
20

17
50

26
0

23
30

31
0

19
25

高
田

61
8

-1
80
0

25
0

26
34

30
0

21
28

10
00

18
0

36
40

23
0

28
37

能
生

61
2

-1
80
0

25
0

26
34

30
0

21
28

10
00

18
0

36
40

23
0

28
37

関
山

11
45

-4
14
50

35
0

17
23

40
0

15
20

16
50

25
5

24
31

30
5

20
26

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
北
陸
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

岐
阜
県

神
岡

58
8

-4
75
0

25
0

24
32

30
0

20
27

95
0

18
5

33
40

23
5

26
34

富
山
県

泊
29
0

0
40
0

25
0

26
34

30
0

22
29

60
0

18
0

37
40

23
0

29
37

魚
津

39
8

-1
55
0

25
0

26
34

30
0

21
28

75
0

18
0

36
40

23
0

28
37

富
山

37
7

-1
50
0

25
0

26
34

30
0

21
28

70
0

18
0

36
40

23
0

28
37

伏
木

33
7

-1
45
0

25
0

26
34

30
0

21
28

65
0

18
0

36
40

23
0

28
37

氷
見

23
6

-1
35
0

25
0

26
34

30
0

21
28

55
0

18
0

36
40

23
0

28
37

砺
波

41
8

-2
55
0

25
0

25
33

30
0

21
28

75
0

18
0

35
40

23
0

27
36

石
川
県

珠
洲

26
6

-1
35
0

25
0

26
34

30
0

21
28

55
0

18
0

36
40

23
0

28
37

輪
島

19
9

0
30
0

25
0

26
34

30
0

22
29

50
0

18
0

37
40

23
0

29
37

七
尾

19
3

-1
25
0

25
0

26
34

30
0

21
28

45
0

18
0

36
40

23
0

28
37

金
沢

27
6

0
40
0

25
0

26
34

30
0

22
29

60
0

18
0

37
40

23
0

29
37

白
山
吉
野

58
4

-2
75
0

25
0

25
33

30
0

21
28

95
0

18
0

35
40

23
0

27
36

栢
野

51
9

-2
70
0

25
0

25
33

30
0

21
28

90
0

18
0

35
40

23
0

27
36

福
井
県

大
野

50
9

-2
65
0

25
0

25
33

30
0

21
28

85
0

18
0

35
40

23
0

27
36

今
庄

50
7

-2
65
0

25
0

25
33

30
0

21
28

85
0

18
0

35
40

23
0

27
36

敦
賀

21
4

1
30
0

25
0

27
35

30
0

22
29

50
0

18
0

38
40

23
0

29
38

福
井

28
2

0
40
0

25
0

26
34

30
0

22
29

60
0

18
0

37
40

23
0

29
37

小
浜

18
4

0
25
0

25
0

26
34

30
0

22
29

45
0

18
0

37
40

23
0

29
37

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
関
東
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

栃
木
県

那
須

25
9

-5
35
0

25
0

24
32

30
0

17
22

55
0

18
5

32
40

23
5

25
34

土
呂
部

33
8

-8
45
0

25
0

22
30

30
0

15
21

65
0

20
0

27
37

25
0

22
30

奥
日
光

41
3

-8
55
0

25
0

22
30

30
0

15
21

75
0

20
0

27
37

25
0

22
30

群
馬
県

藤
原

10
67

-6
13
50

35
0

16
22

40
0

13
17

15
50

26
0

22
30

31
0

18
25

み
な
か
み

87
5

-5
11
00

30
0

20
26

35
0

15
20

13
00

22
0

27
36

27
0

22
29

草
津

59
2

-8
75
0

25
0

22
30

30
0

15
21

95
0

20
0

27
37

25
0

22
30

■
中
部
地
方
	

年
間
降
雪
量
は
、
気
象
庁
の
平
年
値
デ
ー
タ
よ
り
出
典

地
点

年
間

降
雪
量

設
計
負
荷

外
気
温
度

90
m
／
回
路
工
法
（
従
来
ボ
イ
ラ
ー
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
融
雪
可
能
面
積

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

運
転
時
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り
融
雪
負
荷

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
な
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
あ
り

cm
℃

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

hr
W
/㎡

㎡
㎡

W
/㎡

㎡
㎡

長
野
県

長
野

25
2

-4
35
0

25
0

24
32

30
0

20
27

55
0

18
5

33
40

23
5

26
34

野
沢
温
泉

11
45

-5
14
50

35
0

17
22

40
0

15
20

16
50

26
0

23
30

31
0

19
25

飯
山

82
9

-5
10
50

30
0

20
26

35
0

17
22

12
50

22
0

27
36

27
0

22
29

信
濃
町

76
3

-7
10
00

25
0

22
30

30
0

19
25

12
00

18
5

30
40

23
5

24
32

白
馬

64
3

-6
85
0

25
0

23
31

30
0

19
26

10
50

18
5

31
40

23
5

24
33

大
町

50
7

-6
65
0

25
0

23
31

30
0

19
26

85
0

18
5

31
40

23
5

24
33

菅
平

64
0

-1
0

85
0

25
0

21
29

30
0

17
24

－
－

－
－

－
－

－
開
田
高
原

44
6

-8
60
0

25
0

22
30

30
0

18
25

80
0

20
0

27
37

25
0

22
30

軽
井
沢

12
9

-7
20
0

25
0

22
30

30
0

19
25

40
0

18
5

30
40

23
5

24
32

岐
阜
県

白
川

10
01

-5
12
50

30
0

20
26

35
0

17
22

14
50

22
0

27
36

27
0

22
29

河
合

84
4

-5
11
00

30
0

20
26

35
0

17
22

13
00

22
0

27
36

27
0

22
29

高
山

45
5

-5
60
0

25
0

24
32

30
0

20
26

80
0

18
5

32
40

23
5

25
34

樽
見

38
4

-2
50
0

25
0

25
33

30
0

21
28

70
0

18
0

35
40

23
0

27
36

長
滝

64
2

-4
85
0

25
0

24
32

30
0

20
27

10
50

18
5

33
40

23
5

26
34

関
ケ
原

14
5

-1
20
0

25
0

26
34

30
0

21
28

40
0

18
0

36
40

23
0

28
37

※
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
が
「
－
」
の
地
点
は
、
60
m
／
回
路
工
法
（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
低
温
水
工
法
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
は
M
U
SM
-6
0B
S/
BG
S
に
使
用
で
き
ま
す
。
M
U
SM
-M
60
CG
S
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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4.4 ロードヒーティング設置制約等
（1）ロードヒーティング融雪面積
　　P.12 ～ 19の【表１】の融雪可能面積以下でご使用ください。

（2）ヒートポンプユニット本体設置に関する注意事項

■ヒートポンプユニット設置場所
◦MUSM-60BS、MUSM-60BGSは定期的に防錆循環液の液量確認及びメンテナンス作業が必要です。
　	給水口（ヒートポンプユニットの上部）からの補充作業とメンテナンス作業が安全に行える場所にヒー
トポンプユニットを設置してください。
◦落雪などでヒートポンプユニットが埋もれない場所に設置してください。

■ドレン処理
◦	ドレン水が凍結し、ファンが回らなくなるおそれがありますので、ドレンソケット・ドレンキャップ
は取付けないでください。
　	なお、寒冷地用ドレンソケット（MAC-870DS）は使用可能ですが、必ず排水路ヒーターなどの凍結防
止（現地手配）が必要です。

■温水配管長と高低差
＜温水配管長＞	ロードヒーティングとヒートポンプユニット１台あたりを結ぶ温水回路
◦最大温水配管長（90m	/ 回路工法）･････300m（架橋ポリエチレン管		13A）
　最大温水配管長（60m	/ 回路工法）･････390m（架橋ポリエチレン管		13A）
◦最小曲げ直径 ･････200	㎜（架橋ポリエチレン管		13A）
◦MUSM-60BS/BGS（開放式）最大高低差 ･････ ４m
◦MUSM-M60CGS（密閉式）最大高低差 ･････10m

■バックアップヒーター
◦	融雪面積によっては、MUSM-60BS/60BGS には“バックアップヒーターMSC-006HT”（別売部品）
が使用できます。
　	バックアップヒーターを使用する場合は必ず“ヒーターフードMSC-107HH”（別売部品）を使用して
ください。
◦ 	MUSM-M60CGS（密閉式）は、バックアップヒーターを使用できません。

最大高低差
開放式 ４ｍ
密閉式 10ｍ

ヒートポンプユニット

ロードヒーティング
融雪配管

ロードヒーティング
融雪配管

最大高低差
開放式 ４ｍ
密閉式 10ｍ
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■複数台設置の場合
◦	融雪範囲が融雪可能面積を超える場合は、ヒートポンプユニットが複数台必要となります。そのとき
は、下記必要空間を確保してください。
◦融雪リモコンは、ヒートポンプユニット１台に１個ずつ必要です。

150mm以上 

350mm
以上 

350mm
以上 

350mm
以上 

350mm
以上 

開放 

100mm以上 

<複数台設置必要空間>

◦	降雪センサー１台で複数台のヒートポンプユニットを制御する場合、接続には必ず複数台設置用接続
コード（MSC-009CC）をご使用ください。ヒートポンプユニットは４台まで接続可能です。

（3）温水配管関係
　　①	融雪配管は架橋ポリエチレン管 13A	を使用してください。ヒートポンプユニット本体を融雪路盤の

架橋ポリエチレン管より低い位置に設置する場合、開放式のMUSM-60BS/60BGS では架橋ポリ
エチレン管	の酸素透過特性の影響で運転停止時に防錆循環液があふれる可能性があります。このよ
うな設置の場合は架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ 13Aを使用してください。また密閉式の
MUSM-M60CGS には、設置高さにかかわらず架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ 13Aを使
用してください。

　　②配管ピッチは 150㎜としてください。
　　③	架橋ポリエチレン管 16Aの使用は推奨しません。やむを得ず使用する場合は、融ける速さがよりゆっ

くりになることをご理解の上、ご使用ください。
　　④配管埋め込み位置は路盤表面から深さ 100㎜以内に設置してください。
　　⑤	最大温水配管長は 90m	/ 回路工法（従来ボイラー工法）で 300 ｍ以内、60m	/ 回路工法（ヒートポ

ンプ低温水工法）で 390ｍ以内としてください。
　　⑥	１回路の融雪面積は 10㎡以下とし、かつ１回路の配管長は 90m	/ 回路工法（従来ボイラー工法）90

ｍ以内、60m	/ 回路工法（ヒートポンプ低温水工法）60	ｍ以内としてください。
　　⑦	２回路以上にする場合は、各回路の長さが均等になるようにしてください。回路数の最大は 90m	/

回路工法（従来ボイラー工法）で４回路、60m	/ 回路工法（ヒートポンプ低温水工法）で６回路です。
　　⑧	ヒートポンプユニット本体の設置には制約がありますので、配管設計時配慮してください。　　　　

詳細は前ページを参照してください。
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4.5 ロードヒーティング温水回路設計

4.5.1 開放式
（１）配管図作成
	 ①・ロードヒーティング関係配管図
	 	 	融雪面及び融雪用温水ヒートポンプユニット
	 	 据付位置を決めます。
	 	 	ヘッダーは、融雪用温水ヒートポンプユニット用防雪架台（高

置台）（MSC-102KD）の下に取付けるヘッダー取付板に取付
けますので、この位置にロードヒーティング融雪配管の往き
戻り配管を接続するよう温水配管敷設図を作成し、回路数等
も決めます。

	 	 	各回路の配管長は、ほぼ同じになるよう配管図を作成します。
（回路の配管長が違うと回路により防錆循環液の流量が変わる
ことで能力が変わるため、各回路で融けるスピードが変わる
可能性があります。）

	 ②・ヘッダーからヒートポンプユニットまでの配管
	 	 	ヘッダーとヒートポンプユニットの間を、下図のように温水配管で接続します。この間はロー

ドヒーティング融雪配管各回路の温水量の合計が流れますので 20A程度の配管が必要です。

往きバルブ

戻りバルブ

往き口

戻り口

ヒートポンプユニット

ロードヒーティング融雪配管

ヘッダー分岐口バルブ

ヘッダー分岐口バルブ
往きヘッダー

戻りヘッダー

（２）防錆循環液量の計算
	 架橋ポリエチレン管 13Aの内容積は１mあたり 0.1327L です。
	 次の表の空欄を埋め、防錆循環液量を計算します。

項　目 内容積（L）
１．ヒートポンプユニットから往きヘッダーまでの配管
２．往きヘッダーから戻りヘッダーまでの融雪配管
３．戻りヘッダーからヒートポンプユニットまでの配管
４．ヒートポンプユニットの保有量（内容積） 3.3
防錆循環液量　（合計）

防錆循環液量の合計は最大 55L です。55L 以下であることを確認します。
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4.5.2 密閉式
（１）配管図作成
	 ①・ロードヒーティング関係配管図
	 　		融雪面及び融雪用温水ヒートポンプユニットの据付位置を決めます。ヘッダーは防雪架台（高置台）

（MSC-102KD）の下に取付けるヘッダー取付板に取付けることが出来ますが、後述の密閉式バルブ
セットを使用する場合、スペースが狭いため回路数が多い場合、取付位置等の確認が必要です。ヘッ
ダーの位置を決めたらヘッダーにロードヒーティング融雪配管の往き戻り配管を接続するよう温水
配管敷設図を作成します。配管長の制限などは 『4.2 90m/ 回路工法（従来ボイラー工法）と 60m/
回路工法（ヒートポンプ低温水工法）の選択』	をご覧ください。密閉式では温水ヒートポンプユニッ
トの据付位置より高い位置の融雪が容易ですが、融雪面が高い場合、融雪面と融雪用温水ヒートポ
ンプユニットまでの往復配管が長くなり、その分融雪面に使用できる配管長が短くなるため、融雪
面積が少し狭くなります。

	 ②・ヘッダーからヒートポンプユニットまでの配管図
	 	 	配管は 20Aを使用し、なるべく短くします。
	 	 	ヒートポンプユニットから往きヘッダーまでの往き温水配管は直接接続が可能ですが、戻り配管は

戻りヘッダーとヒートポンプユニットの間に密閉回路を構成するための部材（下図参照）を組み込み
ます。

	 ③・密閉式回路配管図
	 	 	下図は別売部品の密閉式バルブセット（AC-0011MV）及び密閉式接続配管（AC-0012MH）を使

用した密閉式回路配管図の例です。これらの部材の配置は P.56 を参照ください。別売部品を使
用すると密閉回路の配管組立が容易です。

	 	 	ただし圧力計と密閉式膨張タンクは一般市販品を別途準備して使用します。また下図実線の配管
は別売部品の密閉式バルブセット（AC-0011MV）及び密閉式接続配管（AC-0012MH）に含まれ
ていますが、破線の配管及びヘッダー、ヘッダー分岐口バルブは一般市販品を使用します。

	 	 	別売部品は使用せずご自身で密閉回路を組まれる場合、密閉式膨張タンクの容量及び設定圧（空気
封入圧力）0.13MPa、逃し弁の設定圧 0.19MPa は遵守ください。

ヘッダー
分岐口バルブ

ヒートポンプ
ユニット

バルブ組立 A
（緑ハンドル）

バルブ組立 E
（白ハンドル）

バルブ組立 B
（緑ハンドル）

往き

戻り

ロードヒーティング融雪配管

圧力計
※2

※2

バルブ C
（緑ハンドル）

バルブ F
（白ハンドル）バルブ G

（青ハンドル）

バルブ D
（橙ハンドル）

逃し弁

密閉式膨張タンク

エアーセパレーター

：密閉式バルブセット、密閉式接続配管 ※1

※１：別売部品 密閉式バルブセット、密閉式接続配管は、三菱電機エンジニアリング株式会社製です。
※２：密閉式膨張タンク、圧力計は一般市販品を使用します。

往きヘッダー
エルボ組立

戻りヘッダー
ヘッダー
分岐口バルブ

《 密閉式回路配管図例 》
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（３）密閉式膨張タンクの選定
	 ①・密閉式膨張タンクの動作
	 　		密閉回路では防錆循環液の膨張・収縮を吸収するため密閉式膨張タンクが必要です。密閉式膨張タ

ンクは金属製容器の中が合成ゴム製などのダイアフラムで空気室と液室に仕切られた構造で、据付
工事前は空気室が圧力で金属容器一杯に膨らみ、液室に防錆循環液がありません。据付後、防錆循
環液の温度が上がり膨張すると膨張分が液室に入り、その分空気室の容積が減る構造になっていま
す。従って密閉式膨張タンクの選定には容積と空気圧（空気室の圧力）の設定が重要です。

	 ②・密閉式膨張タンクの容量計算
	 	 MELSNOW	では一般的な計算式とは異なり温度等を加味した下記式で計算します。

空気室

据付工事前 運転中など 防錆循環液最高温度時

空気室
空気室

液室
液室→

←→

V	 ：	密閉式膨張タンク容量（L）
ε	 ：		防錆循環液をコンクリートに埋設した架橋ポリエチレン管内に入れたときの合成膨張率（－10℃

から 40℃に上げたときの膨張率）
ε0	 ：	防錆循環液単体膨張率（－10℃から 40℃に上げたときの膨張率）
G	 ：	回路内防錆循環液量（L）
 q	 ：	防錆循環液追加量（L）（1.5L で計算）
P1	 ：	密閉式膨張タンク最低圧（MPa）（－10℃密閉式膨張タンク空気絶対圧）
P2	 ：	密閉式膨張タンクにかかる最高圧（MPa）（逃し弁設定圧絶対圧）
T1	 ：	最低使用温度（－10℃の絶対温度）
T2	 ：	最高使用温度（40℃の絶対温度）

ε×G×（１＋	ε0	）＋ q×（１＋	ε0	）
P1× T2
P2 × T1

１－
V＝

（２）防錆循環液量の計算
	 架橋ポリエチレン管 13Aの内容積は 1mあたり 0.1327	L です。
	 次の表の空欄を埋め、防錆循環液量を計算します。

項　目 内容積（L）
１．ヒートポンプユニットから往きヘッダーまでの配管
２．往きヘッダーから戻りヘッダーまでのロードヒーティング融雪配管
３．戻りヘッダーから密閉式バルブセットまでの配管
４．密閉式バルブセット（AC-0011MV） 0.5
５．密閉式接続配管（AC-0012MH） 0.4
６．ヒートポンプユニット保有量（内容積） 0.7
７．防錆循環液追加量＊ 1.5

防錆循環液量　（合計）

＊	防錆循環液追加量は真夏に工事した後、真冬になると気温（温水回路の温度）の差で防錆循環液が収
縮し、配管内の圧力が負圧になることを防ぐため、温水回路に追加しておく量（防錆循環液の収縮量
分）です。
　	防錆循環液量の合計は最大 55L です。55L 以下であることを確認します。
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MELSNOWロードヒーティング計算条件

記号 絶対圧（MPa） ゲージ圧（MPa）
（参考） 備考

P1 0.207 0.106 密閉式膨張タンク空気最低圧（－10℃）　仕様は 20℃時 0.13MPa

P2 0.276 0.175 密閉式膨張タンク空気最高圧＝逃し弁の設定圧のばらつきの最低圧

記号 絶対温度（K） 摂氏温度（℃）
（参考） 備考

T1 263 －10 最低使用温度

T2 313 40 最高使用温度

記号 膨張率（％） 温度変化 備考

ε 2.52 －10℃→ 40℃ 防錆循環液をコンクリートで埋設した架橋ポリエチレン管内に入れ
たときの合成膨張率

ε0 2.67 －10℃→ 40℃ 防錆循環液単体膨張率

ここでは上記式の計算結果をグラフで表示します。
MELSNOW をロードヒーティングでご使用になる密閉式膨張タンクは下記グラフの値以上の容量の機種と
してください。

y = 0.2443x + 14.54y = 0.2443x + 14.54

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

20 25 30 35 40 45 50 55

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

容
量

（
L）

防錆循環液容量（L）

ロードヒーティング密閉式膨張タンク容量

	 ③・設定圧（空気封入圧力）
	 	 	密閉式膨張タンクの空気封入圧力は高低差 10mある最高位置でも負圧にならないことや真夏に水

温が上昇してもあまり高圧にならないことなどを考慮し、0.13MPa（20℃）とします。密閉式膨張
タンクの発注時に指定して購入ください。

	 ④・参考密閉式膨張タンク
	 	 	日立金属株式会社殿製密閉形膨張タンク ST-28 形（2018 年 6 月現在）はMELSNOWをロード

ヒーティングでご使用になる場合、据付制約内であれば使用可能です。また別売部品の密閉式バ
ルブセットに、別売部品の防雪架台（高置台）の下に取付可能な部材（タンクフレーム）が同梱され
ています。なお ST-28 形を取り付けるには日立金属株式会社殿製の低圧膨張タンク用固定金具
（K-KANAGU-279）（2018年 6月現在）が別途必要です。

（４）逃し弁の設定圧
	 温水回路が密閉されているため、万一回路内の圧力が異常に高くならないように、逃し弁を取付けます。
	 逃し弁の設定圧は 0.19MPa	とします。
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4.6 路盤（融雪配管敷設）工事概要
路盤（融雪配管敷設）工事には現場調査、設計、路盤工事、温水配管敷設工事、表面仕上げ工事などがあり、
専門の知識や技術が必要になります。
一般的な工事の概略図は次の通りですが、三菱電機株式会社ではこれらの工事は実施しておりません。詳細
は路盤（融雪配管敷設）の工事業者様にご相談ください。

＜コンクリート仕上げ＞

砕石路盤  200㎜以上

コンクリート舗装  100㎜

架橋ポリエチレン管　13A
ワイヤーメッシュ　150□

＜アスファルト仕上げ＞

砕石路盤  200㎜以上

コンクリート舗装  70㎜
細粒度アスファルト舗装  30㎜

架橋ポリエチレン管　13A
ワイヤーメッシュ　150□

＜インターロッキング仕上げ＞

砕石路盤  200㎜以上

空練りモルタルまたは砂  40㎜

インターロッキングブロック  60㎜

架橋ポリエチレン管　13A
ワイヤーメッシュ　150□
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凍結により舗装が損傷を受けることが予測される場合は凍上対策などが必要になります。
コンクリート舗装には必要に応じ補強用ワイヤーメッシュを追加します。
また架橋ポリエチレン管の下に断熱材を敷設する場合もあり、その場合、地中熱が遮断されるデメリットも
ありますので、ご使用方法等を良く検討の上、断熱材の要否を選択する必要があります。

その他ユニット側から見た一般的な注意点を下記します。

①	当社では、配管は架橋ポリエチレン管 13A、または架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ	13A、配
管ピッチ 150㎜、埋設深さは 100㎜を基準としています。

②	温水の入口と出口では温度差が生じます。融雪面の温度差を少なくするため、入口管と出口管が交互に
並ぶ対向流配管にするのが一般的です。

　　　　　　　　　　 《 対向流配管例 》

③	回路をヘッダーで複数回路に分岐する場合、各回路に流れる流量を同一にする必要があります。
　	回路設計、施工時に十分な検討が必要です。

④	温水配管敷設後、舗装等の表面仕上げ工事の前に必ず圧力検査を行い、配管に漏れがないことを確認　
してください。

⑤	ヘッダーの分岐口にバルブをつけると、回路別に融雪が可能になり、後の保守点検がしやすくなります。

⑥	温水配管はヘッダーに接続する以外は途中でジョイントせず一本で配管します。

⑦	配管長や回路数の制限については、４. ロードヒーティングシステム設計	を参照ください。

⑧	インターロッキング施工の場合は、熱伝導の関係で融雪可能面積が少し狭くなります。
　	詳細は P.12 ～ 19の【表１】を参照ください。
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4.7 ボイラーからの熱源置き替えにおける注意事項
下記項目を満足していれば熱源の置き替えが可能です。	

（１） 確認項目 
	 ①		設置する地区の外気温と融雪負荷から計算した融雪面積は、90m／回路工法の適用範囲内で	
	 　	あること
	 ②	配管長は１回路 90m以下であること
	 ③	配管全長が 300m以下であること
	 ④	配管埋設深さが 100mm以下であること
	 ⑤	配管内の保有水量の全合計が 55L 以下であること
	 ⑥	配管は 13Aを使用していること。
	 ⑦	現状のボイラー方式で十分融けていること

（２） お客様にご理解いただきたいこと	
	 ◦	ヒートポンプ式は温水温度が燃焼式の熱源機に比べ低いので融けるスピードは遅くなりま

す。	
	 ◦電力を引き込む電気工事が必要になります。	

（３） その他	
	 ◦循環液は当社純正三菱防錆循環液希釈不要タイプに交換してください。	
	 ◦降雪センサーをご使用の場合は運転出力が無電圧 a接点仕様でないと使用できません。	

既存燃焼式ボイラーからの熱源置換えチェックシート
物件名：
１．提案時のチェック
№ 提案時チェック項目 判定 結果

１ 温水温度が低いのでボイラーより融けるスピードが遅くなることを説明し、
了解いただく

了解いただけた

２ 融ける時間が長くなるため雪がやんだ後、ボイラーより１時間程度長く
運転が必要なことを了解いただく

了解いただけた

３ 新たに電源工事が必要になることをご了解いただく 了解いただけた

２．現行システムの状況調査時のチェック
№ 現行システムチェック 判定 結果
１ 融雪面積（　　　　　㎡）は適用条件 P.12～19 の【表１】を満たしているか？ ㎡
２ ヒートポンプユニットと防雪架台を設置するスペースはあるか？ ある
３ 温水配管は架橋ポリエチレン管で１３Ａか？ １３A
４ 温水配管長は１回路 90m以下か？ ９０ｍ以下
５ 温水配管全長は全長 300m以下か？ 300m以下
6 配管の埋設深さは100mm以下か？ 100mm以下
7 現行システムのボイラー本体以外に、別置きポンプなどが設置されていないか？ 設置されていない

8 現行ボイラーのメーカー、形名を確認
メーカー：　　　　　　　　　　　　　　　形名：　

9 現行ボイラーの機外揚程はメルスノーと同等以下か？
（メーカーのカタログ・ホームページにて確認）

同等以下

№ 現行システム使用時のチェック 判定 結果
１ 現行システムの湯温設定を高くしないと融けないことはないか？ 融けないことはない

３．受注前のお客様への最終チェック
№ 受注前の最終チェック 判定 結果

１ 温水温度が低いのでボイラーより融けるスピードが遅くなることを説明し、
了解いただけたか？

了解いただけた

２ 融ける時間が長くなるため雪がやんだ後、ボイラーより１時間程度長く
運転が必要なことを了解いただけたか？

了解いただけた

４．施工時のチェック
№ 施工時のチェック 判定 結果
１ 既設温水配管の洗浄を実施したか？ 実施した
２ 水漏れチェック（リークテスト）を実施したか？ 実施した
３ 三菱電機純正の三菱防錆循環液希釈不要タイプを使用したか？ 使用した
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4.8 降雪センサーの選定、接続における注意事項
ロードヒーティングでは降雪センサー（一般市販品）を接続することにより自動運転が可能ですが、
以下の注意点があります。
（１）	降雪センサーは、運転出力が無電圧ａ接点の仕様であること。
（２）	降雪センサーは別途電源が必要です。※

（３）	降雪センサーは 2要素（降水、外気温）タイプ、3要素（降水、外気温、地温）タイプどちらも使用可能
です。

（４）	降雪センサーの遅延タイマーは，温水ボイラー方式よりも最低 1時間は長めに設定してください。
	 なお、60m	/ 回路工法（ヒートポンプ低温水工法）の場合、遅延時間は 5時間が目安ですので、5時

間以上の設定が可能な降雪センサーをお選びください。
	 （低温水で融雪することにより。融けきるまでに時間がかかるため）

※	降雪センサーには別途電源が必要となりますので、お使いになる降雪センサーの据付説明書をご確
認ください。
　	降雪センサーを使用しない場合は、リード線等でヒートポンプユニットにある降雪センサー用端子
台の端子を短絡してください。（P.77 参照）

別電源
100Vまたは200Vヒートポンプ

ユニット

専用回路
単相 200V

ブレーカー
20A

端子台直結

専用回路
単相 200V

バックアップヒーター
（融雪負荷に応じて使用）
MUSM-M60CGS（密閉式）では
バックアップヒーターを使用できません。

ブレーカー
15A

端子台直結

融雪リモコン

電源電線２本
VVFケーブル

＜ 現 地 調 達 ＞

接　地
（Ｄ種）

降雪センサー 
（必要に応じて使用）

【機外配線要領】
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5.1 設置可能地域と屋根融雪面積
（１）設置可能地域
設置地域は東北電力管内（青森県、秋田県、岩手県、宮城県、山形県、福島県、新潟県）及び北陸電力管内（富
山県、石川県、福井県、岐阜県の一部）です。
雪質と外気温の関係から検証できている地域に限定しています。
他の地域についてはお問い合わせください。

（２）屋根融雪面積計算
下記項目と条件で計算します。

項目 内容 出典

1 降雪量 月最大の降雪量 気象庁降雪の深さ合計平年値

2 設計負荷外気温度 月平均の最低温度から計算 気象庁平年値

3 雪の密度 降雪量と降水量から計算 気象庁平年値

4 ヒートポンプユニット能力 工場で測定した戻り温度 25℃能力 本マニュアル能力線図（P.40）

5 稼働時間 1日を 22時間とした 1ヶ月の稼働時間 22時間× 31日＝ 682時間

6 雪の比熱 0.58Wh/kg・K ―

7 融解熱 93Wh/kg ―

8 計算係数 0.377 弊社実験値

下記式で計算します。MUSM-M60CGSの屋根融雪面積は最大 90㎡です。

計算係数・×・ヒートポンプユニット能力・×・稼働時間
屋根融雪面積・＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

降雪量・×・雪の密度・×（（０－設計負荷外気温度）×・雪の比熱・＋・融解熱・）

（３）設置地点と屋根融雪面積
気象庁平年値で１ヶ月の降雪の深さ合計の最大値が 150cm以上の地点の上記式で計算した屋根融雪面積
は下記です。なおこの屋根融雪面積は屋根の投影面積です。

【表２】

地点
年間降雪量 月最大降雪量 設計負荷外気温 雪の密度※ 屋根融雪面積

cm cm ℃ kg/㎥ ㎡
青森県 むつ 491 168 －5 61.8 90

脇野沢 555 197 －4 52.4 90
鰺ヶ沢 445 161 －4 67.9 90
弘前 729 248 －5 48.9 90
碇ケ関 600 196 －6 59.0 90
青森 630 225 －5 65.2 90
今別 503 171 －4 76.6 90
五所川原 567 201 －5 59.5 90

秋田県 鷹巣 516・ 185・ －5 64.1・ 90
湯沢 734・ 272・ －5 51.9・ 90
鹿角 610・ 205・ －6 37.7・ 90
阿仁合 834・ 285・ －6 51.9・ 90
五城目 422・ 173・ －4 67.7・ 90

　※MELSNOW計算用です。実密度ではありません。

５. 屋根融雪システム設計 ※屋根融雪には開放式は使用できません。
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地点
年間降雪量 月最大降雪量 設計負荷外気温 雪の密度※ 屋根融雪面積

cm cm ℃ kg/㎥ ㎡
秋田県 角館 656・ 237・ －5 73.3・ 89

大正寺 586・ 221・ －5 71.2・ 90
横手 777・ 286・ －5 60.2・ 90
矢島 645・ 236・ －4 99.6・ 68
湯の岱 891・ 307・ －6 56.4・ 87

岩手県 奥中山 541・ 165・ －8 35.1・ 90
雫石 483・ 165・ －6 46.4・ 90
湯田 965・ 330・ －6 69.0・ 66
区界 595・ 173・ －10 41.9・ 90

宮城県 川渡 446・ 159・ －4 65.6・ 90
駒ノ湯 861・ 276・ －6 41.6・ 90

山形県 狩川 567・ 226・ －3 78.8・ 90
金山 876・ 312・ －5 60.6・ 82
新庄 780・ 283・ －5 73.5・ 74
向町 798・ 280・ －5 52.8・ 90
肘折 1,427・ 494・ －6 82.5・ 37
尾花沢 916・ 332・ －5 42.0・ 90
長井 740・ 267・ －5 61.6・ 90
大井沢 1,232・ 410・ －6 81.5・ 45
左沢 618・ 238・ －5 55.5・ 90
小国 984・ 357・ －4 96.9・ 46
米沢 701・ 266・ －4 51.2・ 90

福島県 猪苗代 586・ 204・ －6 35.1・ 90
西会津 633・ 240・ －4 72.0・ 90
只見 1,172・ 407・ －5 73.8・ 51
湯本 677・ 221・ －6 42.6・ 90
田島 601・ 199・ －6 47.9・ 90
南郷 969・ 326・ －6 36.5・ 90
桧枝岐 1,068・ 324・ －7 38.8・ 90
茂庭 384・ 156・ －3 64.0・ 90
若松 462・ 171・ －4 57.4・ 90

新潟県 下関 609・ 241・ －3 131.3・ 52
津川 713・ 274・ －3 97.1・ 61
長岡 594・ 236・ －2 125.1・ 57
柏崎 376・ 153・ －1 186.1・ 61
守門 1,231・ 438・ －4 103.5・ 35
小出 988・ 378・ －3 95.5・ 45
十日町 1,112・ 417・ －4 99.3・ 38
安塚 946・ 362・ －3 100.4・ 45
湯沢 1,124・ 411・ －4 75.1・ 51
津南 1,243・ 443・ －5 52.3・ 67
高田 618・ 247・ －1 168.6・ 41
能生 612・ 243・ －1 157.6・ 45
関山 1,145・ 422・ －4 76.7・ 49

岐阜県 神岡 588 209 － 4 71.5・ 90
富山県 魚津 398 166 － 1 149.6・ 70

富山 377 159 － 1 118.8・ 90
伏木 337 151 － 1 178.7・ 64
砺波 418 177 － 2 140.8・ 68

石川県 白山河内 584 238 － 2 140.0・ 50
加賀菅谷 519 209 － 2 177.5・ 45

福井県 大野 509 205 － 2 130.8・ 63
今庄 507 205 － 2 152.6・ 54

　※MELSNOW計算用です。実密度ではありません。



５
．屋
根
融
雪
シ
ス
テ
ム
設
計

32

5.2 設置できる住宅と屋根融雪方式、屋根の構造概要
（１）設置できる住宅
	 屋根融雪を設置できる住宅は、木造、金属屋根、２階建てまでの住宅です。
	 瓦屋根、3	階建て以上の住宅には使用できません。

（２）屋根融雪方式 ( 全面融雪、軒先融雪、ダム方式 )
 屋根融雪方式には、次のような方式があります。
	 	 ・全面方式：屋根全体に融雪配管を張り巡らし、融雪する方式。
	 	 ・軒先方式：軒先のみ融雪して雪庇、落雪を防ぐ方式。
	 	 ・ダム方式：軒先に雪を受け止めるダムを設けて、一時的に溜めて融雪する方式。

 現場の状況に合わせ、最適な方法を選択します。

（３）MELSNOW 屋根融雪の構造概要
	 融雪配管敷設工事には現場調査、設計、融雪配管敷設工事、仕上げ工事などがあり、専門の知識や技

術が必要です。
	 MELSNOW	の屋根融雪の融雪配管部の構造概要は次のとおりですが、三菱電機ではこれらの工事は実

施しておりません。専門の工事業者様にご相談ください。

	 断熱材は厚さ 30	㎜以上の発泡系断熱材を使用します。
	 架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ 13Aの外径にあわせ断熱材に配管ピッチ 150㎜に合わせ溝を

掘ります。
	 溝にアルミテープを入れ、熱伝導を良くします。
	 架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ 13Aを溝にはめ込みます。
	 上からアルミテープで融雪配管を押さえます。
	 さらに上から屋根材で押さえ固定します。

＜全面融雪＞ ＜軒先融雪＞ ＜ダム方式＞

アルミテープ
（幅 100mm）

アルミテープ
（幅 100mm）

架橋ポリエチレン管 13A
（酸素透過防止タイプ） 屋根材（板金）

30
.3（

一
寸

）

ルーフィング（防水紙）

ピッチ : 455mm

ピッチ : 150mm

断熱材（厚さ 30mm）

野地板

木材木材
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5.3 屋根融雪設置制約等
（１）屋根高さ
	 ヒートポンプユニットから融雪配管の最高位置までの高さは 10ｍ以下です。

（２）屋根融雪面積
	 屋根投影面積で P.30 ～ 31の【表２】の屋根融雪面積以下で最大 90㎡です。

（３）ヒートポンプユニット本体設置に関する注意事項

	 ■ヒートポンプユニット設置場所
	 	 ・定期的に圧力計の確認が必要です。圧力計の確認が容易にできる場所に据付けてください。
	 	 ・豪雪などでヒートポンプユニットが埋もれない場所に設置してください。
	 	 ・落雪のない場所に設置してください。

	 ■ドレン処理
	 	 ・凍結の恐れがあるのでドレンソケットは取付けないでください。なお密閉式バルブセット
	 	 		（AC-0011MV）にはドレンがバルブなどにかからないようなドレンガイドをつけてあります。

	 ■配管長と高低差
	 　温水配管：屋根融雪とヒートポンプユニット１台あたりを結ぶ配管
	 　融雪配管：往きヘッダーから戻りヘッダーまでの屋根融雪配管
	 	 　・最大融雪配管長 ･････450m（架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ 13A）
	 	 　・1	回路の融雪配管長 ･････75m以下
	 	 　・最大高低差 ･････10m
	 	 　・最小曲げ半径 ･････200	㎜（架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ 13A）

温水配管高さ
最大高低差10ｍ 

ヒートポンプユニット
密閉式

屋根融雪
融雪配管

	 ■防錆循環液
	 	 ・	凍結及び腐食によるトラブルを防止して長期間ご使用いただくため、必ず三菱防錆循環液希釈不要

タイプ（長寿命タイプ）をご使用ください。
	 	 ・最大使用量は 1	システムあたり 100Ｌ以下です。

（４）融雪配管関係
	 ①	往きヘッダーから戻りヘッダーまでの融雪配管は架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ13Aです。

10Aや 16Aは使用できません。酸素透過防止タイプでない通常の架橋ポリエチレン管も使用できま
せん。

	 ②配管ピッチは 150	㎜	としてください。
	 ③１回路の配管長さは 75ｍ	以下としてください。回路合計（全長）は 450ｍ	以下としてください。
	 ④融雪可能面積は地域により異なります（P.30 ～ 31の【表２】参照）が、最大でも 90㎡	です。
	 ⑤ヘッダーの分岐口にはバルブを取付け、1	回路ずつ回路の開閉ができるようにしてください。
	 ⑥２回路以上にする場合は各回路の長さが均等になるようにしてください。
	 ⑦ヘッダーからヒートポンプユニットまでの接続配管は 20Aとしてください。
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５.4 屋根融雪温水回路設計
（１）配管図作成
	 屋根融雪方式を決め、ヒートポンプユニット据付位置、ヘッダー固定位置などを決めます。
	 なお屋根融雪面積は P.30 ～ 31の【表２】を参照ください。

	 ①・屋根関係配管図
	 	 ヘッダー位置を決めます。融雪面に近く、しっかり固定できる位置を選びます。
	 	 ヘッダーから屋根融雪配管の配管図を作成し配管長を計算します。
	 	 ヘッダーからヘッダーまでの 1回路は 75ｍ以下、全長 450ｍ以下になるようにします。
	 	 また複数回路の場合各回路の長さが均等になるように設計します。

	 ②・ヘッダーからヒートポンプユニットまでの配管図
	 	 配管は 20Aを使用しなるべく短くします。
	 	 	ヒートポンプユニットから往きヘッダーまでの往き温水配管は直接接続が可能ですが、戻り配管は

戻りヘッダーとヒートポンプユニットまでの間に密閉回路を構成するための部材（下図参照）を組み
込みます。

	 ③・密閉式回路配管図
	 	 	下図は別売部品の密閉式バルブセット（AC-0011MV）及び密閉式接続配管（AC-0012MH）を使用し

た密閉式回路配管図の例です。別売部品を使用すると密閉回路の配管組立が容易です。
	 	 	ただし圧力計と密閉式膨張タンクは一般市販品を別途準備して使用します。また下図実線の配管は

別売部品の密閉式バルブセット（AC-0011MV）及び密閉式接続配管（AC-0012MH）に含まれていま
すが、破線の配管及びヘッダー、ヘッダー分岐口バルブは一般市販品を使用します。

	 	 	別売部品は使用せずご自身で密閉回路を組まれる場合、密閉式膨張タンクの容量及び設定圧（空気封
入圧力）0.13MPa、逃し弁の設定圧 0.19MPaは遵守ください。

　　《 密閉式回路配管図例 》

：密閉式バルブセット、密閉式接続配管 ※１

※１：別売部品 密閉式バルブセット、密閉式接続配管は、三菱電機エンジニアリング株式会社製です。
※２：密閉式膨張タンク、圧力計は一般市販品を使用します。

バルブ組立 A
（緑ハンドル）

バルブ組立 B
（緑ハンドル）

往き

戻り

屋根融雪部分
屋根融雪配管

圧力計

戻
り
ヘ
ッ
ダ
ー

往
き
ヘ
ッ
ダ
ー

※2

※2

エルボ
組立

バルブ C
（緑ハンドル）

バルブ F
（白ハンドル）

バルブ G
（青ハンドル）

バルブ D
（橙ハンドル）

バルブ組立 E
（白ハンドル）

逃し弁

密閉式膨張タンク

エアセパレーター

ヘッダー
分岐口バルブ

ヘッダー
分岐口バルブ

ヒートポンプ
ユニット
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上記配管図のバルブA～Gは密閉式バルブセット（AC-0011MV）の据付工事説明書の呼称です。
バルブC、バルブＤ、バルブＥ、バルブＦ、バルブＧはシステム内のエアー抜きや液張り時に使用
する作業用のバルブです。
別売部品の密閉式バルブセットを使用せず、組み立てられる場合、圧力計、逃し弁、密閉式膨張タ
ンク、エアーセパレータは必須です。また加圧処理時（P.38 5.5 項）、ヒートポンプユニット、逃し
弁、密閉式膨張タンクに圧力がカからないようにするバルブ（バルブＡ、バルブＢ、バルブＣ、バル
ブＤ）も必須です。エアーセパレータは本来温水回路の一番高い位置に配置すると効率よくエアーを
分離できますが、一番高い位置は融雪面（架橋ポリエチレン管）なので、ここでは下に配置しています。

（２）防錆循環液量の計算
	 架橋ポリエチレン管 13Aの内容積は 1mあたり 0.1327	L です。
	 次の表の空欄を埋め、防錆循環液量を計算します。

項　目 内容積（L）
１．ヒートポンプユニットから往きヘッダーまでの配管
２．往きヘッダーから戻りヘッダーまでの屋根融雪配管
３．戻りヘッダーから密閉式バルブセットまでの配管
４．密閉式バルブセット（AC-0011MV） 0.5
５．密閉式接続配管（AC-0012MH） 0.4
６．ヒートポンプユニット保有量（内容積） 0.7
７．防錆循環液追加量 1.0
計
余裕率　計× 1.3

防錆循環液量　（合計）　計＋余裕率

防錆循環液量の合計は最大 100	L です。100	L 以下であること確認します。

●密閉式回路部材配置図
　密閉式バルブセット（AC-0011MV）、密閉式接続配管（AC-0012MH）を使用した場合です。
　詳細は P.56 ～ 57 をご確認ください。
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MELSNOW・計算条件

記号 絶対圧（MPa） ゲージ圧（MPa）
（参考） 備考

P1 0.207 0.106 密閉式膨張タンク空気最低圧（－10℃）　仕様は 20℃時 0.13MPa

P2 0.276 0.175 密閉式膨張タンク空気最高圧＝逃し弁の設定圧のばらつきの最低圧

記号 絶対温度（K） セ氏（℃）
（参考） 備考

T1 263 －10 最低使用温度

T2 313 40 最高使用温度

記号 膨張率（％） 温度変化 備考

ε 0.2 －10℃→ 40℃ 防錆循環液を架橋ポリエチレン管内に入れたときの合成膨張率

ε0 2.67 －10℃→ 40℃ 防錆循環液単体膨張率

（３）密閉式膨張タンクの選定
	 ①密閉式膨張タンクの動作
	 　	密閉回路では防錆循環液の膨張・収縮を吸収するため密閉式膨張タンクが必要です。密閉式膨張タン

クは金属製容器の中が合成ゴム製などのダイアフラムで空気室と液室に仕切られた構造で、据付工
事前は空気室が圧力で金属容器一杯に膨らみ、液室に防錆循環液がありません。据付後、防錆循環
液の温度が上がり膨張すると膨張分が液室に入り、その分空気室の容積が減る構造になっています。
従って密閉式膨張タンクの選定には容積と空気圧（空気室の圧力）の設定が重要です。

	 ②・密閉式膨張タンクの容量計算
	 	 MELSNOW	では一般的な計算式とは異なり温度等を加味した下記式で計算します。

空気室

据付工事前 運転中など 防錆循環液最高温度時

空気室
空気室

液室
液室→

←→

V	 ：	密閉式膨張タンク容量（L）
ε	 ：		防錆循環液を架橋ポリエチレン管内に入れたときの合成膨張率（－10℃から 40℃に上げたとき

の膨張率）
ε0	 ：	防錆循環液単体膨張率（－10℃から 40℃に上げたときの膨張率）
G	 ：	回路内防錆循環液量（L）
 q	 ：	防錆循環液追加量（L）（基準は 1.0L ですがバラツキを考慮し、1.1L で計算）
P1	 ：	密閉式膨張タンク最低圧（MPa）（－10℃密閉式膨張タンク空気絶対圧）
P2	 ：	密閉式膨張タンクにかかる最高圧（MPa）（逃し弁設定圧絶対圧）
T1	 ：	最低使用温度（－10℃の絶対温度）
T2	 ：	最高使用温度（40℃の絶対温度）

ε×G×（１＋	ε0	）＋ q×（１＋	ε0	）
P1× T2
P2 × T1

１－
V＝
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	 ③・設定圧（空気封入圧力）
	 	 	密閉式膨張タンクの空気封入圧力は高低差 10mある最高位置でも負圧にならないことや真夏に水

温が上昇してもあまり高圧にならないことなどを考慮し、0.13MPa（20℃）とします。密閉式膨張
タンクの発注時に指定して購入ください。

	 ④・参考密閉式膨張タンク
	 	 	日立金属株式会社殿製密閉形膨張タンク ST-17 形（2018 年 6月現在）はMELSNOWを屋根融雪

でご使用になる場合、据付制約内であれば使用可能です。また別売部品の密閉式バルブセットAC-
0011MV形に、別売部品の防雪架台（高置台）の下に取付可能な部材（タンクフレーム）が同梱されて
います。なお取付けるには、日立金属株式会社殿製の低圧膨張タンク用固定金具（K-KANAGU-279）
（2018年 6月現在）が別途必要です。

（４）逃し弁の設定圧
	 温水回路が密閉されているため、万一回路内の圧力が異常に高くならないように、逃し弁を取付けます。
	 逃し弁の設定圧は 0.19MPa	とします。

ここでは前ページ式の計算結果をグラフで表示します。
MELSNOW を屋根融雪でご使用になる密閉式膨張タンクは下記グラフの値以上の容量の機種としてくだ
さい。

密閉式膨張タンク容量
13.5

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

容
量

 （
L）

防錆循環液量（合計） （L）

13.0

12.5

12.0

11.5

11.0

10.5

10.0
20 30 40 50 60 70 80 90 100

y=0.0194x + 10.663y=0.0194x + 10.663
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５.5 MELSNOW 屋根融雪工事の温水回路特殊作業
MELSNOW	密閉式では通常の温水回路密閉式と異なる特殊作業が必要です。据付時の作業ですがこの項
で概要を説明します。詳細は P.87 ～ 90の	密閉式バルブセット（AC-0011MV）、密閉式接続配管（AC-
0012MH）の据付工事説明書をご覧ください。

（１）加圧処理
	 MELSNOW	屋根融雪では融雪配管に架橋ポリエチレン管酸素透過防止タイプ 13Aを使用します。架

橋ポリエチレン管は温度や中の圧力で膨張収縮するため、据付時、加圧処理を行い、以後の膨張収縮
量を減らします。加圧処理は融雪配管に 0.4MPa	をかけ、１時間以上放置します。加圧処理のときは、
ヒートポンプユニットや密閉式膨張タンク、逃し弁には圧力がかからないように関係するバルブを閉
じます。

（２）防錆循環液追加
 外気温度の変動等に対応するため、温水回路のエアー抜きと液張り終了後、システム圧を 0.1MPa に

調整し、1.0L の防錆循環液を追加します。追加分は－10℃～ 40℃など気温が大きく変動しても、温
水回路の圧力が異常にならないように調整する役目をします。
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6.1 ポンプ出力 Ｐ－Ｑ線図

6. データ・資料編

0
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 2930

1

2

3

4

5

6

7

8

9
《温水ポンプ　揚水特性》

楊
程
H
t（
ｍ
）

流量 Q（L/min）

6.2 能力線図

戻水 8℃ 戻水 12℃ 戻水 16℃ 戻水 20℃
線形（戻水 8℃） 線形（戻水 12℃） 線形（戻水 16℃） 線形（戻水 20℃）

MUSM-60BS、60BGS　COP特性
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 MUSM-60BS、60BGS ＋ MSC-006HT　COP 特性
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MUSM-60BS、60BGS　能力線図
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 MUSM-60BS、60BGS ＋ MSC-006HT　能力線図

（1）開放式
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戻水 8℃ 戻水 16℃ 戻水 25℃ 戻水 35℃
線形（戻水 8℃） 線形（戻水 16℃） 線形（戻水 25℃） 線形（戻水 35℃）

MUSM-M60CGS　COP特性
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外気温（℃）

MUSM-M60CGS　能力線図

（2）密閉式
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形　　　　　名 MUSM-60BS MUSM-60BGS

シ
ス
テ
ム
構
成

温 水 回 路 方 式 － 開放式
電 源 接 続 方 式 － 端子台直結
ブ レ ー カ ー 容 量 Ａ 20.0	
融雪システム最大保有水量 L 55
ユ ニ ッ ト 内 保 有 水 量 L 3.3

配 管
制 限

温水配管（架橋ポリエチレン管 13A）
許容総配管長 ｍ 390
高 低 差 ｍ 4

加
熱
性
能

加熱標準 温 水 出 力 kW 6.0
外気温度 ※ 消 費 電 力 Ｗ 1,430 1,490
7 ℃ 時 運 転 電 流 Ａ 7.90 8.00

力 率 ％ 90 93
エ ネ ル ギ ー
消 費 効 率 － 4.20 4.03	

加熱低温
温 水 出 力 kW 6.0	外気温度

－5℃時
始 動 電 流 Ａ 7.90 8.00
最 大 電 流 Ａ 20.0

製
　
　
　
　
　
品

電 源 単相・200V
外形寸法 < Ｈ×Ｗ×Ｄ > mm 790× 800（+70）× 285
外 装 色（ マ ン セ ル ） － アイボリー（3.0Y	7.8/1.1）

圧 縮 機
形 式 × 個 数 － 全密閉×１
呼 称 出 力 Ｗ 1,300
始 動 方 式 － 直入

送 風 機（ 形 式 × 個 数 ） － プロペラファン×１

風 量 m3/h
加熱標準　2,100
加熱低温　2,300

運転音（音響パワーレベル） dB 64
送 風 機 用 電 動 機 出 力 Ｗ 50
送 風 機 用 保 護 装 置 － 電流検知・回転速度検知
温 水 ポ ン プ 出 力 Ｗ 30
凍 結 防 止 ヒ ー タ ー Ｗ 100 100 ＋ 60
製 品 質 量 kg 58 58
冷 媒（ 種 類， 封 入 量 ） kg R410A,	　1.05

１．加熱標準性能は外気温度７℃、戻温ブライン（プロピレングリコール50wt%）温度 8℃、流量 8L/min 時の
性能値です。

	 加熱低温性能は外気温度－5℃、戻温ブライン（プロピレングリコール 50wt%）温度16℃、流量 8L/min
時の除霜運転を含む性能値です。

２．運転音測定条件：JIS	C	9612：2013	に準じます。
３．本仕様書は予告なく変更することがあります。
４．指定なき数字の単位は、mmとします。
５．外形寸法中、幅の（　）数値は、サービスパネルの寸法を示しています。

※消費電力は、送風機、圧縮機、凍結防止ヒーター、温水ポンプ、制御基板を含む全ての合計値です。
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6.3 仕様表
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形　　　　　名 MUSM-M60CGS

用　　途 ロードヒーティング 屋根融雪（60m/回路工法）（90m/回路工法）

シ
ス
テ
ム
構
成

温 水 回 路 方 式 － 密閉式
電 源 接 続 方 式 － 端子台直結
ブ レ ー カ ー 容 量 Ａ 20.0	
融雪システム最大保有水量 L 55 100
ユ ニ ッ ト 内 保 有 水 量 L 0.7

配 管
制 限

融雪配管種類 架橋ポリエチレン管	酸素透過防止タイプ 13A
許容総配管長 ｍ 390 300 450
１ 回路配管長 ｍ 60 90 75
高 低 差 ｍ 10

加
熱
性
能

加熱標準 温 水 出 力 kW 6.0
外気温度 ※ 消 費 電 力 Ｗ 1,490
7 ℃ 時 運 転 電 流 Ａ 8.00

力 率 ％ 93
エ ネ ル ギ ー
消 費 効 率 － 4.03	

加熱低温
温 水 出 力 kW 6.0	外気温度

－5℃時
始 動 電 流 Ａ 8.00
最 大 電 流 Ａ 20.0

製
　
　
　
　
　
品

電 源 単相・200V
外形寸法 < Ｈ×Ｗ×Ｄ > mm 790× 800（+70）× 285
外 装 色（ マ ン セ ル ） － アイボリー（3.0Y	7.8/1.1）

圧 縮 機
形 式 × 個 数 － 全密閉×１
呼 称 出 力 Ｗ 1,300
始 動 方 式 － 直入

送 風 機（ 形 式 × 個 数 ） － プロペラファン×１

風 量 m3/h
加熱標準　2,100
加熱低温　2,300

運転音（音響パワーレベル） dB 64
送 風 機 用 電 動 機 出 力 Ｗ 50
送 風 機 用 保 護 装 置 － 電流検知・回転速度検知
温 水 ポ ン プ 出 力 Ｗ 30
凍 結 防 止 ヒ ー タ ー Ｗ 100＋ 60
製 品 質 量 kg 58
冷 媒（ 種 類， 封 入 量 ） kg R410A,	　1.05

１．加熱標準性能は外気温度７℃、戻温ブライン（プロピレングリコール50wt%）温度 8℃、流量 8L/min 時の
性能値です。

	 加熱低温性能は外気温度－5℃、戻温ブライン（プロピレングリコール 50wt%）温度16℃、流量 8L/min
時の除霜運転を含む性能値です。

２．運転音測定条件：JIS	C	9612：2013	に準じます。
３．本仕様書は予告なく変更することがあります。
４．指定なき数字の単位は、mmとします。
５．外形寸法中、幅の（　）数値は、サービスパネルの寸法を示しています。

※消費電力は、送風機、圧縮機、凍結防止ヒーター、温水ポンプ、制御基板を含む全ての合計値です。
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6.4 外形図
《融雪用温水ヒートポンプユニット》
MUSM-60BS
MUSM-60BGS
MUSM-M60CGS

 

温水配管接続口（戻り）
温水配管接続口（往き）

673
背面側熱交露出範囲

47
2

背
面

側
熱

交
露

出
範

囲
65

71
3

227

配管カバー

サービスポート アース端子 

サービスパネル

23.2 285

170.5

16
4.

5

99
.5

35°43°

把手

 

28
0

302.5

7022.3

79
0

8

800 62

150 500据付用ボルトピッチ

吸込方向 φ33ドレン穴

2-10×21長穴
防錆循環液注入口

（60BS，60BGSのみ）

据
付

用
ボ

ル
ト

ピ
ッ

チ

吹出方向

17
.5 40

34
5

30
4～

32
5

47
.5

400

100mm以上 350mm以上

原
則

と
し

て
開

放

150mm以上（注1）
200mm以上 （注1・注2）
左側面・右側面・背面の内
２方向は開放のこと

ユニットの据付上最小のスペース
注1)風通しが悪くショートサイクルが起きやすい場所は、

能力及び消費電力が悪化する場合があります。
注2)壁に向けて吹き出すと壁が汚れる場合があります。

ユニットの周囲必要空間（基本）

<単位：mm>

R3/4
戻り
往き温水配管

接続口
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《融雪用温水ヒートポンプユニット +防雪架台》
MUSM-60BS+MSC-102KD,・MSC-103KD
MUSM-60BGS+MSC-102KD,・MSC-103KD
MUSM-M60CGS+MSC-102KD,・MSC-103KD

<単位：mm>

架台（防雪板）（別売） MSC-103KD

MUSM-60BS
MUSM-60BGS
MUSM-M60CGS

MSC-102KD

R3/4
戻り
往き

架台（高置台）（別売）

本体

温水配管
接続口

形名

温水配管接続口（戻り）
温水配管接続口（往き）

345 572 75

15
13

65

アンカーボルトピッチと据付必要空間
注)下図の据付必要空間の寸法はアンカーボルトからの数値です。

正面

4-M10

980

41
0

125以上

17
5

以
上

375以上

150mm以上
（注1）

原
則

と
し

て
開

放

350mm以上100mm以上

サービスパネル

 

サービスポート

配管カバー

アース端子

460 80
268

90
0

65

35°
43°

吸込方向

吹出方向

 

2-10×21長穴 

防錆循環液注入口

据
付

穴
ボ

ル
ト

ピ
ッ

チ

φ33ドレン穴

据付穴ボルトピッチ

9714
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24
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4～
32

5
6377 258 500

把手
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1030

80
0

28
0

13
30

15
90

103

200mm以上 （注1・注2）
左側面・右側面・背面の内
２方向は開放のこと

ユニットの据付上最小のスペース
注1）風通しが悪くショートサイクルが起きやすい場所は、

能力及び消費電力が悪化する場合があります。
注2）壁に向けて吹き出すと壁が汚れる場合があります。

ユニットの周囲必要空間（基本）

（60BS，
   60BGSのみ）
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《融雪用温水ヒートポンプユニット +防雪架台 +密閉式バルブセット +接続配管》
MUSM-M60CGS+MSC-102KD,MSC-103KD+AC-0011MV+AC-0012MH

<単位：mm>
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《融雪用温水ヒートポンプユニット》
MUSM-60BS

6.5 電気配線図



６
．デ
ー
タ
・
資
料
編

47

MUSM-60BGS
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MUSM-M60CGS
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《バックアップヒーター》
MSC-006HT

CN5M1
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6.6 別売部品外形図

品名 形名 品名 形名
融雪リモコン MSC-001RC リモコンコード（25ｍ） MSC-010RC
防雪架台（高置台） MSC-102KD リモコンコード（50ｍ） MSC-012RC
防雪架台（防雪板） MSC-103KD	 複数台設置用接続コード MSC-009CC	
防雪架台用化粧パネル（正面） MSC-105DB バックアップヒーター（2kW） MSC-006HT
防雪架台用化粧パネル（側面） MSC-104DB ヒーターフード MSC-107HH
防雪架台用吹込防止カバー MSC-111SH 密閉式バルブセット AC-0011MV
リモコンコード（15ｍ） MSC-008RC 密閉式接続配管 AC-0012MH

＜単位：mm＞

１. 仕様

２. 外形図

《融雪リモコン》
MSC-001RC

№ 品名 個数 内容
1 リモコン本体 1 MSC-001RC

2 ネジ 4 露出取付用：PTT	SCREW	4 × 16－ 2本
埋め込み取付用：PRC	SCREW	M4× 30－ 2本
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＜単位：mm＞
《防雪架台（高置台）》
MSC-102KD

《防雪架台（防雪板）》
MSC-103KD
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＜単位：mm＞
《防雪架台用化粧パネル（正面）》
MSC-105DB

《防雪架台用化粧パネル（側面）》
MSC-104DB
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《防雪架台用吹込防止カバー》
MSC-111SH ＜単位：mm＞

《リモコンコード》
MSC-008RC,・MSC-010RC,・MSC-012RC

30	± 5

100 0
－10

30	± 5

100 0
－10

15m（MSC-008RC）
25m（MSC-010RC）
50m（MSC-012RC）

《複数台設置用接続コード》
MSC-009CC

30 50

10m
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電源 単相 200V　50/60Hz
外形寸法（H×W×D） 365× 204× 150mm
外形色 アイボリーホワイト（マンセル 7.65Y7.64/0.73）
質量 5.2㎏
消費電力 2.0kW
水頭損失 0.62kPa
保有水量 0.31L

①仕様

②外形図
＜単位：mm＞

《バックアップヒーター》
MSC-006HT

※ヒートポンプユニットとの接続用信号線は
内蔵されています。

温水配管接続口（R・3/4）
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《ヒーターフード》
MSC-107HH ＜単位：mm＞
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＜単位：mm＞
《密閉式バルブセット》
AC-0011MV

《密閉式接続配管》
AC-0012MH
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凍結および腐食によるトラブルを防止して長期間ご使用いただくため、システムの循環液には必ず三菱
防錆循環液希釈不要タイプをご使用ください。濃度調整用には三菱防錆循環液（原液タイプ）をご使用く
ださい。

（1）種類と用途

（2）適正使用範囲
三菱防錆循環液希釈不要タイプは必ず適正濃度で使用してください。
適正範囲であっても、循環液の凍結温度がその地域の最低外気温度より低いことを確認してください。

（3）防錆効果
防錆添加剤として鉄合金用および銅合金用防錆剤が配合されており、使用濃度で効果的に働くように調整
されています。
濃度が不足すると十分な防錆力がありません。

※防錆添加剤は時間とともに熱や酸素の影響を受けて消耗し、防錆効果が低下しますので、熱源機に指示さ
れたメンテナンス期間にしたがい、濃度および汚れのチェックを行い、濃度不足や汚れのある場合には、
濃度調整や交換を行ってください。交換の方法については P.64		6.9.4 項を参照ください。

（4）凍結温度
下の図は三菱防錆循環液原液タイプ（VPZ-01LX-ECO）の凍結温度曲線です。三菱防錆循環液希釈不要タイ
プ（VPZ-01KX-ECO、10KX-ECO、18KX-ECO）は VPZ-01LX-ECOの凍結温度曲線の約 50～ 60％濃度に
あたり、適正濃度範囲も同じです。
市販の濃度計を用いて防錆循環液濃度をチェックするには、濃度計に示される凍結温度を読み、下図を用
いて防錆循環液濃度を読み取ります。
（P.62		6.9.2 項を参照）

-50

-40

-30

-20

-10

0

30 40 50 60 8070
防錆循環液濃度（%）

凍
結
温
度

（℃）

適正濃度

凍結のおそれあり
防錆効果不可

流速抵抗大により
温水ながれず

6.7 三菱防錆循環液希釈不要タイプ

タイプ 形	名 凍結温度
組	成

用途・特徴プロピレン
グリコール

水・防錆添
加剤・色素

三菱防錆循環液
希釈不要タイプ
（長寿命タイプ）

VPZ-01KX-ECO
VPZ-10KX-ECO
VPZ-18KX-ECO

－20℃以下 約 37％ 残
最低外気温度－20℃より高いシステムにそのま
ま注入して用いる。	
希釈済なので水質の影響を受けず安定している。

三菱防錆循環液
原液タイプ
（濃度調整用）

VPZ-01LX-ECO －45℃以下 約 66％ 残 濃度調整用に用いる。

※長寿命タイプ（VPZ-01KX-ECO、10KX-ECO、18KX-ECO、01LX-ECO）に従来品（VPZ-10GX2、18GX、
02HX、18HX）を混合しないでください。長寿命タイプの耐久性が確保できません。

濃度（	）内凍結温度 pH 備　考
50％～ 60％（－20～－27℃） 7～ 11 濃度はVPZ-01LX-ECOを 100％とする

配合成分 全面腐食 孔　食 キャビテーションエロージョン
銅 合 金 用 防 錆 剤 ○ ○ ○
鉄 合 金 用 防 錆 剤 ○ ○ ○
プロピレングリコール － － ○
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（7）応急処置
◦万一飲み込んだ場合は、ただちに吐き出させ医師の診察を受けてください。
◦誤って皮膚に付着した場合や目に入った場合は、直ちに清水で十分洗い流してください。異常があれば
直ちに医師の診察を受けてください。
◦蒸気や熱気が吹き出し、誤って火傷した場合は、直ちに冷水で冷し医師の診察を受けてください。
◦作業中に気分が悪くなった場合は、直ちに作業を中止し、通気のよい所で安静にしてください。
気分が回復しない場合は、医師の診察を受けてください。

（6）使用上の注意および使用方法
◦「飲料不可」人体に害があるので飲まないでください。
◦作業は、換気のよい所で行ってください。
◦作業中、衣服や他の物に付着した場合は、着色のおそれがあるので直ちに水および洗剤で洗ってください。
◦	防錆循環液の補充作業時は、清浄な専用容器を使用してください。
混合可能な三菱防錆循環液は、長寿命タイプ（希釈不要タイプ：VPZ-01KX-ECO、10KX-ECO、18KX-ECO、
原液タイプ：VPZ-01LX-ECO）同士、従来品（VPZ-10GX2、18GX、18HX）同士であり、他の不凍液、油等
と混ぜないようにしてください。
※長寿命タイプ（VPZ-01KX-ECO、10KX-ECO、18KX-ECO、01LX-ECO）に従来品（VPZ-10GX2、18GX、
02HX、8HX）を混合しないでください。長寿命タイプの耐久性が確保できません。
①配管のロウ付け時のハンダフラックスを水道水で充分に洗浄してください。
ハンダフラックスが残っていると防錆添加剤が消耗し、耐久性が著しく低下します。
②防錆循環液を注入する前に、配管内の水垢や錆を充分洗浄してください。
配管内面に水垢や錆等が付着していると、防錆添加剤の働きが阻害され充分な防錆効果を発揮しません。
③洗浄剤を使用した場合は、水道水で充分洗浄し、防錆循環液を注入してください。洗浄剤の多くは酸性
成分ですので、防錆循環液の性能を著しく低下させ、錆にするトラブルの原因となります。（通常、防錆
循環液は、弱アルカリ性です）
④防錆循環液は、水に比べ、浸透性が強いため、配管接続部から漏れやにじみが無いか点検してください。
⑤使用中に防錆循環液が不足した場合は、原因を調べて（特に水漏れの場合）修理し、最初に注入した濃度
と同じ濃度の防錆循環液を補充してください。
⑥防錆性能維持のため、開放式では「２年に１回」必ず防錆循環液（循環水）の濃度・pH（7～ 11）をチェッ
クしてください。
⑦他社銘柄の防錆不凍液や防錆循環液の使用および混合使用は、絶対にしないでください。

（8）保管および廃棄方法
◦子供の手の届かない所に置いてください。
◦保管する際は、不凍液や防錆液の表示のある容器を用い、ふたをしてください。直射日光の当る所や錆の発
生しやすい水や湿気の多い所には置かないでください。
◦廃液は環境汚染等のおそれがあり、法令で義務付けられていますので、それに従い適正に処理してください。
◦廃棄の際は、中身の液を使い切ってから廃棄してください。

（5）防錆循環液の使用制限（対材料）
◆金属材料に対する適合性
◦アルミ材料については局部腐食が発生する可能性があり、不適です。
◦亜鉛材料（亜鉛メッキ品、白ガス管）には不適です。（沈殿物が発生します）
◆非金属材料に対する適合性
◦非金属材料はブレンド品が多く、一般名称だけで判断すると間違うおそれがあるため、使用前に適合性
を確認する必要があります。特に△印は注意を必要とします。

材料 適合性 備考

樹
脂

ポリエチレン ○ 架橋ポリエチレン含む
ポリプロピレン ○
フェノール ○
ポリフェニレンオキサイド ○
ポリブデン ○ わずかに沈殿物発生（白色）あり
ナイロン △ 膨潤 5％～ 10％着色
軟質塩化ビニル × 硬化、収縮、液の濁り

ゴ
ム

EPDM（エチレンプロピレンゴム） ○
SBR（スチレンブタジエンゴム） △
NBR（ニトリルゴム） △
NR（天然ゴム） × 硬度低下
CR（クロロプレンゴム） × 硬度低下、膨潤

評価基準
○：良好
△：要注意
×：不適合
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融雪用温水ヒートポンプユニットは、標準仕様の外装パネルに合金化溶融亜鉛めっき鋼板を使用し、一般
的な環境条件では十分な防食性を示します。しかし、海岸地域での潮風を受けるような過酷な条件下でも
十分な機能を果たすための耐塩害仕様、耐重塩害仕様を用意しています。
◦耐塩害仕様・耐重塩害仕様の中から融雪用温水ヒートポンプユニットの設置される環境に合わせてお選
びください。
◦耐塩害・耐重塩害仕様は耐食性を強化してある標準仕様にさらに表面加工を追加したものです。
			（受注生産対応）

【据付・使用上の注意事項】
耐塩害仕様を使用した場合でも発錆に対しては万全ではありません。ヒートポンプユニットの設置やメン
テナンスに際しては下記事項に留意願います。
①海水飛沫及び潮風に過度に直接さらされるのを極力回避するような場所に据付けてください。
②融雪用温水ヒートポンプユニットキャビネットに付着した塩分等の雨水による洗浄効果を損なわない
ように日除けは取付けないでください。
③融雪用温水ヒートポンプユニットベース内の水の滞留は著しく腐食を促進させるため、ベース内の水
抜け性を損なわないように傾き等に注意してください。
④特に海岸地域での据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。
ただし、水洗い時には電気部品に水がかからないように注意してください。

【海岸からの設置距離目安】（設置条件により変わります。）

適　用 目　的 仕　様

海岸地域での潮風の影響を受ける地域 塩分による鉄製部分等の腐食を
防止するための対策です。

耐塩害 環境の状態が比較的良い場合
耐重塩害 環境の状態が悪い場合

【標準品からの追加仕様】

施工箇所 標準仕様
追加箇所 追加加工内容

耐塩害 耐重塩害 アクリル樹脂
吹付塗装

エポキシ樹脂
塗装

外装板金（ベース） アルミニウム合金鋼板 ● ● ●内外面（１回）

外装板金（トップパ
ネル・キャビネト）

（塗装鋼板）溶融亜鉛メッキ鋼板＋
ポリエステル樹脂塗装 ● ●内外面（１回）

ファンモーター台 溶融亜鉛メッキ鋼板＋耐食クロメート ● ● ●下部のみ

凍結防止ヒーター
固定金具 アルミニウム合金鋼板 ● ● ●端面のみ

仕　様 形　名 納　期
開放式（北海道向け）	耐塩害仕様 MUSM-60BS-E

受注後２ヶ月
開放式（北海道向け）	耐重塩害仕様 MUSM-60BS-H
開放式（東北以南向け）	耐塩害仕様 MUSM-60BGS-E

受注後２ヶ月
開放式（東北以南向け）	耐重塩害仕様 MUSM-60BGS-H
密閉式	耐塩害仕様 MUSM-M60CGS-E

受注後２ヶ月
密閉式	耐重塩害仕様 MUSM-M60CGS-H

6.8 耐塩害仕様、耐重塩害仕様（受注生産、有償）

①直接潮風のあたらないところ

500m 1km300m

内海に面する地域＊

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐塩害

耐重塩害

耐重塩害

　   耐塩害

　　　   耐塩害

設置する地域 設置距離の目安
②直接潮風のあたるところ

500m 1km300m

内海に面する地域＊

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐重塩害

耐重塩害

耐重塩害

耐塩害

　　　　　　　耐塩害

設置する地域 設置距離の目安

＊ 瀬戸内海等＊ 瀬戸内海等
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【参考】　－ JRA（日本冷凍空調工業会標準規格）「空調機器の耐塩害試験基準解説」より抜粋－
■用語の定義
（1）耐塩害仕様
潮風にはかからないが、その雰囲気にあるような場所に設置する仕様を耐塩害仕様という。（図 1）

（2）耐重塩害仕様
潮風の影響を受ける場所に設置する仕様を耐重塩害仕様という。ただし、塩分を含んだ水が直接機器にか
からないものとする。（図 2）

■用語の定義
（1）「潮風にはかからないが、その雰囲気にある場所」とは以下の箇所をいう。
①潮風に対して建物の影で海塩粒子が室外機に直接当たらないところ。

（2）「潮風の影響を受ける場所」とは下記の箇所をいう。
①建物の表（海岸面）で海塩粒子が室外機に直接当たるところ。
②室外機設置場所付近のトタン屋根、ベランダの鉄製部の塗り替えが多いところ。

（3）	耐塩害仕様、耐重塩害仕様の選択は、設置環境により条件が変わる場合（例えば季節風、台風の影響
の強い地域）を除き、概ね次のような目安としている。

仕様 設置場所条件

1. 耐塩害仕様

1. 室外機が雨で洗われる場所
2. 潮風の当たらないところ
3. 室外機の設置場所から海までの距離が約 300mを超え 1km以内
4. 室外機が建物の影になる場所

2. 耐重塩害仕様

1. 室外機に雨があまりかからない場所
2. 潮風が直接当たるところ
3. 室外機の設置場所から海までの距離が約 300m以内
4. 室外機が建物の表（海岸面）になる場所
5. 室外機設置場所のトタン屋根、ベランダの鉄製の塗り替えが多い場所

※設置距離目安は、設置環境により条件が変わります。設置環境によっては、海まで 1kmの距離でも耐重
塩害仕様が必要な場合もあります

海 

海 

潮風 

潮風 

図1

図2

海 

海 

潮風 

潮風 

図1

図2
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6.9.1 開放式の防錆循環液量の点検と補充
開放式では温水回路が大気とつながっているため、
防錆循環液が少しずつ蒸発し減少します。毎年シー
ズン初めに防錆循環液の量が水位ゲージまであるか
を確認し、少ない場合は補充します。

6.9.2 開放式の防錆循環液の点検
開放式は 2	年に 1	回防錆循環液の濃度測定・pH測
定を実施し、必要な場合は交換します。

（１）設定濃度範囲
　　●	凍結防止および腐食防止によってシステム耐

用年数を確保するため防錆循環液の濃度は、
50％～ 60％としてください。50％未満の濃
度では、長期の性能が維持できません。なお
防錆循環液の凍結温度がその地域の最低外気
温度より低いことを確認してください。

（２）濃度チェック方法
　　●	濃度チェックは、プロピレングリコールの濃

度の判定ができる「ブラインテスター」を使用
します。

　　●	濃度チェックは、まずプロピレングリコール
の「凍結温度」を読み取り、「三菱防錆循環液の
凍結温度曲線」により、濃度を判定します。

　　※	「ブラインテスター」には、各循環液銘柄の濃
度を読み取れるものもありますが、この濃度
の値は三菱純正防錆循環液の濃度とは異なり
ますので、凍結曲線を読み取って換算してく
ださい。

6.9 メンテナンス

タンク

キャップ

カバー

水位ゲージ
（補充ライン）

水面が水位ゲージの
補充ラインまで入っ
ているか確認してく
ださい。

-50

-40

-30

-20

-10

0

30 40 50 60 8070
防錆循環液濃度（%）

凍
結
温
度

（℃）

適正濃度

凍結のおそれあり
防錆効果不可

流速抵抗大により
温水ながれず

ブラインテスター

三菱防錆循環液の凍結温度曲線
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6.9.3 密閉式の圧力計の確認
密閉式は温水回路が密閉されているため、漏れがな
い限り防錆循環液は開放式のように蒸発では減少し
ません。防錆循環液の漏れがないかを確認するため、
毎年シーズン初めに圧力計の目盛を確認します。圧
力が 0.1MPa	以上あれば正常です。それより低い場
合はお買い上げの販売店にご相談ください。 0.0 0.6

0.1 0.5

0.2

0.3

MPa

0.4

（３）pH測定方法
　　● 	pH測定は市販の pHメーターを購入して実施してください。
　　　	pH＞７としてください。
　　　		pHが７以下では腐食が進行するため防錆循環液の交換を実施してください。
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6.9.4 防錆循環液の交換方法
防錆循環液の交換の目安は開放式、密閉式とも 10	年です。10	年経ちましたら交換をお願いします。
なお交換費用はお客様のご負担となります。
融雪配管の構成が、その物件により多少異なると思われますので、ここで記載する方法が必ずしも最良と
は言えません。
ここで記載する方法を基本に、各物件に合った方法を見出して実施してください。

＜開放式の場合＞
（１）防錆循環液の排出
　　	融雪配管およびヒートポンプユニット内の防錆
循環液を排出する。

　　	①	ヘッダーに排水バルブや空き回路がある場合
は、そこからヘッダー周りの防錆循環液を排
出する。

　　②	路盤の融雪配管はヘッダーにバルブがあれば
バルブを閉め、１回路ずつ融雪配管を外し、
エアーポンプ等を使い防錆循環液を排出する。
防錆循環液が融雪配管内に極力残らないよう
にすること。

　　③	バルブを開け、ヘッダー周りの防錆循環液を
排出する。

　　④	ヒートポンプユニットユニット本体の天面カ
バー、フロントパネル上等を取り外し、排水
用ホース（２ヶ所）を利用し、ヒートポンプユ
ニットユニット内の残りの防錆循環液を排出
する。

（２）温水回路の洗浄
　　①	配管を全て接続し、回路内に上水道水を注入

する。（据付工事説明書の液張りとエア抜きの
項（➡ P.75）を参照し、上水道水を注入する。）

　　②	ヒートポンプユニットユニットのポンプス
イッチを押し、ポンプを運転させ、回路内を
洗浄する。

　　③	ポンプを止め、（１）項と同要領で洗浄した水を
排水する。

　　④	排水を目で確認し、汚れがなくなるまで（上水
道水と同じ透明度になるまで）上記の洗浄→排
水を繰り返す。

　　⑤回路内の上水道水はできるだけ全て排出させる。

（３）新しい防錆循環液の注入
　　	据付工事説明書の液張りとエア抜きの項（➡

P.75）を参照してください。

（４）防錆循環液の廃棄
　　●	防錆循環液は産業廃棄物として「産業廃棄物業

者」に必ず処理を依頼してください。
　　※	ガソリンスタンドにて対応していただける場

合があります。
　　※廃棄については、各地区自治体に確認して
　　　ください。

ポンプスイッチを押します

排水用ホース（２ヶ所）

キャップ

金網の底まで防錆循環液
を入れてください。

ポンプ・基板などに防錆循環液が
かからないよう注意してください。

水位ゲージ
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（３）新しい防錆循環液の注入
　　	①	別売部品	密閉式バルブセット据付工事説明書の液張りとエア抜きの項（➡ P.89）を参照し、防錆循環

液の液張りとエア抜きを行う。
　　②	また加圧処理（屋根融雪の場合のみ）と液回路圧力設定も行い、温水回路内を所定圧力にする。

（４）防錆循環液の廃棄
　　●	防錆循環液は産業廃棄物として「産業廃棄物業者」に必ず処理を依頼してください。
　　※	ガソリンスタンドにて対応していただける場合があります。
　　※廃棄については、各地区自治体に確認してください。

＜密閉式の場合＞
（１）防錆循環液の排出
　　	屋根及びロードヒーティングの融雪配管および
ヒートポンプユニット内の防錆循環液を排出する。

　　	①	架台の下にある密閉式バルブセットのバルブＧ
とバルブ Eに作業用フレキ管を接続し、バルブ
を開き、回路内およびヒートポンプユニット内
の防錆循環液を排出する。

　　②	ヒートポンプユニット本体の天面カバー、フロ
ントパネル上等を取り外し、排水用ホースを利
用しヒートポンプユニット内の残りの防錆循環
液を排出する。

　　③	前項の排水用ホースおよび密閉式バルブセット
のバルブＣ、バルブＤを閉じ、バルブＦからエ
アポンプで圧縮空気を注入し、またヘッダーの
分岐口バルブを利用し１回路ずつ回路内の防錆
循環液をバルブＧから排出する。ただし回路の
圧力が 0.17MPaを超えないように注意する。

（２）温水回路の洗浄
　　①	加圧シスターンを利用し、加圧シスターンに上

水道水を入れ、密閉式バルブセットのバルブＣ
を閉じバルブＦから回路内に上水道水を注入し
バルブＧから排出する方法で融雪配管を洗浄す
る。ヘッダーの分岐口バルブを使い融雪配管を
１回路ずつ切換え洗浄する。加圧シスターン内
の排液は何回か交換し、排液がきれいになるま
で洗浄する。

　　　	また、バルブＤとバルブＥを使用、または
フレキ管を外すなどして密閉膨張タンク回
路も洗浄する。

　　②	排出する水がきれいになったら、加圧シス
ターンを外し、（１）と同じ方法で回路内の
水を排出する。

　　③	排出はできるだけ丁寧
　　　に内部に上水道水が
　　　残らないように排出
　　　する。

排水用ホース

バルブ組立Ｅ
（白ハンドル）

バルブＤ
（橙ハンドル）

バルブＧ
（青ハンドル）

エルボ組立

バルブＣ
（緑ハンドル）バルブＦ

（白ハンドル）

エア抜き 
つまみ

エアセパレータ

ヘッダーへ

加圧シスターン

作業用フレキ管

バルブＧ
（青ハンドル）

バルブＣ
（緑ハンドル）バルブＦ

（白ハンドル）

吐出口

戻り口 バルブ組立Ｅ
（白ハンドル）

バルブＤ
（橙ハンドル）
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Q４
A４

Q５
A５

屋根の融雪用として使用することは可能か ?
開放式のMUSM-60BS/60BGSはロードヒーティング専用です。開放式は温水回路構造等か
ら高い位置の融雪には向いていません。密閉式のMUSM-M60CGSは屋根融雪など高い位置
の融雪にも使用できます。

どんな大雪でも融雪できるのか ?
ロードヒーティングで降雪センサーを使用していると、雪がやんでから一定時間後に電源が切
れますので、大雪の場合には融け残ることがあります。この様な時は降雪センサーを手動運転
に切り替えて融雪を運転させる等のご対応をお願いします。
屋根融雪ではシーズンを通して雪降ろしをしなくて済む程度に融雪しますので、雪がやんでも
融け残っている場合があります。

よくある質問Q&A

１. 製品仕様関連
Q１
A１

Q２
A２

Q３
A３

運転使用温度（外気温）上下限値は ?
運転使用外気温下限値は -25℃、上限値は 15℃です。

凍結防止ヒーターに通電される温度環境と消費電力は ?
凍結防止ヒーターに通電されるのは、室外ファンが回転していて、ドレン水が再氷結する恐れ
のある低外気温状態が一定時間以上継続した場合です。凍結防止ヒーター通電時の消費電力は
以下の通りです。
①MUSM-60BS:100W
②MUSM-60BGS/MUSM-M60CGS:160W

MUSM-60BS/BGS、MUSM-M60CGSの重心位置は ?
下図を参照ください。

重心位置
（G）

Gx 210
Gy 400
Gz 153

外形寸法 W（幅） 800
D（奥行） 285
H（高さ） 790

ボルト
スパン

Lw（幅） 500
Ld（奥行） 325

（単位：mm）
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２. 施工関連
Q１
A１

MELSNOWに架橋ポリエチレン管 16Aを使用することは可能か ?
16Aを使用しますと施工時の曲げ半径の関係で配管ピッチが広くなりますので、お勧め出来
かねます。どうしても 16Aを使用する場合には、融ける速度がよりゆっくりになる可能性が
あることをご理解いただいた上でご使用ください。

Q２
A２

Q３
A３

Q４

A４

Q５
A５

Q６
A６

製品施工後の試運転等、施工良否判定要領を教えてほしい。
ＳＷ基板のポンプスイッチを５秒以上長押しして、MELSNOWが正常に動作することを確
認してください。（戻り水温は降雪の有無や外気温により大幅に変動しますので、試運転時の
チェック項目とは致しておりません。）その他、製品に同梱されている据付工事説明書に記載さ
れたチェックシート覧各項目について確実にチェックを行ってください。

真夏に試運転できるか ?
真夏では温水（防錆循環液）温度が高く、また試運転ですぐ温水温度が上昇するため、保護で圧
縮機が短時間（数分）で停止することがあります。（ポンプは運転しています。）
このようなときは運転できることだけを確認し、本格的な試運転は、気温が低いときに改めて
行うことをおすすめします。

ロードヒーティングで降雪センサーを接続しない場合の問題有無と問題がある場合の内容を教
えてほしい。
ロードヒーティングで降雪センサーを接続しない場合にはMELSNOW本体の降雪センサー用
端子台を短絡しないと電源が直ちに切れてしまいますので、ご注意ください。詳細は P.77 の
「3. 降雪センサーを使用しない場合の端子短絡工事」を参照ください。屋根融雪では降雪セン
サーを使用しません。

複数台設置時に注意することを教えてほしい。
ロードヒーティングでは融雪面積により複数台の設置が必要な場合があります。
P.21 の「複数台設置の場合」を参照ください。

据付工事時の防錆循環液必要量は ?
必要量の目安（配管がポリエチレン管 13Aの場合）
ロードヒーティングで開放式の場合は P.22 を、密閉式の場合は P.24 を、屋根融雪の場合は
P.35 を参照ください。
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３. メンテナンス・サービス関連
Q１
A１

Q２
A２

メンテナンスの要否と必要な場合の目安間隔を教えてほしい。
＜開放式の場合＞
防錆循環液が蒸発により少しずつ減少しますので、シーズン初めに補充が必要です。また２年
毎に防錆循環液点検が必要です。
＜密閉式の場合＞
防錆循環液の蒸発はありません。漏れの有無の確認のため、シーズン初めに圧力計の目盛が
0.1MPa以上あるか確認します。0.1MPa以下の場合はお買い上げの販売店にご相談ください。
＜開放式・密閉式共通＞
10 年に１回防錆循環液の交換が必要です。なお、防錆循環液の点検や交換はお買い上げの販
売店や三菱電機システムサービス株式会社が有償で承っておりますのでお問い合わせくださ
い。交換費用はお客様のご負担になります。

冷媒ガス封入方法は ?
施工時には冷媒追加充填等の冷媒配管工事は不要です。アフターサービス時の冷媒充填要領は
MELSNOW本体上蓋裏側に“冷媒充填方法”を記載していますので、必要に応じてご確認くださ
い。

４. その他
Q１
A１

Q２
A２

はじめにかかる目安諸経費（イニシャルコスト）を教えてほしい。
先ず、システム構成部品名称を P.8・３項 でご確認いただき、必要な構成部品価格は最寄りの
販売会社にお問い合わせください。ただし、ロードヒーティングの降雪センサーおよび密閉式
の密閉式膨張タンクや圧力計は一般市販品になりますので、当該部品メーカーにお問い合わせ
ください。またロードヒーティングの路盤工事や屋根融雪の屋根関係工事などつきましては関
係部材も含め、また工事全般に関しても当該工事業者様にお問い合わせください。

例えば 4台接続時のブレーカ容量と契約電力を教えてほしい。
ブレーカ容量は 20× 4＝ 80Aです。契約電力は契約電力会社にお問い合わせください。
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< 制御基板配置図 >

●温水ユニット制御基板 LED
LED-A（緑）:	通電中に点灯します。
LED-B（赤）:	バックアップヒーターに通電指令を出している時に点灯します。
LED-C（橙）:	降雪センサー出力「ON」を受け付けたときに点灯します。

CN5T1

温水ユニット制御基板
スイッチ基板

リモコン基板
CN5T2

LED-A
( 緑 )

LED3( 緑 )

電源 :
LED1( 橙 )

モニター :
LED2( 緑 )

LED-B
( 赤 )

LED-C
( 橙 )

CN5J1

CN1

融雪用温水ヒートポンプユニット

< 融雪リモコン・スイッチ基板の LED モニター表 >

● LED配置図

前面パネル・キャビネット・トップパネルを取り外
す場合は、必ずブレーカーを切って電源をOFF に
してから作業を行ってください。LED 確認時は充
電部が露出していますので、基板などの充電部には
触れないようご注意ください。

ご注意いただきたいこと

7. 故障診断

融雪リモコンの LED2（緑）
スイッチ基板の LED3（緑） 故障モード 検出方法

点灯 － 通常運転（降雪センサー「ON」・融雪リモコン「入」の時）

1回点滅
（開放式のみ）

タンク水位
異常停止 水位センサーが循環液不足を検知した時

2回点滅 ポンプ異常 送水ポンプの回転速度が異常に高い、または低い場合

3回点滅 温水ユニット側
サーミスター異常停止

温水ユニット側の送水温／戻水温／ニ重菅出口温サーミス
ターがショートまたはオープンした時

4回点滅 室外側通信異常 温水ユニット制御基板がインバーター制御基板と 3分間通信
できない場合

5回点滅 温水ユニット制御
異常停止

温水ユニット制御基板上の不揮発メモリのデータが正常に
読み込めないか、書き込みできない場合

6回点滅 インバーター異常 インバーター部に何らかの異常が発生した場合

7回点滅 室内側通信異常 室内側が分離していない為、発生はありません。

※融雪リモコンの LED1（橙）は融雪リモコンの電源スイッチ「入」）時に点灯します。

温水ユニット制御基板

スイッチ基板

インバーター制御基板
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〈インバーター制御基板〉

LED
点
滅
し
ま
す

現象 LEDの表示 検出方法

吐出温度保護
周波数低下

吐出温低下保護

ＰＡＭ保護停止

インバーター
チェックモード

圧縮機同期
異常停止

室外ファン
保護停止

電流保護
周波数低下

圧縮機相電流
保護停止

母線電圧検出
保護停止

フィン温/基板温
サーミスター
過昇保護停止

過電流保護停止

吐出温過昇
保護停止

室外サーミスター
系異常停止

室
外
機
運
転
せ
ず

「
室
外
機
が
運
転
停
止
し
、3
分
経
過
後
再
運
転
す
る
」を
繰
り
返
す

室
外
機
は
運
転
す
る

インバーター制御系
異常停止

シリアル信号
異常停止

異電圧印加異常

故障モード

室外パワー系
異常停止

圧縮機起動から１分以内の過電流保護停止が連続３回
発生または、圧縮機の起動失敗保護停止が連続３回発生
した場合

圧縮機運転中にサーミスターがショートまたはオープン
した場合圧縮機を停止する

不揮発性メモリのデータが正常に読み込めない場合に
停止する

温水ユニットと3分間正常に通信ができない場合、
シリアル通信異常とする

100Ｖ電源が接続された場合、運転しない

パワーモジュールに過大な電流が流れた場合、
圧縮機の運転を停止し３分後再起動する

吐出温サーミスターの検出温度が116℃以上になった
場合に圧縮機の運転を停止し、３分後再起動する(復帰は
吐出温サーミスターの温度が100℃以下になった場合)

インバーターヒートシンク上のサーミスター温度が規定
値以上になった場合、または基板温サーミスターの温度
が規定値以上になった場合

圧縮機電流の歪み量により検出する

ファン起動30秒以内のファン異常停止が連続3回発生
した場合

圧縮機の相電流が正常に検出できない場合

インバーター回路の直流電圧が正常に検出されない場合

電流が20Ａを越えた場合、圧縮機周波数を下げる

吐出温サーミスターの温度が111℃を越えた場合、
圧縮機の運転周波数を下げる

低吐出温状態50℃以下が20分続いた場合

TR821に過電流が流れた場合または、母線電圧が320Ｖ
以上に上昇した場合、ＰAＭ動作を停止し、再起動する

圧縮機接続コネクターがはずれている場合、
インバーターチェックモードに入る

1回点滅

  2.5秒消灯

1回点滅

2.5秒消灯

6回点滅

2.5秒消灯

9回点滅

2.5秒消灯

10回点滅

12回点滅
2.5秒消灯

2.5秒消灯
13回点滅

2.5秒消灯

2.5秒消灯

2回点滅
2.5秒消灯

3回点滅

2.5秒消灯

4回点滅

2.5秒消灯

外気温サーミスター
保護運転

外気温サーミスターがショートまたはオープンした場合、
外気温サーミスターなしで保護運転を行う

5回点滅

2.5秒消灯

4回点滅

8回点滅

2.5秒消灯

2.5秒消灯

8回点滅

2.5秒消灯

7回点滅

2.5秒消灯

9回点滅

注1. LEDの位置は右図に表示します。
2. 正常時はLEDが常に点灯しています。
3. LEDを直視できない場合がありますので、右図で示すLED実装近傍を注視し、

 ご確認ください。

< インバーター制御基板の LED モニター表 >
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8.1 据付工事説明書
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8.2 別売部品 据付工事説明書

■
改

造
や

必
要

以
上

の
分

解
は

し
な

い
。

　
火

災
・

感
電

・
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

分
解

禁
止

禁
 止

■
接
地（
ア
ー
ス
）工
事
を
確
実
に
行
う
。

　
ア
ー
ス
線
は
、ガ

ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の
ア
ー
ス
線
に

　
接
続
し
な
い
。接

地（
ア
ー
ス
）工

事
に
不
備
が
あ
る
と
、感

電
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
据

付
け

は
防

雪
架

台
の

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

指
定

以
外

の
と

こ
ろ

に
据

付
け

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
転

倒
し

、ケ
ガ

の
原

　
因

や
、ほ

こ
り

湿
気

の
侵

入
に

よ
り

火
災・

漏
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

ア
ー

ス
確

認

■
据

付
工

事
を

始
め

る
前

に
こ

の
据

付
工

事
説

明
書

を
よ

く
お

読
み

に
な

り
、

　
正

し
く

安
全

に
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

■
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
は

当
社

指
定

の
別

売
部

品
の

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
　

を
使

用
し

、別
売

部
品

の
防

雪
架

台
に

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
　

●
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト・
防

雪
架

台・
リ

モ
コ

ン
類

の
据

付
け

に
　

　
つ

い
て

は
そ

れ
ぞ

れ
の

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
据

付
け

の
前

に
安

全
に

関
す

る
こ

と
を

把
握

し
、使

用
部

　
材

な
ど

の
確

保
、お

よ
び

据
付

場
所

の
確

認
を

す
る

。
●

据
付

け
に

は
必

ず
下

記
別

売
部

品
を

使
用

す
る

。
　

•
 防

雪
架

台（
M

SC
-1

02
KD

 /
 M

SC
-1

03
KD

）
　

•
 ヒ

ー
タ

ー
フ

ー
ド（

M
SC

-1
07

H
H

）
●

据
付

け
や

配
管

・
配

線
工

事
は

正
確

で
確

実
に

実
施

す
る

。

　
　

　
　

製
品

据
付

け
の

ポ
 イ

 ン
 ト

■
電

源
は

単
相

20
0V

を
使

用
す

る
。

　
電

源
を

間
違

え
る

と
感

電
や

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
据
付
け
は
、重
量
に
十
分
耐
え
る
所
に
確
実
に
行
う
。

　
強
度
の
不
十
分
な
所
に
据
付
け
る
と
、ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

　
が
落
下
し
、ケ

ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
端

子
台

接
続

部
は

、指
定

の
電

線
を

使
用

し
、抜

け
な

い
よ

う
に

　
確

実
に

接
続

す
る

。
　

接
続

に
不

備
が

あ
る

と
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
配
線
工
事
は
、電
気
工
事
士
の
資
格
の
あ
る
方
が「
電
気
設
備
に

　
関
す
る
技
術
基
準
」・「
内
線
規
程
」を
遵
守
し
、据
付
工
事
説
明

　
書
に
従
っ
て
施
工
し
、必
ず
専
用
回
路
を
使
用
す
る
。

　
電
源
回
路
容
量
不
足
や
施
工
不
備
が
あ
る
と
、感

電
・
火
災
の

　
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を

　
使
用
す
る
。

　
当
社
指
定
部
品
を
使
用
し
な
い
と
、水

漏
れ
・
感
電
・
火
災
・ヒ

ー
ト

　
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
火

災
予

防
条

例
な

ど
法

令
の

基
準

を
守

る
。

　
誤

っ
た

工
事

は
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
漏

電
し

ゃ
断

器
を

取
付

け
る

。
　

取
付

け
な

い
と

感
電

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
高

温
と

な
る

場
所

や
直

接
炎

が
あ

た
っ

た
り

、油
煙

の
多

い
　

場
所

に
は

据
付

け
な

い
。

　
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
可

燃
性

ガ
ス

の
漏

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
所

に
は

据
付

け
な

い
。

　
万

一
ガ

ス
が

漏
れ

て
ユ

ニ
ッ

ト
の

周
囲

に
た

ま
る

と
、爆

発
の

　
原

因
に

な
り

ま
す

。
■

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
以

外
に

は
据

付
け

な
い

。
　

ほ
こ

り・
湿

気
な

ど
の

侵
入

に
よ

り
、漏

電・
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
前

面
パ

ネ
ル

は
確

実
に

取
付

け
る

。
　

ほ
こ

り・
湿

気
な

ど
の

侵
入

に
よ

り
、漏

電・
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
後

長
期

間
ご

使
用

に
な

ら
な

い
場

合
は

、必
ず

分
電

盤
の

　
ブ

レ
ー

カ
を

切
る

。
　

絶
縁

劣
化

に
よ

る
感

電
・

漏
電

・
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
時・

安
全

の
た

め
適

切
な

保
護

具
、工

具
を

使
用

す
る

。
　

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
配

管
工

事
は

、据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
防

錆
循

環
液

が
滴

下
　

し
て

、汚
損

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

　
形

名
　

M
SC

-0
06

H
T 

 
据

付
工

事
説

明
書

15
11

87
4H

E9
70

5

三
菱

電
機

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
　

別
売

　
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー（
2k

W
）

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

、軽
傷

ま
た

は
家

屋
・

家
財

な
ど

の
損

害
に

結
び

つ
く

も
の

注
意

販
売
店・
工
事
店
さ
ま
用

■
据
付
け
は
、お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
。

　
据
付
け
に
は
専
門
の
知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。お

客
さ
ま
自
身
で

　
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る
と
、水

漏
れ
・
感
電
・
火
災
・ヒ

ー
ト

　
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
落
下
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
●

ご
使

用
の

前
に

､こ
の「

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
」を

よ
く

お
読

み
の

う
え

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
●

こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
､安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

､必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
据

付
工

事
終

了
後

､❺
「

据
付

工
事

後
の

確
認

」を
必

ず
確

認
し

、こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

､死
亡

や
重

傷
な

ど
の

重
大

な
結

果
に

結
び

つ
く

可
能

性
が

あ
る

も
の

警
告

指
示

を
守

る

■
の

意
味

は
次

の
と

お
り

で
す

。

1

●
防

雪
架

台
へ

の
据

付
け

に
は

必
ず

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド（
別

売
形

名
 M

SC
-1

07
H

H
）を

　
使

用
し

、ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
付

属
の

タ
ッ

ピ
ン

グ
ネ

ジ
4本

で
固

定
板

へ
固

定
す

る
。

●
現

地
で

準
備

し
て

い
た

だ
く

も
の

　
•

防
雪

架
台（

別
売

形
名

 M
SC

-1
02

KD
 /

 M
SC

-1
03

KD
）

　
•

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド（
別

売
形

名
 M

SC
-1

07
H

H
）

　
•

ユ
ニ

オ
ン

継
手（

R3
/4

）
　

•
ナ

ッ
ト

付
き

銅
管

ア
ダ

プ
タ

ー（
R3

/4
）

　
•

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

用
バ

ル
ブ

　
•

配
管

用
断

熱
材（

厚
さ

10
㎜

以
上

）
　

•
電

源
線（

VV
F 

2芯
φ

1.
6ま

た
は

VV
F 

2芯
φ

2.
0）

　
•

ア
ー

ス
線（

IV
 φ

2.
0）

170㎜（取付ネジピッチ）

170㎜
（取付ネジピッチ）

204㎜

92㎜
（配管ピッチ）

44
㎜

15
0㎜

36
5㎜

40
5㎜

（
取

付
ネ

ジ
ピ

ッ
チ

）
44

0㎜
運

転
ラ

ン
プ

①
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー

部
品

個
数

 
1

タ
ッ

ピ
ン

グ
ネ

ジ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
の

固
定

板

防
雪

架
台

外
形
寸
法
図

2

使
用
部
品

1

据
付
け

3

ヒ
ー
タ
フ
ー
ド
以
外
に
は
据
付
け
な
い
。

ほ
こ

り・
湿

気
な

ど
の

侵
入

に
よ

り
、漏

電
・

火
災

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
警
告

据
付
け
は
防
雪
架
台
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
確
実
に
行
う
。

指
定

以
外

の
と

こ
ろ

に
据

付
け

る
と

ユ
ニ

ッ
ト

が
転

倒
し

、ケ
ガ

の
原

因
や

、
ほ

こ
り

湿
気

の
侵

入
に

よ
り

火
災

・
漏

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

警
告

裏
面

へ
つ

づ
く

2
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1）
前

面
パ

ネ
ル

の
ネ

ジ
2本

を
取

外
す

。

2）
前

面
パ

ネ
ル

を
取

外
す

。

3）
電

源
線

を
接

続
す

る
。

●
電

源
：

単
相

20
0V

●
配

線
：

VV
Fφ

1.
6（

最
大

こ
う

長
14

m
）、

ま
た

は
　

　
 　

VV
Fφ

2.
0（

最
大

こ
う

長
23

m
）

●
漏

電
し

ゃ
断

器
：

15
A

， 
感

度
電

流
15

m
A

４
）電

源
線

を
ク

ラ
ン

プ
で

固
定

す
る

。
５

）ア
ー

ス
工

事
を

す
る

。
　

住
宅

よ
り

電
源

線
と

共
に

引
出

さ
れ

て
い

る
D

種
接

地
工

事
　

さ
れ

た
ア

ー
ス

線
を

接
続

す
る

。
●

配
線

：
IV

φ
2.

0

6）
漏

電
し

ゃ
断

器
を

O
N

に
す

る
。

7）
前

面
パ

ネ
ル

を
元

ど
お

り
に

取
付

け
る

。

電
気
配
線
を
す
る

つ
づ
き

前
面

パ
ネ

ル

漏
電

し
ゃ

断
器

電
源

線 電
源

線

ネ
ジ

信
号

線

ネ
ジ

ネ
ジ

ア
ー

ス

ク
ラ

ン
プ

据
付
け

3
配
管
を
接
続
す
る

本
体

の
取

外
し

が
で

き
る

よ
う

に
ユ

ニ
オ

ン
継

ぎ
手

、ナ
ッ

ト
付

き
銅

管
ア

ダ
プ

タ
ー

を
使

っ
て

接
続

す
る

。（
R3

/4
）

※
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
の

配
管

接
続

の
向

き（
入

口
/出

口
）に

規
制

は
あ

り
　

ま
せ

ん
が

必
ず

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

往
き

側
と

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

　
間

に
接

続
し

て
く

だ
さ

い
。

1）
ナ

ッ
ト

付
き

銅
管

ア
ダ

プ
タ

ー
を

配
管

接
続

口
に

差
込

み
ナ

ッ
ト

を
　

締
め

付
け

固
定

す
る

。
　

※
ナ

ッ
ト

を
締

め
付

け
る

と
き

は
必

ず
相

手
部

品
を

ス
パ

ナ
な

ど
で

固
定

　
　

し
て

、ね
じ

れ
な

ど
が

な
い

よ
う

に
締

め
付

け
る

こ
と

。

2）
配

管
に

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

用
バ

ル
ブ

を
設

け
る

。

3）
配

管
・

バ
ル

ブ
を

厚
さ

10
㎜

以
上

の
断

熱
材

で
断

熱
す

る
。

配
管

サ
イ

ズ
締

付
ト

ル
ク

35
N

･ｍ
～

42
N

･ｍ
35

0㎏
f･

㎝
～

42
0㎏

f･
㎝

R3
/4

バ
ル

ブ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

接
続

口（
R3

/4
）

バ
ル

ブ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ

往
き

側

戻
り

側

据
付
工
事
部
品
は
、必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び

指
定
の
部
品
を
使
用
す
る
。

部
品

に
不

備
が

あ
る

と
火

災
・

感
電

・ユ
ニ

ッ
ト

の
転

倒
に

よ
る

ケ
ガ

・
水

漏
れ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
警
告

3

●
防

錆
循

環
液

の
注

入
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

　
詳

し
く

は
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

と
の

配
線

接
続

を
す

る

●
サ

ー
ビ

ス
時

を
考

慮
し

、配
線

に
は

余
裕

を
も

た
せ

て
く

だ
さ

い
。

2）
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
か

ら
の

信
号

線
を

Ｓ
Ｗ

基
板

の
　

コ
ネ

ク
タ

CN
5M

1に
差

込
み

ま
す

。

3）
信

号
線

は
ケ

ー
ブ

ル
ス

ト
ラ

ッ
プ

で
＜

接
続

線
固

定
方

法
＞

の
　

よ
う

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

4）
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

A
、B

を
取

付
け

る
。

※
コ

ネ
ク

タ
、端

子
台

接
続

部
に

力
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

　
確

実
に

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。

降
雪

セ
ン

サ
ー

か
ら

の
接

続
コ

ー
ド

 

2
1

Ｓ
Ｗ

基
板

CN
5J

1

降
雪

セ
ン

サ
ー

用
端

子
台

ポ
ン

プ
ス

イ
ッ

チ
 

リ
モ

コ
ン

コ
ー

ド
 

CN
5M

1

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

信
号

線

取
付

ネ
ジ

 

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
A

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
Ｂ

＜
接

続
線

固
定

方
法

＞

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

か
ら

の
信

号
線

降
雪

セ
ン

サ
ー

か
ら

の
接

続
コ

ー
ド

 
リ

モ
コ

ン
コ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

ス
ト

ラ
ッ

プ

CN
5M

1

据
付

け
3

防
錆

循
環

液
の

注
入

据
付

工
事

後
の

確
認

4 5

1）
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
A

、B
を

取
外

し
ま

す
。

つ
づ

き

静
岡

製
作

所
 〒

42
2-

85
28

 静
岡

市
駿

河
区

小
鹿

3-
18

-1
4

□
の

中
に

 
印

を
い

れ
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

｡
確

認
後

､こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

｡
　

□
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
を

試
運

転
し

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
の

運
転

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
か

？
　

※
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

試
運

転
に

つ
い

て
は

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
工

事
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。



８
．据
付
工
事
編

防
雪
架
台

81

2

  

 

 

 

 

 

使
用
部
品

※
1：

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
(M

SC
-1

07
H

H
)、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

(M
SC

-0
06

H
T)

設
置

時
に

ご
使

用
く

だ
さ

い
。

※
2：

防
雪

架
台

用
化

粧
パ

ネ
ル

(側
面

用
)(

M
SC

-1
04

D
B)

、
左

右
両

方
に

取
付

け
る

場
合

は
２

セ
ッ

ト
必

要
で

す
。

※
3：

防
雪

架
台

用
化

粧
パ

ネ
ル

(正
面

用
)(

M
SC

-1
05

D
B)

、
正

面
の

み
取

付
け

可
能

で
す

。
背

面
取

付
け

は
不

可
。

※
4：

高
置

台
、

防
雪

板
以

外
の

別
売

部
品

を
使

用
し

な
い

場
合

は
、

こ
の

六
角

ボ
ル

ト
を

不
使

用
穴

へ
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
防

錆
対

策
）

防
雪

架
台

 (
高

置
台

)

4 11

2

4 2 240

⑨
ワ

ッ
シ

ャ
ー

 ⑩
ナ

ッ
ト

　 ⑪
ワ

ッ
シ

ャ
ー

付
　

  き
六

角
ボ

ル
ト

⑫
ワ

ッ
シ

ャ
ー

 ⑬
ナ

ッ
ト

 ⑭
六

角
ボ

ル
ト

 

1

⑰
背

面
パ

ネ
ル

⑱
側

面
パ

ネ
ル

㉑
ヒ

サ
シ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

 88 4 4 274

M
8

M
6

㉒
ド

リ
ル

ネ
ジ

⑲
防

雪
架

台
用

吹
　

込
防

止
カ

バ
ー

 （
正

面
用

）

⑳
シ

ー
ル

テ
ー

プ

 

防
雪

架
台

 
(防

雪
板

)
M

SC
-1

03
KD

1 1 1114 24 1

3
六

角
ボ

ル
ト

3
防

雪
架

台
用

   
   

 化
粧

パ
ネ

ル

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

防
雪

架
台

用
化

粧
パ

ネ
ル

（
側

面
用

）※
2

M
SC

-1
04

D
B

防
雪

架
台

用
化

粧
パ

ネ
ル

（
正

面
用

）※
3

M
SC

-1
05

D
B

1

3
六

角
ボ

ル
ト

3
防

雪
架

台
用

　
   

化
粧

パ
ネ

ル

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
※

１
M

SC
-1

07
H

H

1 111 119 5

㉓
固

定
板

㉘
上

パ
ネ

ル

㉙
側

面
パ

ネ
ル

 右

㉖
下

パ
ネ

ル

㉛
ふ

た

㉗
ブ

ッ
シ

ュ

㉔
六

角
ボ

ル
ト

  

㉚
側

面
パ

ネ
ル

 左

61
（

側
面

用
）

1 8

（
正

面
用

）

①
架

台
 脚

 

M
SC

-1
02

KD

②
安

定
座

M
8×

16

M
8

M
8×

16

⑤
枠

（
上

）

④
枠

（
下

）

⑧
ベ

ー
ス

⑥
筋

交
い

(長
)

⑦
筋

交
い

(短
)

M
8×

16

M
6×

25

⑮
ヘ

ッ
ダ

ー
取

付
板

M
6

4×
12

M
8×

16

4×
12

M
8×

16
 ※

4

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16

■
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吸
込

口
や

ア
ル

ミ
フ

ィ
　

ン
に

さ
わ

ら
な

い
。

　
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
■

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

小
動

物
の

す
み

か
　

に
な

る
よ

う
な

場
所

に
は

据
付

け
し

な
い

。
　

小
動

物
が

侵
入

し
て

、
内

部
の

電
気

部
品

に
触

れ
る

　
と

、
故

障
や

発
煙

・
発

火
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
　

り
ま

す
。

ま
た

、
お

客
さ

ま
に

周
囲

を
き

れ
い

に
保

　
つ

こ
と

を
お

願
い

し
て

く
だ

さ
い

。
■

配
管

工
事

は
、

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
　

配
管

工
事

に
不

備
が

あ
る

と
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
　

ニ
ッ

ト
か

ら
水

が
滴

下
し

て
家

財
な

ど
を

濡
ら

し
、

　
汚

損
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

1

こ
の

製
品

の
性

能
・

機
能

を
十

分
に

発
揮

さ
せ

、
ま

た
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
、

正
し

い
据

付
工

事
が

必
要

で
す

。
 

据
付

工
事

前
に

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
と

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
工

事
説

明
書

を
必

ず
お

読
み

く
だ

さ
い

。
 

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
●

ご
使

用
の

前
に

、
こ

の
「

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
」

を
よ

く
お

読
み

の
う

え
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
こ

こ
に

示
し

た
注

意
事

項
は

、
安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

工
事

終
了

後
、

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

、
死

亡
や

重
傷

な
ど

の
重

大
な

結
果

に
結

び
つ

く
可

能
性

が
あ

る
も

の
警
告

JG
79

A
95

3H
01

三
菱

電
機

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
別

売
部

品
防

雪
架

台（
高

置
台

）　
M

SC
-1

02
K

D
防

雪
架

台（
防

雪
板

）　
M

SC
-1

03
K

D
据
付
工
事
説
明
書

販
売

店
・

工
事

店
さ

ま
用 ■
組

立
の

際
は

、
必

ず
指

定
の

締
付

ト
ル

ク
を

守
っ

   
て

作
業

を
し

て
く

だ
さ

い
。

　
指

定
の

ト
ル

ク
で

締
付

け
し

な
い

と
破

損
の

原
因

　
に

な
り

ま
す

。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

、
軽

傷
ま

た
は

家
屋

・
家

財
な

ど
の

 損
害

に
結

び
つ

く
も

の

品
名

締
付

ト
ル

ク
30

～
35

N
･m

10
～

15
N

･m
六

角
ボ

ル
ト

 M
8

ワ
ッ

シ
ャ

ー
付

き
六

角
ボ

ル
ト

 M
6

1.
5～

2N
･m

ド
リ

ル
/タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

 4
㎜

●
こ

の
防

雪
架

台
に

は
別

売
部

品
の

　
・

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

(M
SC

-0
06

H
T)

　
・

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド
(M

SC
-1

07
H

H
)

　
・

防
雪

架
台

用
化

粧
パ

ネ
ル

(正
面

用
)(M

SC
-1

05
D

B)
　

・
防

雪
架

台
用

化
粧

パ
ネ

ル
(側

面
用

)(M
SC

-1
04

D
B)

　
　

を
取

付
け

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
●

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
に

は
、

上
記

別
売

部
品

の
据

付
　

方
法

に
つ

い
て

も
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

上
記

別
売

部
　

品
に

は
、

据
付

工
事

説
明

書
は

同
梱

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
　

の
で

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

な
く

さ
な

い
よ

う
に

ご
　

注
意

く
だ

さ
い

。

■
可

燃
性

ガ
ス

が
漏

れ
る

お
そ

れ
の

あ
る

場
所

へ
の

　
据

付
け

は
行

わ
な

い
。

 
万

一
ガ

ス
が

漏
れ

て
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

   
周

囲
に

た
ま

る
と

、
爆

発
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、

お
買

上
げ

の
販

売
店

ま
た

は
専

門
業

　
者

に
依

頼
す

る
。

　
据

付
け

に
は

専
門

の
知

識
と

技
術

が
必

要
で

す
。

　
お

客
さ

ま
自

身
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

　
と

、
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

転
倒

に
よ

る
ケ

　
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
■

据
付

時
、

安
全

の
た

め
、

適
切

な
保

護
具

・
工

具
　

を
使

用
す

る
。

　
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
■

据
付

け
は

、
据

付
工

事
説

明
書

に
従

っ
て

確
実

に
行

う
。

 
据

付
け

に
不

備
が

あ
る

と
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

　
の

転
倒

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、

重
量

に
十

分
耐

え
る

所
に

確
実

に
行

う
。

　
強

度
の

不
十

分
な

所
に

据
付

け
る

と
、

ヒ
ー

ト
ポ

　
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
が

落
下

し
、

ケ
ガ

な
ど

の
原

因
に

　
な

り
ま

す
。

■
据

付
工

事
部

品
は

、
必

ず
当

社
付

属
部

品
お

よ
び

　
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

　
当

社
指

定
部

品
を

使
用

し
な

い
と

、
ヒ

ー
ト

ポ
ン

　
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
転

倒
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
■

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

　
を

確
実

に
取

付
け

る
。

　
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

サ
ー

ビ
ス

パ
ネ

ル
の

　
取

付
け

に
不

備
が

あ
る

と
、

水
・

ほ
こ

り
な

ど
に

　
よ

り
、

感
電

・
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
防

雪
架

台
は

本
体

が
水

平
に

な
る

よ
う

に
、

据
付

　
け

る
。

　
据

付
け

に
不

備
が

あ
る

と
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
　

ト
の

転
倒

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
防

雪
架

台
の

下
に

も
の

を
置

か
な

い
。

　
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

ド
レ

ン
水

で
汚

損
す

　
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

注
意 ●

指
定

締
付

ト
ル

ク
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3

①
架

台
脚

（
左

前
用

）
⑴

①
架

台
脚

に
貼

ら
れ

て
い

る
ラ

ベ
ル

面
を

手
前

に
　

し
た

と
き

に
②

安
定

座
の

四
角

形
側

が
手

前
に

な
　

る
よ

う
に

取
付

け
ま

す
。

お
願
い

据
付

場
所

の
設

置
寸

法
等

に
つ

い
て

は
、ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

底
面

架
台

脚
ラ

ベ
ル

側

●
②

安
定

座
に

は
向

き
が

あ
り

ま
す

。
　

取
付

け
時

に
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。

ラ
ベ

ル

ラ
ベ

ル

ラ
ベ

ル

ラ
ベ

ル

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

②
安

定
座

（
向

き
に

注
意

）

②
安

定
座

（
向

き
に

注
意

）
②

安
定

座
（

向
き

に
注

意
）

②
安

定
座

（
向

き
に

注
意

）

１
．①

架
台

脚
に

②
安

定
座

を
取

付
け

ま
す

。（
4本

）

［
正

面
］

［
背

面
］

①
架

台
脚

（
左

奥
用

）

①
架

台
脚

（
右

前
用

）
①

架
台

脚
（

右
奥

用
）

高
置
台
組
立

1完
成
図

基
礎
工
事

基
礎

工
事

は
必

ず
下

記
条

件
を

満
た

す
よ

う
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

･ 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
圧

縮
強

度
：

18
M

Pa
以

上
･ 

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
引

き
抜

き
力

：
50

00
N

以
上

･ 
地

震
時

の
転

倒
防

止
の

た
め

、ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト（
現

地
手

配
）を

使
用

  し
て

基
礎

の
上

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。必

ず
４

か
所

と
も

固
定

し
て

  く
だ

さ
い
。

･ 
本

体
が

必
ず

水
平

に
な

る
よ

う
に

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
･ 

前
方

及
び

天
面

は
開

放
と

な
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
と
据
付
必
要
空
間

注
）1

注
)1

 上
図

の
据

付
必

要
空

間
の

寸
法

は
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

か
ら

の
数

値
で

す
。

17
5㎜

以
上

410㎜

98
0㎜

37
5㎜

以
上

12
5㎜

以
上

M
10

正
面

4

高
置
台
組
立

1
つ

づ
き

裏
面
へ
つ
づ
く

●
長

穴
側

が
下

に
な

る
よ

う
に

取
付

け
ま

す
。

※
手

前
側

の
⑥

筋
交

い（
長

）は
配

管
･配

線
の

作
業

性
を

　
上

げ
る

た
め

後
で

取
付

け
ま

す
。

４
．⑥

筋
交

い（
長

）と
⑦

筋
交

い（
短

）を
取

付
け

ま
す

。

●
⑧

ベ
ー

ス
を

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
＋

⑨
ワ

ッ
シ

ャ
ー

M
8＋

⑩
ナ

ッ
ト

M
8で

⑤
枠（

上
）に

取
付

け
ま

す
。

※
⑧

ベ
ー

ス
は

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

据
付

時
に

位
置

調
整

を
す

る
の

で
仮

止
め

に
し

て
お

き
ま

す
。

５
．⑧

ベ
ー

ス
を

仮
取

付
け

し
ま

す
。

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

6本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

8本
で

固
定

⑥
筋

交
い（

長
）

⑦
筋

交
い（

短
）

⑦
筋

交
い（

短
）

長
穴

側

長
穴

側

④
枠（

下
）に

貼
ら

れ
て

い
る「

下
段

前
」と

い
う

ラ
ベ

ル
面

を
手

前
上

向
き

に
な

る
よ

う
に

取
付

け
ま

す
。

２
．①

架
台

脚
を

④
枠（

下
）に

取
付

け
ま

す
。

⑤
枠（

上
）に

貼
ら

れ
て

い
る

ラ
ベ

ル
面

を
手

前
上

向
き

に
な

る
よ

う
に

取
付

け
ま

す
。

※
こ

の
状

態
で

②
安

定
座

の
穴

が
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

と
合

っ
て

い
る

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　（
ず

れ
て

い
る

場
合

は
②

安
定

座
の

向
き

を
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

に
合

う
よ

う
に

変
更

し
て

　
く

だ
さ

い
）

３
．⑤

枠（
上

）を
取

付
け

ま
す

。

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

8本
で

固
定

ラ
ベ

ル

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

8本
で

固
定

⑩
ナ

ッ
ト

M
8

⑨
ワ

ッ
シ

ャ
ー

M
8

ラ
ベ

ル

⑧
ベ

ー
ス

⑤
枠（

上
）

矢
印

の
箇

所
へ

③
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

ネ
ジ

を
指

定
ト

ル
ク

で
締

め
る

前
に

、
架

台
脚

が
基

礎
に

対
し

て
垂

直
に

組
立

て
ら

れ
て

い
る

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
枠

（
上

）
（

下
）

が
水

平
に

組
立

て
ら

れ
て

い
る

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

お
願
い
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5

4．
⑲

防
雪

架
台

用
吹

込
防

止
カ

バ
ー（

正
面

用
）と

⑳
シ

ー
ル

テ
ー

プ
を

取
付

け
ま

す
。

⑳
シ

ー
ル

テ
ー

プ
⑲

防
雪

架
台

用
吹

込
　

防
止

カ
バ

ー（
正

面
用

）

⑲
防

雪
架

台
用

吹
込

　
 防

止
カ

バ
ー （

正
面

用
）

ヘ
ッ

ダ
ー

取
付

板
取

付
後

に
、

ヘ
ッ

ダ
ー

固
定

用
金

具
（

現
地

手
配

）
等

を
用

い
て

、
ヘ

ッ
ダ

ー
を

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
お
願
い

1．
⑮

ヘ
ッ

ダ
ー

取
付

板
を

取
付

け
ま

す
。

2．
⑰

背
面

パ
ネ

ル
を

取
付

け
ま

す
。

3．
⑱

側
面

パ
ネ

ル
を

取
付

け
ま

す
。

防
雪
板
組
立

２
⑮

ヘ
ッ

ダ
ー

取
付

板

[防
雪

架
台

背
面

側
]

矢
印

の
箇

所
へ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

6本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

6本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

3本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

⑯
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

2本
で

固
定

⑳
シ

ー
ル

テ
ー

プ

⑮
ヘ

ッ
ダ

ー
取

付
板

⑮
ヘ

ッ
ダ

ー
取

付
板

6

⑴
 防

雪
板

と
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

あ
い

だ
に

隙
間

が
出

来
な

い
よ

う
に

⑧
ベ

ー
ス

の
位

置
を

決
め

ま
す

。
⑵

 ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
脚〔

前
2か

所
、背

面
2か

所
〕を

⑧
ベ

ー
ス

の
穴

に
⑪

ワ
ッ

シ
ャ

ー
付

き
六

角
ボ

ル
ト

M
6×

25
と

⑫
ワ

ッ
シ

ャ
ー

M
6、

　
⑬

ナ
ッ

ト
M

6で
固

定
し

ま
す

。
　

※
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

脚
は

４
つ

と
も

確
実

に
固

定
し

て
く

だ
さ

い
。

⑶
 仮

止
め

し
て

い
た

⑧
ベ

ー
ス

を
指

定
ト

ル
ク

で
締

付
け

ま
す

。

１
．ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
を

架
台

に
固

定
し

ま
す

。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
付
け

3 ⑴
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

準
備

　
•

直
径

が
1～

2㎜
の

ド
リ

ル
で

下
図

の
位

置
に

穴
を

2か
所

あ
け

ま
す

。
　

   （
ド

リ
ル

の
先

端
が

長
す

ぎ
る

と
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
の

部
品

を
キ

ズ
つ

け
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

）
⑵

 ㉑
ヒ

サ
シ

の
固

定
 　

㉑
ヒ

サ
シ

の
左

端
面

が
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
左

曲
面

の
終

わ
り（

ユ
ニ

ッ
ト

側
面

か
ら

20
㎜

）に
な

る
よ

う
に

   
  ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吹
き

出
し

口
上

側
に

㉑
ヒ

サ
シ

を
㉒

ド
リ

ル
ネ

ジ
4×

12
で

固
定

し
ま

す
。　

２
．ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
に

㉑
ヒ

サ
シ

を
取

付
け

ま
す

。 矢
印

の
箇

所
へ

㉒
ド

リ
ル

ネ
ジ

4×
12

 2
本

で
固

定

㉑
ヒ

サ
シ

端
面

を
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
曲

面
の

終
わ

り
（

ユ
ニ

ッ
ト

側
面

か
ら

20
㎜

）
に

合
わ

せ
て

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

㉒
ド

リ
ル

ネ
ジ

　4
×

12

㉑
ヒ

サ
シ

20
㎜

㉑
ヒ

サ
シ

10㎜

83
㎜

44
0㎜

10
㎜

以
下 ド
リ

ル

［
ド

リ
ル

長
さ

］
［

ヒ
サ

シ
の

取
付

け
穴

位
置

］⑬
ナ

ッ
ト

M
6

⑫
ワ

ッ
シ

ャ
ー

M
6

⑧
ベ

ー
ス

⑤
枠（

上
）

矢
印

の
箇

所
へ

⑪
ワ

ッ
シ

ャ
ー

付
き

六
角

ボ
ル

ト
M

6×
25

　
1本

で
固

定

⑪
ワ

ッ
シ

ャ
ー

付
き

　
六

角
ボ

ル
ト

　
M

6×
25

⑬
ナ

ッ
ト

　
Ｍ

６
⑫

ワ
ッ

シ
ャ

ー
M

6

⑧
ベ

ー
ス

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

と
防

雪
板

の
あ

い
だ

に
隙

間
が

な
い

こ
と

防
雪

板

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト
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1.
 防

雪
架

台
の

ボ
ル

ト
が

指
定

の
締

付
ト

ル
ク

で
締

結
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

2.
 ②

安
定

座
が

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
で

基
礎

に
固

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

3.
 防

雪
架

台
お

よ
び

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

に
が

た
つ

き
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

4.
 高

置
台

、
防

雪
板

以
外

の
別

売
部

品
を

使
用

し
な

い
場

合
は

、
⑭

六
角

ボ
ル

ト
M

8×
16

を
不

使
用

穴
へ

取
付

け
て

　
 あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
（

防
錆

対
策

）

6
取
付
け
後
の
確
認 静

岡
製

作
所

 〒
42

2-
85

28
 静

岡
市

駿
河

区
小

鹿
3-

18
-1

8

2．
3

防
雪

架
台

用
用

化
粧

パ
ル（

側
面

用
）（

M
SC

-1
04

D
B）

　
を

取
付

け
ま

す
。

１
．手

前
側

の
⑥

筋
交

い（
長

）を
取

付
け

ま
す

。

※
3

防
雪

架
台

用
用

化
粧

パ
ル（

側
面

用
）（

M
SC

-1
04

D
B）

は
左

右
両

方
に

取
付

け
る

場
合

に
は

２
セ

ッ
ト

必
要

で
す

。
　

3
防

雪
架

台
用

用
化

粧
パ

ル（
正

面
用

）（
M

SC
-1

05
D

B）
は

防
雪

架
台

背
面

に
取

付
け

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

3．
3

防
雪

架
台

用
用

化
粧

パ
ル（

正
面

用
）（

M
SC

-1
05

D
B）

　
を

取
付

け
ま

す
。

防
雪
架
台
用
化
粧
パ
ネ
ル
（
正
面
用
）
（
側
面
用
）
【
別
売
部
品
】
の
取
付
け

5

3
防

雪
架

台
用

用
化

粧
パ

ル
（

正
面

用
）

（
M

SC
-1

05
D

B）
3

防
雪

架
台

用
用

化
粧

パ
ル

（
側

面
用

）
（

M
SC

-1
04

D
B）

⑥
筋

交
い

（
長

）
矢

印
の

箇
所

へ
③

六
角

ボ
ル

ト
M

8×
16

　
2本

で
固

定

矢
印

の
箇

所
へ

3
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

6本
で

固
定

矢
印

の
箇

所
へ

3
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

8本
で

固
定

ヒ
ー
タ
ー
フ
ー
ド
【
別
売
部
品
】
の
取
付
け

4 1．
防

雪
架

台
背

面
に

㉓
固

定
板

を
㉔

六
角

ボ
ル

ト
M

8×
16

で
架

台
に

固
定

し
て

く
だ

さ
い

。
2．

㉓
固

定
板

に
㉕

タ
ッ

ピ
ン

グ
ネ

ジ
4×

12
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

(M
SC

-0
06

H
T)

を
ネ

ジ
止

め
し

ま
す

。
3．

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

(M
SC

-0
06

H
T)

の
配

管
接

続
工

事
を

行
い

ま
す

。詳
し

く
は

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

 (M
SC

-0
06

H
T)

   
 に

同
梱

さ
れ

て
い

る
据

付
工

事
説

明
書

に
従

っ
て

配
管

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
4．

㉖
下

パ
ネ

ル
に

㉗
ブ

ッ
シ

ュ
を

取
付

け
ま

す
。

5．
㉘

上
パ

ネ
ル

、㉙
側

面
パ

ネ
ル

右
、㉚

側
面

パ
ネ

ル
左

、㉖
下

パ
ネ

ル
を

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

4×
12

で
組

み
立

て
、㉓

固
定

板
   

 に
㉕

タ
ッ

ピ
ン

グ
 ネ

ジ
4×

12
で

固
定

し
ま

す
。

6．
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
(M

SC
-0

06
H

T)
の

電
気

配
線

を
行

い
ま

す
。詳

し
く

は
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
(M

SC
-0

06
H

T)
   

 に
同

梱
さ

れ
て

い
る

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
配

線
工

事
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

7．
㉛

ふ
た

を
㉕

タ
ッ

ピ
ン

グ
ネ

ジ
4×

12
で

固
定

し
ま

す
。

●
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ヒ

ー
タ

ー
(M

SC
-0

06
H

T)
を

ご
使

用
の

際
は

必
ず

こ
の

ヒ
ー

タ
ー

フ
ー

ド（
M

SC
-1

07
H

H
）を

使
っ

て
防

雪
　

架
台

に
取

付
け

て
く

だ
さ

い
。

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

ヒ
ー

タ
ー

(M
SC

-0
06

H
T)

㉘
上

パ
ネ

ル

㉙
側

面
パ

ネ
ル

右

㉓
固

定
板

㉖
下

パ
ネ

ル

㉚
側

面
パ

ネ
ル

左

㉛
ふ

た

㉗
ブ

ッ
シ

ュ

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

   
4×

12

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

   
4×

12

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

   
4×

12

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

   
4×

12

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

   
4×

12

㉕
タ

ッ
ピ

ン
グ

ネ
ジ

　
4×

12

⑦
筋

交
い

（
短

）

⑥
筋

交
い

（
長

）

矢
印

の
箇

所
へ

㉔
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
　

4本
で

固
定

㉓
固

定
板

［
防

雪
架

台
 背

面
］

7
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台
用
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込
防
止
カ
バ
ー

85

②シールテープ

JG79B491H01

③六角ボルト
　M8×16

①防雪架台用吹込
 防止カバー本体

②シールテープ

①防雪架台用吹込
 防止カバー本体

②シールテープ

1. シールテープの貼付け
 図１のように① 防雪架台用吹込防止カバー本体の端面に②シールテープを
 貼付けます。
2. 防雪架台（高置台）への取付け
 図 2 のように 架台脚（右奥用）へ①防雪架台用吹込防止カバー本体を
　③六角ボルトM8×16 で固定します。
 　※③六角ボルトM8×16は、必ず指定の締付トルクで締めてください。
3. ヒートポンプユニットの取付け位置調整
 ヒートポンプユニット背面と①防雪架台用吹込防止カバー本体の間に隙間
    が出来ないようにヒートポンプユニット取付け位置を調整してください。

※ヒートポンプユニット取付け位置調整後は必ずヒートポンプユニットの
　　 脚を固定しているボルトがはずれたり緩んでいないことを確認してくだ
　　 さい。

防雪架台 (高置台 )への取付け

使用部品

取付けの際は、必ず指定の締付トルクを守って作業をしてください。

サイズ
六角ボルト M8×16 30 ～ 35N · m 306 ～ 357kgf · cm

1 1 3
③六角ボルト
 M8×16

据付けを始める前に、右記の部品を確認し、
据付工事説明書の据付手順に従って取付けてください。

品　名 個数 品　名 個数個数 品　名

図 1 図２

①防雪架台用吹込防止  
 カバー本体

締付トルク

安全のために必ずお守りください

三菱電機融雪用温水ヒートポンプユニット部材
防雪架台用吹込防止カバー　　MSC-111ＳＨ
据付工事説明書　　　販売店・工事店さま用

静岡製作所　〒422-8528　静岡市駿河区小鹿3-18-1

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。 
据付工事前にこの据付工事説明書を必ずお読みください。 

■据付けは、お買上げの販売店または専門業者に依
　頼する。
　据付けには専門の知識と技術が必要です。
　お客さま自身で据付工事をされ不備があると、水
　漏れや感電・火災・ヒートポンプユニットの落下
　によるケガの原因になります。

■据付けは、据付工事説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると、水漏れ・感電・火災・ヒート
　ポンプユニットの落下によるケガの原因になります。
■据付時、安全のため、適切な保護具・工具を使用する。
　ケガの原因になることがあります。

■据付けは、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度の不十分な所に据付けると、ヒートポンプユ
　ニットが落下し、ケガなどの原因になります。

■据付工事部品は、必ず当社付属部品および指定の部品を
　使用する。
　当社指定部品を使用しないと、水漏れ・感電・火災・
　ヒートポンプユニットの落下によるケガの原因になります。

●ご使用の前に、この「安全のために必ずお守りください」をよくお読みのうえ据付けてください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●据付工事終了後、この据付工事説明書をお客さまにお渡しください。

誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な
結果に結びつく可能性があるもの警告

お願い 
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融
雪
リ
モ
コ
ン
・
リ
モ
コ
ン
コ
ー
ド

86

禁
止

指
示

を
守

る

水
ぬ

れ
禁

止
分

解
禁

止

1

JG
79

G
87

8H
06

2

販
売

店・
工

事
店

さ
ま

用
据
付
工
事
説
明
書

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い

■
定

格
電

圧
、制

御
容

量
範

囲
以

外
で

は
使

用
し

な
い

。
　

火
災

や
感

電
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
台

所
な

ど
で

直
接

火
が

あ
た

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

所
に

は
　

据
付

け
な

い
。

　
火

災
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
コ

ー
ド

が
高

温
部

分
に

触
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

　
火

災
・

感
電

・
故

障
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
コ

ー
ド

が
鋭

い
角

部
に

触
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

　
火

災
・

感
電

・
故

障
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
コ

ー
ド

は
切

断
し

た
り

、延
長

し
た

り
し

な
い

。
　

火
災

・
感

電
・

故
障

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
ど

ん
な

場
合

で
も

改
造

は
し

な
い

。分
解・

修
理

は
修

理
　

技
術

者
以

外
の

人
は

行
わ

な
い

。
　

火
災

・
感

電
・

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
■

製
品

を
水

に
つ

け
た

り
、水

を
か

け
た

り
し

な
い

。
　

シ
ョ

ー
ト

や
感

電
の

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。

■
リ

モ
コ

ン
は

屋
内

に
据

付
け

る
。

　
気

密
性

の
低

い
小

屋
等

に
据

付
け

る
場

合
は

防
水

ボ
ッ

ク
ス

　
で

密
閉

し
て

外
気

を
遮

断
し

て
く

だ
さ

い
。

　
火

災
・

感
電

・
故

障
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

､死
亡

や
重

傷
な

ど
の

重
大

な
結

果
に

結
び

つ
く

可
能

性
が

あ
る

も
の

警
告

■
の

意
味

は
次

の
と

お
り

で
す

。

●
ご

使
用

の
前

に
､こ

の「
安

全
の

た
め

に
必

ず
お

守
り

く
だ

さ
い

」を
よ

く
お

読
み

の
う

え
据

付
け

て
く

だ
さ

い
。

●
こ

こ
に

示
し

た
注

意
事

項
は

､安
全

に
関

す
る

重
要

な
内

容
を

記
載

し
て

い
ま

す
の

で
､必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

据
付

工
事

終
了

後
､❸

「
据

付
工

事
後

の
確

認
」を

必
ず

確
認

し
、こ

の
据

付
工

事
説

明
書

を
お

客
さ

ま
に

お
渡

し
く

だ
さ

い
。

1
使

用
部

品

2
据

付
方

法

3
据

付
工

事
後

の
確

認

■
据

付
工

事
は

十
分

に
保

持
力

の
あ

る
と

こ
ろ

を
選

ん
で

　
確

実
に

行
う

。
　

落
下

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

､軽
傷

ま
た

は
家

屋
･家

財
な

ど
の

損
害

に
結

び
つ

く
も

の
 

注
意

■
据

付
け

は
､お

買
上

げ
の

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
　

依
頼

す
る

｡
　

据
付

け
に

は
専

門
の

知
識

と
技

術
が

必
要

で
す

｡お
客

さ
ま

　
自

身
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
､水

漏
れ

や
感

電
･

　
火

災
･ユ

ニ
ッ

ト
の

落
下

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
｡

①

部
品

個
数

1

② 2
2

い
ず

れ
か

1
1

③
④

⑤

フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル

固
定

ネ
ジ

温
水

温
度

調
節

つ
ま

み

本
体

下
部

ケ
ー

ス

本
体コ
ネ

ク
タ

ー
リ

モ
コ

ン
コ

ー
ド

④

リ
モ

コ
ン

コ
ー

ド
④

引
き

回
し

例

フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル

固
定

ネ
ジ

本
体

下
部

ケ
ー

ス

下
部

ケ
ー

ス
下

部
ケ

ー
ス

固
定

ネ
ジ

②

結
束

バ
ン

ド

温
水

温
度

調
節

つ
ま

み窓

ラ
ン

プ

フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

取
付

ネ
ジ

③

温
水

温
度

調
節

つ
ま

み

本
体

リ
モ

コ
ン

コ
ー

ドス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

　
　

　
　

(市
販

品
)⑤

リ
モ

コ
ン

側

窓

ラ
ン

プ

三
菱

電
機

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
　

別
売

 融
雪

リ
モ

コ
ン

　
　

　
M

SC
-0

01
RC

●
こ

の
融

雪
リ

モ
コ

ン
に

は
別

売
部

品
の

　
•

リ
モ

コ
ン

コ
ー

ド
 1

5ｍ
（

M
SC

-0
08

RC
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
25

ｍ（
M

SC
-0

10
RC

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

50
ｍ（

M
SC

-0
12

RC
）

　
の

い
ず

れ
か

1個
を

取
付

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

●
こ

の
据

付
工

事
説

明
書

に
は

、上
記

別
売

部
品

の
　

据
付

方
法

に
つ

い
て

も
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
上

記
別

売
部

品
に

は
、据

付
工

事
説

明
書

は
同

梱
　

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
の

で
こ

の
据

付
工

事
説

明
書

　
を

な
く

さ
な

い
よ

う
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

お
願

い

露
出

取
付

け
の

場
合

●
リ

モ
コ

ン
の

準
備

埋
込

み
取

付
け

の
場

合

２
.下

部
ケ

ー
ス

を
付

属
の

下
部

ケ
ー

ス
固

定
ネ

ジ
②

２
本

で
壁

に
固

定
し

ま
す

。

１
.室

内
側

に
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス（
市

販
品

）⑤
を

取
付

け
、リ

モ
コ

ン
コ

ー
ド

④
を

引
き

出
し

、
　

 コ
ネ

ク
タ

ー
に

接
続

し
ま

す
。

３
.先

に
取

外
し

た
固

定
ネ

ジ
２

本
で

下
部

ケ
ー

ス
に

本
体

を
取

付
け

、フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル
を

　
 は

め
、温

水
温

度
調

節
つ

ま
み

の
向

き
を

確
認

し
て

奥
ま

で
差

込
み

ま
す

。
　

 フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル
の

取
付

時
に

２
つ

の
ラ

ン
プ

が
パ

ネ
ル

の
窓

内
に

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
　

 は
め

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

２
.本

体
を

付
属

の
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
取

付
ネ

ジ
③

で
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス（
市

販
品

）⑤
に

 　
直

接
取

付
け

、フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル
を

は
め

、温
水

温
度

調
節

つ
ま

み
の

向
き

を
確

認
し

て
　

 奥
ま

で
差

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

　
 フ

ロ
ン

ト
パ

ネ
ル

の
取

付
時

に
2つ

の
ラ

ン
プ

が
パ

ネ
ル

の
窓

内
に

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
 　

は
め

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

 　
※

下
部

ケ
ー

ス
は

使
用

し
ま

せ
ん

。

１
.左

図
の

よ
う

に
リ

モ
コ

ン
コ

ー
ド

④
を

コ
ネ

ク
タ

ー
に

接
続

し
ま

す
。

   
 下

部
ケ

ー
ス

の
U

カ
ッ

ト
部

の
位

置
に

あ
わ

せ
て

本
体

内
の

リ
モ

コ
ン

   
 コ

ー
ド

を
引

き
回

し
ま

す
。

　
 ※

結
束

バ
ン

ド
は

本
体

と
下

部
ケ

ー
ス

内
に

納
め

て
く

だ
さ

い
。

●
左

図
の

よ
う

に
温

水
温

度
調

節
つ

ま
み

、フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル
、本

体
、下

部
ケ

ー
ス

の
　

順
に

リ
モ

コ
ン

を
分

解
し

ま
す

。

下
部

ケ
ー

ス
固

定
ネ

ジ
4×

8
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
取

付
ネ

ジ
M

4×
12

融
雪

リ
モ

コ
ン

□
の

中
に

 
印

を
い

れ
て

確
認

し
て

く
だ

さ
い

｡
確

認
後

､こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

｡
※

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
配

線
が

完
了

し
て

か
ら

作
業

し
て

く
だ

さ
い

。
　

□
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

ブ
レ

ー
カ

を
O

N
に

し
ま

し
た

か
？

　
□

降
雪

セ
ン

サ
ー（

現
地

手
配

）を
接

続
し

て
あ

る
場

合
は

手
動

O
N

の
状

態
に

し
ま

し
た

か
？

　
□

リ
モ

コ
ン

の
電

源
ラ

ン
プ

と
モ

ニ
タ

ー
ラ

ン
プ

が
電

源
切

入
ス

イ
ッ

チ
の

入
側

で
点

灯（
モ

ニ
タ

ー
ラ

ン
プ

が
点

滅
し

な
い

こ
と

）、
　

　
切

側
で

消
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
か

？
　

□
動

作
確

認
後

は
降

雪
セ

ン
サ

ー（
現

地
手

配
）の

手
動

O
N

を
忘

れ
ず

に
解

除
し

ま
し

た
か

？
　

※
外

気
温

に
よ

っ
て

は
、電

源
を

切
っ

た
後

に
霜

取
り

運
転

を
す

る
た

め
、モ

ニ
タ

ー
ラ

ン
プ

が
す

ぐ
に

消
灯

し
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

静
岡

製
作

所
 〒

42
2-

85
28

 静
岡

市
駿

河
区

小
鹿

3-
18

-1

リ
モ

コ
ン

コ
ー

ド
15

m（
M

SC
-0

08
RC

）
25

m（
M

SC
-0

10
RC

）
50

m（
M

SC
-0

12
RC

）

●
現

地
で

手
配

い
た

だ
く

部
品 ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
（

市
販

品
）

※
埋

込
み

取
付

け
の

場
合

※
本

部
品

は
付

属
さ

れ
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
適

し
た

長
さ

の
リ

モ
コ

ン
コ

ー
ド

を
　

用
意

し
て

く
だ

さ
い

。

●
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
は

、で
き

る
だ

け
壁

の
仕

上
げ

面
と

同
一

に
な

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
●

壁
面

よ
り

奥
に

埋
ま

る
場

合
は

、ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

と
同

一
寸

法
で

仕
上

げ
部

分
を

修
正

　
し

て
く

だ
さ

い
。

●
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

へ
の

埋
込

み
は

で
き

ま
せ

ん
。



８
．据
付
工
事
編

密
閉
式
バ
ル
ブ
セ
ッ
ト
／
密
閉
式
接
続
配
管

87

JG
79

Y
37

5H
02

●
こ

の
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

/密
閉

式
接

続
配

管
は

、別
売

部
品

の
　

防
雪

架
台（

高
置

台
）M

SC
-1

02
K

D
に

取
付

け
で

き
ま

す
。

●
こ

の
据

付
工

事
説

明
書

に
は

、密
閉

式
の

温
水

配
管

接
続

工
事・

　
液

張
り

工
事・

液
回

路
圧

力
設

定
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
　

配
線

工
事・

試
運

転
等

に
つ

い
て

は
、融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

　
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

販
売

店・
工

事
店

さ
ま

用

三
菱

電
機

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト（
密

閉
式

）用
 接

続
部

材
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

　
　

A
C-

00
11

M
V

密
閉

式
接

続
配

管
　

　
　

　
A

C-
00

12
M

H

据
付

工
事

説
明

書 安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
●

ご
使

用
の

前
に

､こ
の

｢安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
｣を

よ
く

お
読

み
の

う
え

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
●

こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
据

付
工

事
終

了
後

、こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

■
据

付
工

事
部

品
は

、必
ず

当
社

付
属

部
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

当
社

指
定

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、お

買
上

げ
の

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
依

頼
す

る
。

据
付

け
に

は
専

門
の

知
識

と
技

術
が

必
要

で
す

。
お

客
さ

ま
自

身
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、据

付
工

事
説

明
書

に
従

っ
て

確
実

に
行

う
。

据
付

け
に

不
備

が
あ

る
と

、密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

落
下

等
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
据

付
時

、安
全

の
た

め
、適

切
な

保
護

具・
工

具
を

使
用

す
る

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

■
配

管
工

事
は

、融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
配

管
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

防
錆

循
環

液
が

滴
下

し
、汚

損
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
防

雪
架

台・
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
下

に
、物

を
置

か
な

い
。

ド
レ

ン
水

で
汚

損
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
組

立
の

際
は

、必
ず

指
定

の
締

付
ト

ル
ク

を
守

っ
て

作
業

し
て

く
だ

さ
い

。
指

定
ト

ル
ク

で
締

付
け

し
な

い
と

破
損

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
部

品
（

別
売

部
品

）

1
使
用
部
品

•
据

付
前

に
下

記
部

品
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
•

部
品

の
数

量
は

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

１
台

分
の

数
量

で
す

。
•

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
に

は
密

閉
式

接
続

配
管（

A
C-

00
12

M
H

）の
部

品
も

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

密
閉

式
接

続
配

管
に

は
、据

付
工

事
説

明
書

は
同

梱
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

の
で

、こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

な
く

さ
な

い
よ

う
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

※
1 

防
錆

循
環

液
の

必
要

量
の

目
安

下
記

の
表

に
記

載
し

合
計

し
ま

す
。（

現
地

で
下

表
の

空
欄

部
分

を
計

算
願

い
ま

す
）

融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
１

３
A

）は
1ⅿ

あ
た

り
0.

13
27

L 
で

す
。

※
2 

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
M

EL
＊

SN
O

W
の

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
計

算
は

一
般

式
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
下

記
グ

ラ
フ

で
選

択
し

た
容

量
よ

り
大

き
い

容
量

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

下
記

グ
ラ

フ
の

横
軸「

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

」は
左

表
の

防
錆

循
環

液
合

計
で

す
。

＜
屋

根
融

雪
の

場
合

＞

＜
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
場

合
＞

１
．ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
往

き
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ま
で

の
配

管
２

．往
き

側
ヘ

ッ
ダ

ー
か

ら
戻

り
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ま
で

の
融

雪
配

管
３

．戻
り

側
ヘ

ッ
ダ

ー
か

ら
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
４

．密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
５

．密
閉

式
接

続
配

管
６

．ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
保

有
量（

内
容

積
）

７
．膨

張
タ

ン
ク

追
加

分
1.

5
0.

7
0.

4
0.

5

1.
0

0.
7

0.
4

0.
5

防
錆

循
環

液
合

計

計 余
裕

率
　

計
×

1.
3

項
目

内
容

積（
L）

屋
根

融
雪

ロー
ドヒ

ーテ
ィン

グ

防
雪

架
台

 （
高

置
台

）
M

SC
-1

02
KD

1
Ⓐ記
号

部
品

名
形

名
数

量

据
付
に
関
す
る
注
意
事
項

2

こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
記
載
が
な
い
工
事

1．
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
の

据
付

場
所

の
基

礎
工

事
 

•
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
に

同
梱

の
据

付
工

事
説

明
書

を
参

照
し

専
門

業
者

さ
ま

が
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

2．
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

･屋
根

融
雪

配
管

工
事

•
融

雪
配

管
工

事
は

、❷
「

据
付

に
関

す
る

注
意

事
項

」を
ご

覧
に

な
り

、専
門

業
者

さ
ま

が
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

3．
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
と

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
取

付
•

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

に
同

梱
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
4．

融
雪

リ
モ

コ
ン

の
取

付
•

融
雪

リ
モ

コ
ン

に
同

梱
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
5．

降
雪

セ
ン

サ
ー

の
取

付（
屋

根
融

雪
に

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

）
•

降
雪

セ
ン

サ
ー

を
使

用
さ

れ
る

場
合

は
、降

雪
セ

ン
サ

ー
の

据
付

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
6．

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
配

線
工

事
・

試
運

転
•

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
に

同
梱

の
据

付
工

事
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

1
2

3
4

裏
面
へ
つ
づ
く

こ
の

製
品

の
性

能・
機

能
を

十
分

に
発

揮
さ

せ
、ま

た
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
、正

し
い

据
付

工
事

が
必

要
で

す
。

据
付

工
事

前
に

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
と

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
工

事
説

明
書

を
必

ず
お

読
み

く
だ

さ
い

。

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
特

殊
工

具

11 5 1 1 1 11 1数
量

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
　

配
管

接
続

口
G

1/
2仕

様
品

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

   
   

 配
管

接
続

口
G

1/
2仕

様
品

防
錆

循
環

液
1,

00
0㏄

ま
た

は
50

0㏄
計

量
カ

ッ
プ

温
水

配
管

締
付

用
モ

ン
キ

レ
ン

チ（
呼

び
寸

法
 3

75
㎜

以
上

）
ト

ル
ク

レ
ン

チ

1 1 1 1 1

㋐記
号

部
品

名
数

量

㋑ ㋒ ㋓ ㋔

融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
 酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

）
ヘ

ッ
ダ

ー（
往

き
用

、戻
り

用
）複

数
回

路
の

場
合

必
要

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ（

ヘ
ッ

ダ
ー

回
路

数
の

往
き

戻
り

回
路

数
分

）
ヘ

ッ
ダ

ー
ボ

ッ
ク

ス
ま

た
は

ヘ
ッ

ダ
ー

固
定

部
材（

必
要

に
応

じ
）

1 1 1 適
量

各
1

回
路

数
×

2
往

き
戻

り
分

1 3 適
量

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

　
※

2 
接

続
口

R3
/4

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa（

20
℃

）

屋
根

融
雪

用
（

推
奨

）

型
式

 S
T-

17
（

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

）
20

18
年

5月
現

在

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
用

（
推

奨
）

型
式

 S
T-

28
（

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

）
20

18
年

5月
現

在

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

用
固

定
金

具
（

推
奨

）低
圧

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

　
型

式
 K

-K
A

N
A

G
U

-2
79

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
20

18
年

5月
現

在

シ
ー

ル
テ

ー
プ（

テ
フ

ロ
ン

テ
ー

プ
）

作
業

用
フ

レ
キ

管
（

両
端

接
続

口
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）、
長

さ
50

0㎜
以

上
）

圧
力

計
 ：

防
水

タ
イ

プ
･接

続
口

R1
/4

最
大

目
盛

0.
6Ｍ

Pa
以

上
ⓐ記
号

部
品

名
数

量

ⓑ ⓒ ⓓ ⓔ ⓕ ⓖ ⓗ ⓙ ⓚ

ヘ
ッ

ダ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

配
管

 2
0A

一
式

•
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

往
き

側
バ

ル
ブ

組
立

 A
③

の
エ

ル
ボ

か
ら

往
き

側
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

ま
で

、お
よ

び
戻

り
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
エ

ル
ボ

組
立

⑨
ま

で
•

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

エ
ル

ボ
組

立
⑨

お
よ

び
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
往

き
側

バ
ル

ブ
組

立
 A

③
の

エ
ル

ボ
は

G１
Bネ

ジ
で

す
の

で
パ

ッ
キ

ン
が

必
要

で
す

。

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト（
A

C-
00

11
M

V
）部

品

密
閉

式
接

続
配

管（
A

C-
00

12
M

H
）部

品

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
部

品
（

一
般

市
販

品
）

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

六
角

ボ
ル

ト
　

M
8×

16

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
仮

止
め

エ
ル

ボ

バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ（

緑
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｄ（

橙
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
組

立
 Ｅ（

白
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｆ（

白
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｇ

（
青

ハ
ン

ド
ル

）

エ
ル

ボ
組

立

1
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

　
※

推
奨

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

　
　

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
ST

-1
7形

·S
T-

28
形

設
置

対
応

品

①記
号

部
品

名

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

2
ボ

ル
ト

 Ｗ
3/

8×
20

※
推

奨
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
　

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
ST

-1
7形

·S
T-

28
形

設
置

対
応

品
⑪

11数
量

接
続

配
管

（
パ

ッ
キ

ン
付

）

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
（

パ
ッ

キ
ン

付
）

⑫記
号

部
品

名

⑬

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
容

量
30

.0

密閉式膨張タンク容量（L）

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

28
.0

26
.0

24
.0

22
.0

20
.0

18
.0

16
.0

20

y=
0.

24
43

x 
+ 

14
.5

4

25
30

35
40

45
50

55

屋
根

融
雪

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

容
量

13
.5

密閉式膨張タンク容量（L）

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

13
.0

12
.5

12
.0

11
.5

11
.0

10
.5

10
.0

20

y=
0.

01
94

x 
+ 

10
.6

63

30
40

50
60

70
80

90
10

0

※
1

三
菱

防
錆

循
環

液
希

釈
不

要
タ

イ
プ

   
１

L
三

菱
防

錆
循

環
液

希
釈

不
要

タ
イ

プ
  １

0L
三

菱
防

錆
循

環
液

希
釈

不
要

タ
イ

プ
  １

8L

VP
Z-

01
KX

-E
CO

適
量

VP
Z-

10
KX

-E
CO

VP
Z-

18
KX

-E
CO

Ⓕ

温
水
配
管
接
続
工
事

3

温
水
配
管
接
続
工
事
　
つ
づ
き

3

●
温

水
配

管
接

続
工

事（
屋

根
融

雪
の

例
）

配
管

接
続

系
統

図

1.
　

融
雪

配
管

ⓓ
を

屋
根

に
敷

設
し

ま
す

。
2.

　
往

き
と

戻
り

の
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
固

定
位

置
を

決
め

て
、ヘ

ッ
ダ

ー
ボ

ッ
ク

ス
ま

た
は

ヘ
ッ

ダ
ー

固
定

部
材

ⓖ
を

固
定

し
ま

す
。

3.
　

往
き

と
戻

り
の

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
の

分
岐

口
に

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
を

取
付

け
、ヘ

ッ
ダ

ー
固

定
部

材
ⓖ

に
固

定
し

ま
す

。
4.

　
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

の
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

と
融

雪
配

管
ⓓ

を
接

続
し

ま
す

。
5.

　
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
、圧

力
計

ⓐ
、バ

ル
ブ

 Ｆ（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
、バ

ル
ブ

 Ｇ
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

、
バ

ル
ブ

 Ｄ（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、エ

ル
ボ

組
立

⑨
を

図
の

位
置

へ
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

適
正

ト
ル

ク
で

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）は
い

ず
れ

も
片

側
が

R1
/2

ネ
ジ

、片
側

が
G

1/
2B

ネ
ジ

で
す

。R
1/

2
ネ

ジ
側

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①
の

配
管

に
締

め
付

け
ま

す
。

G
1/

2B
ネ

ジ
側

と
間

違
え

な
い

よ
う

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
※

バ
ル

ブ
は

同
じ

寸
法

で
す

の
で

、位
置

を
間

違
え

な
い

よ
う

に
ハ

ン
ド

ル
の

色
を

図
の

位
置

に
合

わ
せ

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

12
. 密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
を

取
付

け
ま

す
。

取
付

方
法

は
お

使
い

に
な

る
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
の

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
13

. タ
ン

ク
フ

レ
ー

ム
⑩

を
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
、六

角
ボ

ル
ト

 
M

8×
16

②
１

本
で

固
定

し
ま

す
。

14
. 1

2.
で

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

固
定

金
具

ⓒ
を

取
付

け
た

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ
を

、ボ
ル

ト
 Ｗ

3/
8×

20
⑪

で
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

⑩
に

固
定

し
ま

す
。

15
. 密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
、バ

ル
ブ

組
立

 Ｅ（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
を

シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
を

巻
い

て
、適

正
ト

ル
ク

で
締

め
付

け
て

く
だ

さ
い

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
 

※
ネ

ジ
は

適
正

ト
ル

ク
で

、過
大

な
力

を
か

け
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
シ

ー
ル

テ
ー

プ
と

シ
ー

ル
剤

を
併

用
す

る
と

シ
ー

ル
剤

が
潤

滑
油

に
な

り
、締

め
す

ぎ
て

割
れ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

の
で

指
定

の
ト

ル
ク

は
適

用
で

き
ま

せ
ん

。 

16
. 5

.で
組

立
て

た
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
と

15
. で

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓒ
に

取
付

け
た

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

の
チ

ー
ズ

側
を

、密
閉

式
接

続
配

管
の

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
⑬

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
両

側
と

も
 G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

 

17
. バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
と

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
間

、密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

エ
ル

ボ
組

立
⑨

と
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

間
を

ヘ
ッ

ダ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

配
管

20
A

ⓗ
で

接
続

し
ま

す
。

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

側
の

接
続

口
は

と
も

に
G

1B
ネ

ジ
で

す
の

で
、パ

ッ
キ

ン
が

必
要

で
す

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
 

※
ネ

ジ
は

適
正

ト
ル

ク
で

、過
大

な
力

を
か

け
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
シ

ー
ル

テ
ー

プ
と

シ
ー

ル
剤

を
併

用
す

る
と

シ
ー

ル
剤

が
潤

滑
油

に
な

り
、締

め
す

ぎ
て

割
れ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

の
で

指
定

の
ト

ル
ク

は
適

用
で

き
ま

せ
ん

。
※

上
下

接
続

銅
管

の
両

端
は

G
ネ

ジ
で

す
。

ゆ
る

み
が

な
い

か
確

認
し

、ゆ
る

み
が

あ
れ

ば
増

し
締

め
を

し
て

く
だ

さ
い

。

6.
　

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

に
5.

で
組

立
て

た
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

を
固

定
し

ま
す

。
・

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①
を

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

の
下

部
枠

と
上

部
枠

に
六

角
ボ

ル
ト

 Ｍ
８

×
１

６
②（

上
部

２
本

、下
部

２
本

）で
固

定
し

ま
す

。

7.
　

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
に

仮
止

め
し

て
あ

る
エ

ル
ボ

を
取

外
し

ま
す

。
8.

　
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
面

カ
バ

―
を

取
外

し
て

、ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

の
”往

き
”の

接
続

口
に

、7
.の

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
を

ハ
ン

ド
ル

が
外

側
に

約
15

°傾
く

よ
う

に
取

付
け

ま
す

。
9.

　
7.

で
バ

ル
ブ

組
立

 Ａ
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

か
ら

取
外

し
た

エ
ル

ボ
を

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
の

温
水

配
管

と
接

続
し

や
す

い
角

度
に

シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
を

巻
い

て
適

正
ト

ル
ク

で
締

め
付

け
ま

す
。

10
. ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
背

面
の

”戻
り

”の
接

続
口

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

、バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
を

ハ
ン

ド
ル

が
外

側
に

約
15

°傾
く

よ
う

に
取

付
け

、天
面

カ
バ

ー
を

元
ど

お
り

に
取

付
け

ま
す

。
11

. バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

と
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
密

閉
式

接
続

配
管（

A
C-

00
12

M
H

）
の

接
続

配
管

⑫
を

接
続

し
ま

す
。

接
続

口
は

両
側

と
も

G
3/

4ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
ネ

ジ
㎏

f・
cm

N・
ｍ

30
～

40
G

3/
4

30
0～

40
0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
40

～
50

R3
/4

40
0～

50
0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
20

～
30

G
1/

2
20

0～
30

0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
40

～
50

G
1

40
0～

50
0

●
配

管
長

と
高

低
差

な
ど

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
、屋

根
融

雪
、ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
１

台
あ

た
り

を
結

ぶ
温

水
回

路
•

最
大

融
雪

配
管

長
…

…
…

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

場
合

 3
90

ｍ
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

屋
根

融
雪

の
場

合
 4

50
ｍ

 1
回

路
最

長
75

m
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

•
最

大
高

低
差

…
…

…
…

…
10

ｍ
 

•
最

小
曲

げ
直

径
…

…
…

…
20

0㎜
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

•
最

大
融

雪
面

積
…

…
…

…
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

は
開

放
式

と
同

じ
面

積
 

屋
根

融
雪

は
設

置
地

域
に

よ
り

、い
ず

れ
も

設
計

・
施

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
記

載
の

面
積

ネ
ジ

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

㎏
f・

cm
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ネ
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締
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ト
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目
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ネ
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締
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ト
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ク
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目
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ｍ
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8
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バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ ッ ダ ー ⓔ

屋
根

融
雪

部
分

屋
根

融
雪

配
管

ⓓ
ヘ ッ ダ ー ⓔ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
 
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、

圧
力

計
は

　
　

 一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。

融
雪

配
管

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式

融
雪

配
管

高
さ

最
大

高
低

差
10

ｍ

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

､死
亡

や
重

傷
な

ど
の

重
大

な
結

果
に

結
び

つ
く

可
能

性
が

あ
る

も
の

警
告

指
示

を
守

る

■“
図

記
号

”の
意

味
は

次
の

と
お

り
で

す
。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

、軽
傷

ま
た

は
家

屋
・

家
財

な
ど

の
損

害
に

結
び

つ
く

も
の

注
意

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

 上
部

枠
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
②

六
角

ボ
ル

ト
 M

8×
16

②
防

雪
架

台
（

高
置

台
）Ⓐ

 下
部

枠

圧
力

計
ⓐ

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

 G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①

上
下

接
続

銅
管

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
⑬

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

天
面

カ
バ

ー
取

外
し

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

“
往

き
”接

続
口

外
側

に
15

°傾
け

る
エ

ル
ボ

の
取

外
し

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

“
戻

り
”接

続
口

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
の

温
水

配
管

と
接

続
し

や
す

い
方

向
で

締
め

付
け

る

外
側

に
15

°傾
け

る

天
面

カ
バ

ー
取

付
け

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
接

続
配

管
⑫

接
続

配
管

⑫
接

続
口

 G
3/

4
ネ

ジ

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

ボ
ル

ト
 W

3/
8⑪

タ
ン

ク
フ

レ
ー

ム
⑩

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

用
固

定
金

具
ⓒ

六
角

ボ
ル

ト
M

8×
16

②
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

⑩



８
．据
付
工
事
編

密
閉
式
バ
ル
ブ
セ
ッ
ト
／
密
閉
式
接
続
配
管

88

JG
79

Y
37

5H
02

●
こ

の
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

/密
閉

式
接

続
配

管
は

、別
売

部
品

の
　

防
雪

架
台（

高
置

台
）M

SC
-1

02
K

D
に

取
付

け
で

き
ま

す
。

●
こ

の
据

付
工

事
説

明
書

に
は

、密
閉

式
の

温
水

配
管

接
続

工
事・

　
液

張
り

工
事・

液
回

路
圧

力
設

定
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
　

配
線

工
事・

試
運

転
等

に
つ

い
て

は
、融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

　
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

販
売

店・
工

事
店

さ
ま

用

三
菱

電
機

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト（
密

閉
式

）用
 接

続
部

材
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

　
　

A
C-

00
11

M
V

密
閉

式
接

続
配

管
　

　
　

　
A

C-
00

12
M

H

据
付

工
事

説
明

書 安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
●

ご
使

用
の

前
に

､こ
の

｢安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い
｣を

よ
く

お
読

み
の

う
え

据
付

け
て

く
だ

さ
い

。
●

こ
こ

に
示

し
た

注
意

事
項

は
、安

全
に

関
す

る
重

要
な

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

の
で

、必
ず

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

●
据

付
工

事
終

了
後

、こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

お
客

さ
ま

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

■
据

付
工

事
部

品
は

、必
ず

当
社

付
属

部
品

お
よ

び
指

定
の

部
品

を
使

用
す

る
。

当
社

指
定

部
品

を
使

用
し

な
い

と
、密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、お

買
上

げ
の

販
売

店
ま

た
は

専
門

業
者

に
依

頼
す

る
。

据
付

け
に

は
専

門
の

知
識

と
技

術
が

必
要

で
す

。
お

客
さ

ま
自

身
で

据
付

工
事

を
さ

れ
不

備
が

あ
る

と
、密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
落

下
等

に
よ

る
ケ

ガ
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
据

付
け

は
、据

付
工

事
説

明
書

に
従

っ
て

確
実

に
行

う
。

据
付

け
に

不
備

が
あ

る
と

、密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

落
下

等
に

よ
る

ケ
ガ

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

■
据

付
時

、安
全

の
た

め
、適

切
な

保
護

具・
工

具
を

使
用

す
る

。
ケ

ガ
の

原
因

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

■
配

管
工

事
は

、融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

据
付

工
事

説
明

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
う

。
配

管
工

事
に

不
備

が
あ

る
と

、ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

防
錆

循
環

液
が

滴
下

し
、汚

損
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
防

雪
架

台・
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
下

に
、物

を
置

か
な

い
。

ド
レ

ン
水

で
汚

損
の

原
因

に
な

り
ま

す
。

■
組

立
の

際
は

、必
ず

指
定

の
締

付
ト

ル
ク

を
守

っ
て

作
業

し
て

く
だ

さ
い

。
指

定
ト

ル
ク

で
締

付
け

し
な

い
と

破
損

の
原

因
に

な
り

ま
す

。

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
部

品
（

別
売

部
品

）

1
使
用
部
品

•
据

付
前

に
下

記
部

品
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
•

部
品

の
数

量
は

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

１
台

分
の

数
量

で
す

。
•

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
に

は
密

閉
式

接
続

配
管（

A
C-

00
12

M
H

）の
部

品
も

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

密
閉

式
接

続
配

管
に

は
、据

付
工

事
説

明
書

は
同

梱
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

の
で

、こ
の

据
付

工
事

説
明

書
を

な
く

さ
な

い
よ

う
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

※
1 

防
錆

循
環

液
の

必
要

量
の

目
安

下
記

の
表

に
記

載
し

合
計

し
ま

す
。（

現
地

で
下

表
の

空
欄

部
分

を
計

算
願

い
ま

す
）

融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
１

３
A

）は
1ⅿ

あ
た

り
0.

13
27

L 
で

す
。

※
2 

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
M

EL
＊

SN
O

W
の

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
計

算
は

一
般

式
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
下

記
グ

ラ
フ

で
選

択
し

た
容

量
よ

り
大

き
い

容
量

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

下
記

グ
ラ

フ
の

横
軸「

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

」は
左

表
の

防
錆

循
環

液
合

計
で

す
。

＜
屋

根
融

雪
の

場
合

＞

＜
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
場

合
＞

１
．ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
往

き
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ま
で

の
配

管
２

．往
き

側
ヘ

ッ
ダ

ー
か

ら
戻

り
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ま
で

の
融

雪
配

管
３

．戻
り

側
ヘ

ッ
ダ

ー
か

ら
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

ま
で

の
配

管
４

．密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
５

．密
閉

式
接

続
配

管
６

．ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
保

有
量（

内
容

積
）

７
．膨

張
タ

ン
ク

追
加

分
1.

5
0.

7
0.

4
0.

5

1.
0

0.
7

0.
4

0.
5

防
錆

循
環

液
合

計

計 余
裕

率
　

計
×

1.
3

項
目

内
容

積（
L）

屋
根

融
雪

ロー
ドヒ

ーテ
ィン

グ

防
雪

架
台

 （
高

置
台

）
M

SC
-1

02
KD

1
Ⓐ記
号

部
品

名
形

名
数

量

据
付
に
関
す
る
注
意
事
項

2

こ
の
据
付
工
事
説
明
書
に
記
載
が
な
い
工
事

1．
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
の

据
付

場
所

の
基

礎
工

事
 

•
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
に

同
梱

の
据

付
工

事
説

明
書

を
参

照
し

専
門

業
者

さ
ま

が
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

2．
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

･屋
根

融
雪

配
管

工
事

•
融

雪
配

管
工

事
は

、❷
「

据
付

に
関

す
る

注
意

事
項

」を
ご

覧
に

な
り

、専
門

業
者

さ
ま

が
施

工
し

て
く

だ
さ

い
。

3．
防

雪
架

台（
高

置
台

）Ⓐ
と

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
取

付
•

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

に
同

梱
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
4．

融
雪

リ
モ

コ
ン

の
取

付
•

融
雪

リ
モ

コ
ン

に
同

梱
の

据
付

工
事

説
明

書
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
5．

降
雪

セ
ン

サ
ー

の
取

付（
屋

根
融

雪
に

は
使

用
で

き
ま

せ
ん

）
•

降
雪

セ
ン

サ
ー

を
使

用
さ

れ
る

場
合

は
、降

雪
セ

ン
サ

ー
の

据
付

工
事

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
6．

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
配

線
工

事
・

試
運

転
•

融
雪

用
温

水
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
に

同
梱

の
据

付
工

事
説

明
書

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

1
2

3
4

裏
面
へ
つ
づ
く

こ
の

製
品

の
性

能・
機

能
を

十
分

に
発

揮
さ

せ
、ま

た
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
、正

し
い

据
付

工
事

が
必

要
で

す
。

据
付

工
事

前
に

こ
の

据
付

工
事

説
明

書
と

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
据

付
工

事
説

明
書

を
必

ず
お

読
み

く
だ

さ
い

。

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
特

殊
工

具

11 5 1 1 1 11 1数
量

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
　

配
管

接
続

口
G

1/
2仕

様
品

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

   
   

 配
管

接
続

口
G

1/
2仕

様
品

防
錆

循
環

液
1,

00
0㏄

ま
た

は
50

0㏄
計

量
カ

ッ
プ

温
水

配
管

締
付

用
モ

ン
キ

レ
ン

チ（
呼

び
寸

法
 3

75
㎜

以
上

）
ト

ル
ク

レ
ン

チ

1 1 1 1 1

㋐記
号

部
品

名
数

量

㋑ ㋒ ㋓ ㋔

融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
 酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

）
ヘ

ッ
ダ

ー（
往

き
用

、戻
り

用
）複

数
回

路
の

場
合

必
要

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ（

ヘ
ッ

ダ
ー

回
路

数
の

往
き

戻
り

回
路

数
分

）
ヘ

ッ
ダ

ー
ボ

ッ
ク

ス
ま

た
は

ヘ
ッ

ダ
ー

固
定

部
材（

必
要

に
応

じ
）

1 1 1 適
量

各
1

回
路

数
×

2
往

き
戻

り
分

1 3 適
量

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

　
※

2 
接

続
口

R3
/4

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa（

20
℃

）

屋
根

融
雪

用
（

推
奨

）

型
式

 S
T-

17
（

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

）
20

18
年

5月
現

在

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
用

（
推

奨
）

型
式

 S
T-

28
（

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

）
20

18
年

5月
現

在

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

用
固

定
金

具
（

推
奨

）低
圧

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

　
型

式
 K

-K
A

N
A

G
U

-2
79

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
20

18
年

5月
現

在

シ
ー

ル
テ

ー
プ（

テ
フ

ロ
ン

テ
ー

プ
）

作
業

用
フ

レ
キ

管
（

両
端

接
続

口
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）、
長

さ
50

0㎜
以

上
）

圧
力

計
 ：

防
水

タ
イ

プ
･接

続
口

R1
/4

最
大

目
盛

0.
6Ｍ

Pa
以

上
ⓐ記
号

部
品

名
数

量

ⓑ ⓒ ⓓ ⓔ ⓕ ⓖ ⓗ ⓙ ⓚ

ヘ
ッ

ダ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

配
管

 2
0A

一
式

•
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

往
き

側
バ

ル
ブ

組
立

 A
③

の
エ

ル
ボ

か
ら

往
き

側
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

ま
で

、お
よ

び
戻

り
側

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
エ

ル
ボ

組
立

⑨
ま

で
•

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

エ
ル

ボ
組

立
⑨

お
よ

び
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
往

き
側

バ
ル

ブ
組

立
 A

③
の

エ
ル

ボ
は

G１
Bネ

ジ
で

す
の

で
パ

ッ
キ

ン
が

必
要

で
す

。

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト（
A

C-
00

11
M

V
）部

品

密
閉

式
接

続
配

管（
A

C-
00

12
M

H
）部

品

現
地

で
準

備
し

て
い

た
だ

く
部

品
（

一
般

市
販

品
）

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

六
角

ボ
ル

ト
　

M
8×

16

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
仮

止
め

エ
ル

ボ

バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ（

緑
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｄ（

橙
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
組

立
 Ｅ（

白
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｆ（

白
ハ

ン
ド

ル
）

バ
ル

ブ
 Ｇ

（
青

ハ
ン

ド
ル

）

エ
ル

ボ
組

立

1
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

　
※

推
奨

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

　
　

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
ST

-1
7形

·S
T-

28
形

設
置

対
応

品

①記
号

部
品

名

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

2
ボ

ル
ト

 Ｗ
3/

8×
20

※
推

奨
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
　

日
立

金
属

株
式

会
社

殿
製

　
ST

-1
7形

·S
T-

28
形

設
置

対
応

品
⑪

11数
量

接
続

配
管

（
パ

ッ
キ

ン
付

）

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
（

パ
ッ

キ
ン

付
）

⑫記
号

部
品

名

⑬

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
容

量
30

.0

密閉式膨張タンク容量（L）

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

28
.0

26
.0

24
.0

22
.0

20
.0

18
.0

16
.0

20

y=
0.

24
43

x 
+ 

14
.5

4

25
30

35
40

45
50

55

屋
根

融
雪

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

容
量

13
.5

密閉式膨張タンク容量（L）

防
錆

循
環

液
容

量（
L）

13
.0

12
.5

12
.0

11
.5

11
.0

10
.5

10
.0

20

y=
0.

01
94

x 
+ 

10
.6

63

30
40

50
60

70
80

90
10

0

※
1

三
菱

防
錆

循
環

液
希

釈
不

要
タ

イ
プ

   
１

L
三

菱
防

錆
循

環
液

希
釈

不
要

タ
イ

プ
  １

0L
三

菱
防

錆
循

環
液

希
釈

不
要

タ
イ

プ
  １

8L

VP
Z-

01
KX

-E
CO

適
量

VP
Z-

10
KX

-E
CO

VP
Z-

18
KX

-E
CO

Ⓕ

温
水
配
管
接
続
工
事

3

温
水
配
管
接
続
工
事
　
つ
づ
き

3

●
温

水
配

管
接

続
工

事（
屋

根
融

雪
の

例
）

配
管

接
続

系
統

図

1.
　

融
雪

配
管

ⓓ
を

屋
根

に
敷

設
し

ま
す

。
2.

　
往

き
と

戻
り

の
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
固

定
位

置
を

決
め

て
、ヘ

ッ
ダ

ー
ボ

ッ
ク

ス
ま

た
は

ヘ
ッ

ダ
ー

固
定

部
材

ⓖ
を

固
定

し
ま

す
。

3.
　

往
き

と
戻

り
の

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
の

分
岐

口
に

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
を

取
付

け
、ヘ

ッ
ダ

ー
固

定
部

材
ⓖ

に
固

定
し

ま
す

。
4.

　
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

の
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

と
融

雪
配

管
ⓓ

を
接

続
し

ま
す

。
5.

　
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
、圧

力
計

ⓐ
、バ

ル
ブ

 Ｆ（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
、バ

ル
ブ

 Ｇ
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

、
バ

ル
ブ

 Ｄ（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、エ

ル
ボ

組
立

⑨
を

図
の

位
置

へ
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

適
正

ト
ル

ク
で

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）は
い

ず
れ

も
片

側
が

R1
/2

ネ
ジ

、片
側

が
G

1/
2B

ネ
ジ

で
す

。R
1/

2
ネ

ジ
側

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①
の

配
管

に
締

め
付

け
ま

す
。

G
1/

2B
ネ

ジ
側

と
間

違
え

な
い

よ
う

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
※

バ
ル

ブ
は

同
じ

寸
法

で
す

の
で

、位
置

を
間

違
え

な
い

よ
う

に
ハ

ン
ド

ル
の

色
を

図
の

位
置

に
合

わ
せ

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

12
. 密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
を

取
付

け
ま

す
。

取
付

方
法

は
お

使
い

に
な

る
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
の

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
13

. タ
ン

ク
フ

レ
ー

ム
⑩

を
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

の
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
、六

角
ボ

ル
ト

 
M

8×
16

②
１

本
で

固
定

し
ま

す
。

14
. 1

2.
で

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

固
定

金
具

ⓒ
を

取
付

け
た

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ
を

、ボ
ル

ト
 Ｗ

3/
8×

20
⑪

で
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

⑩
に

固
定

し
ま

す
。

15
. 密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
、バ

ル
ブ

組
立

 Ｅ（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
を

シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
を

巻
い

て
、適

正
ト

ル
ク

で
締

め
付

け
て

く
だ

さ
い

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
 

※
ネ

ジ
は

適
正

ト
ル

ク
で

、過
大

な
力

を
か

け
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
シ

ー
ル

テ
ー

プ
と

シ
ー

ル
剤

を
併

用
す

る
と

シ
ー

ル
剤

が
潤

滑
油

に
な

り
、締

め
す

ぎ
て

割
れ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

の
で

指
定

の
ト

ル
ク

は
適

用
で

き
ま

せ
ん

。 

16
. 5

.で
組

立
て

た
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
と

15
. で

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓒ
に

取
付

け
た

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

の
チ

ー
ズ

側
を

、密
閉

式
接

続
配

管
の

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
⑬

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
両

側
と

も
 G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

 

17
. バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
と

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
間

、密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

エ
ル

ボ
組

立
⑨

と
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

間
を

ヘ
ッ

ダ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

配
管

20
A

ⓗ
で

接
続

し
ま

す
。

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

側
の

接
続

口
は

と
も

に
G

1B
ネ

ジ
で

す
の

で
、パ

ッ
キ

ン
が

必
要

で
す

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
 

※
ネ

ジ
は

適
正

ト
ル

ク
で

、過
大

な
力

を
か

け
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

※
シ

ー
ル

テ
ー

プ
と

シ
ー

ル
剤

を
併

用
す

る
と

シ
ー

ル
剤

が
潤

滑
油

に
な

り
、締

め
す

ぎ
て

割
れ

な
ど

の
原

因
に

な
り

ま
す

の
で

指
定

の
ト

ル
ク

は
適

用
で

き
ま

せ
ん

。
※

上
下

接
続

銅
管

の
両

端
は

G
ネ

ジ
で

す
。

ゆ
る

み
が

な
い

か
確

認
し

、ゆ
る

み
が

あ
れ

ば
増

し
締

め
を

し
て

く
だ

さ
い

。

6.
　

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

に
5.

で
組

立
て

た
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

を
固

定
し

ま
す

。
・

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①
を

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

の
下

部
枠

と
上

部
枠

に
六

角
ボ

ル
ト

 Ｍ
８

×
１

６
②（

上
部

２
本

、下
部

２
本

）で
固

定
し

ま
す

。

7.
　

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
に

仮
止

め
し

て
あ

る
エ

ル
ボ

を
取

外
し

ま
す

。
8.

　
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

天
面

カ
バ

―
を

取
外

し
て

、ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

の
”往

き
”の

接
続

口
に

、7
.の

バ
ル

ブ
組

立
 Ａ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
を

ハ
ン

ド
ル

が
外

側
に

約
15

°傾
く

よ
う

に
取

付
け

ま
す

。
9.

　
7.

で
バ

ル
ブ

組
立

 Ａ
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

か
ら

取
外

し
た

エ
ル

ボ
を

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
の

温
水

配
管

と
接

続
し

や
す

い
角

度
に

シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
を

巻
い

て
適

正
ト

ル
ク

で
締

め
付

け
ま

す
。

10
. ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
背

面
の

”戻
り

”の
接

続
口

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

、バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
を

ハ
ン

ド
ル

が
外

側
に

約
15

°傾
く

よ
う

に
取

付
け

、天
面

カ
バ

ー
を

元
ど

お
り

に
取

付
け

ま
す

。
11

. バ
ル

ブ
組

立
 Ｂ（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

と
バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
密

閉
式

接
続

配
管（

A
C-

00
12

M
H

）
の

接
続

配
管

⑫
を

接
続

し
ま

す
。

接
続

口
は

両
側

と
も

G
3/

4ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
配

管
締

付
ト

ル
ク

の
目

安
ネ

ジ
㎏

f・
cm

N・
ｍ

30
～

40
G

3/
4

30
0～

40
0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
40

～
50

R3
/4

40
0～

50
0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
20

～
30

G
1/

2
20

0～
30

0

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
40

～
50

G
1

40
0～

50
0

●
配

管
長

と
高

低
差

な
ど

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
、屋

根
融

雪
、ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
１

台
あ

た
り

を
結

ぶ
温

水
回

路
•

最
大

融
雪

配
管

長
…

…
…

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

場
合

 3
90

ｍ
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

屋
根

融
雪

の
場

合
 4

50
ｍ

 1
回

路
最

長
75

m
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

•
最

大
高

低
差

…
…

…
…

…
10

ｍ
 

•
最

小
曲

げ
直

径
…

…
…

…
20

0㎜
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

の
場

合
）

•
最

大
融

雪
面

積
…

…
…

…
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

は
開

放
式

と
同

じ
面

積
 

屋
根

融
雪

は
設

置
地

域
に

よ
り

、い
ず

れ
も

設
計

・
施

工
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
記

載
の

面
積

ネ
ジ

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

㎏
f・

cm
N・

ｍ

R1
/2

25
～

35
25

0～
35

0
R3

/4
40

～
50

40
0～

50
0

R1
/4

10
～

15
10

0～
15

0

G
3/

4
30

～
40

30
0～

40
0

ネ
ジ

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

㎏
f・

cm
N・

ｍ

W
3/

8
24

.5
24

5
M

8
12

.5
12

5

ネ
ジ

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

㎏
f・

cm
N・

ｍ
M

8
12

.5
12

5

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ ッ ダ ー ⓔ

屋
根

融
雪

部
分

屋
根

融
雪

配
管

ⓓ
ヘ ッ ダ ー ⓔ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
 
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、

圧
力

計
は

　
　

 一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。

融
雪

配
管

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式

融
雪

配
管

高
さ

最
大

高
低

差
10

ｍ

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

､死
亡

や
重

傷
な

ど
の

重
大

な
結

果
に

結
び

つ
く

可
能

性
が

あ
る

も
の

警
告

指
示

を
守

る

■“
図

記
号

”の
意

味
は

次
の

と
お

り
で

す
。

誤
っ

た
取

扱
い

を
し

た
と

き
に

、軽
傷

ま
た

は
家

屋
・

家
財

な
ど

の
損

害
に

結
び

つ
く

も
の

注
意

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①

防
雪

架
台（

高
置

台
）Ⓐ

 上
部

枠
六

角
ボ

ル
ト

M
8×

16
②

六
角

ボ
ル

ト
 M

8×
16

②
防

雪
架

台
（

高
置

台
）Ⓐ

 下
部

枠

圧
力

計
ⓐ

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

 G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
ボ

ー
ド

①

上
下

接
続

銅
管

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

タ
ン

ク
フ

レ
キ

管
⑬

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

天
面

カ
バ

ー
取

外
し

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

“
往

き
”接

続
口

外
側

に
15

°傾
け

る
エ

ル
ボ

の
取

外
し

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

背
面

“
戻

り
”接

続
口

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
か

ら
の

温
水

配
管

と
接

続
し

や
す

い
方

向
で

締
め

付
け

る

外
側

に
15

°傾
け

る

天
面

カ
バ

ー
取

付
け

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
接

続
配

管
⑫

接
続

配
管

⑫
接

続
口

 G
3/

4
ネ

ジ

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

ボ
ル

ト
 W

3/
8⑪

タ
ン

ク
フ

レ
ー

ム
⑩

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

用
固

定
金

具
ⓒ

六
角

ボ
ル

ト
M

8×
16

②
タ

ン
ク

フ
レ

ー
ム

⑩
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付
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密
閉
式
バ
ル
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セ
ッ
ト
／
密
閉
式
接
続
配
管
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5 7

6

液
回

路
圧

力
設

定
6

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

　
つ

づ
き

7

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

7●
防
錆
循
環
液
追
加
圧
力
設
定

•
液

回
路

圧
力

設
定

は
バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
を

開
い

た
状

態
で

行
い

ま
す

。

1.
　

圧
力

計
ⓐ

の
指

示
値

が
0.

1M
Pa

に
な

る
よ

う
に

圧
力

を
調

整
し

ま
す

。
•

圧
力

を
下

げ
る

に
は

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

く
な

ど
で

充
填

し
た

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
温

水
回

路
か

ら
抜

き
ま

す
。

•
圧

力
を

上
げ

る
に

は
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

で
温

水
回

路
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
追

加
し

ま
す

。
2.

　
圧

力
計

ⓐ
の

指
示

値
が

0.
1M

Pa
に

な
っ

た
こ

と
を

確
認

し
、バ

ル
ブ

G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

閉
じ

ま
す

。
3.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

空
に

し
て

、テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
に

計
量

カ
ッ

プ
㋒

を
使

い
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

1,
00

0㏄
い

れ
ま

す
。

4.
　

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
の

ホ
ー

ス
と

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

を
エ

ア
抜

き
し

、防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
満

た
し

ま
す

。
5.

　
作

業
用

フ
レ

キ
管

を
接

続
し

た
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

を
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
に

接
続

し
ま

す
。

6.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

き
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
内

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

全
て

温
水

回
路

に
追

加
し

、テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
内

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
が

空
に

な
っ

て
か

ら
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

閉
じ

ま
す

。
7.

　
圧

力
計

ⓐ
の

指
示

値（
シ

ス
テ

ム
圧

）を
確

認
し

ま
す

。
圧

力
の

目
安

は
下

記
の

表
で

す
が

変
動

が
あ

り
ま

す
の

で
、お

お
よ

そ
の

目
安

と
し

て
く

だ
さ

い
。

（
こ

の
グ

ラ
フ

は
、タ

ン
ク

内
容

積
16

.6
L、

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
で

、気
温

と
防

錆
循

環
液

の
温

度
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

温
度

が
同

じ
場

合
の

目
安

で
す

）
（

運
転

し
た

り
太

陽
光

の
影

響
な

ど
で

、防
錆

循
環

液
の

温
度

が
高

い
と

き
や

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
温

度
が

気
温

よ
り

高
い

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
は

こ
れ

よ
り

高
く

な
り

ま
す

）

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
据

付
工

事
手

順
は

屋
根

融
雪

と
ほ

ぼ
同

じ
で

す
が

、融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）ⓓ

の
設

置
環

境
や

最
大

長
が

異
な

る
た

め
、

変
更

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
箇

所
が

あ
り

ま
す

。こ
こ

で
は

そ
の

主
な

相
違

点
を

解
説

し
ま

す
。

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

、屋
根

融
雪

と
の

下
記

相
違

点
を

理
解

し
、据

付
工

事
を

お
願

い
し

ま
す

。

1.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
防

雪
架

台
Ⓐ

の
近

く
に

固
定

し
ま

す
。

❸
温

水
配

管
接

続
工

事
で

、屋
根

融
雪

は
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
屋

根
融

雪
面

の
近

く
に

設
置

し
ま

す
が

、ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
防

雪
架

台
Ⓐ

の
近

く
に

設
置

し
ま

す
。

ヘ
ッ

ダ
ー

取
付

板
は

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

横
に

取
付

け
で

き
ま

す
が

、ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
を

取
付

け
る

際
は

下
記

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
・

 配
管

の
前

後
方

向
の

寸
法

が
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

と
異

な
り

ま
す

の
で

、ヘ
ッ

ダ
ー

側
で

取
付

け
高

さ
を

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
・

 密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
も

あ
り

ス
ペ

ー
ス

が
狭

く
な

り
ま

す
の

で
、ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
配

置
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

・
 バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
締

め
付

け
る

エ
ル

ボ
組

立
⑨

は
接

続
先

で
あ

る
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
位

置
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

接
続

し
や

す
い

向
き

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

適
正

ト
ル

ク
で

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
次

ペ
ー

ジ
配

管
接

続
系

統
図

例
参

照
）

2.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、融

雪
配

管
ⓓ

の
最

大
長

と
防

錆
循

環
液

最
大

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

4.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
と

屋
根

融
雪

ⓓ
で

は
防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

必
要

量
の

目
安

が
異

な
り

ま
す

。
融

雪
配

管
ⓓ

の
最

大
長

や
、防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

最
大

量
、防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

追
加

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

屋
根

融
雪

で
は

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
が

膨
張

収
縮

し
や

す
い

た
め

余
裕

率
1.

3を
設

定
し

ま
す

が
、架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
る

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
こ

の
余

裕
率

は
設

定
し

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

防
錆

循
環

液
Ⓕ

の
必

要
量

の
目

安
の

計
算

も
異

な
り

ま
す

。
❶

使
用

部
品

の
防

錆
循

環
液

の
必

要
量

の
目

安
の

表
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

5.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

の
容

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
融

雪
配

管
ⓓ

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
し

ま
す

。
そ

の
た

め
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

の
膨

張
収

縮
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
と

同
じ

に
な

り
、屋

根
融

雪
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

な
り

ま
す

。
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

の
温

度
変

化
に

よ
る

膨
張

収
縮

が
抑

え
ら

れ
、防

錆
循

環
液

単
体

の
膨

張
収

縮
量

が
そ

の
ま

ま
影

響
す

る
た

め
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

の
必

要
容

量
が

大
き

く
な

り
ま

す
。

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
の

違
い

は
❶

使
用

部
品

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

容
量

の
グ

ラ
フ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

推
奨

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
 型

式
 S

T-
28

 は
、屋

根
融

雪
で

推
奨

の
 型

式
 S

T-
17

 と
直

径
が

同
じ

で
高

さ
が

異
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、取
付

け
時

に
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

が
地

面
に

触
れ

な
い

よ
う

に
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
の

取
付

け
高

さ
を

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。

6.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
加

圧
処

理
工

事
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
融

雪
配

管（
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）ⓓ
が

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
で

埋
設

さ
れ

る
た

め
、加

圧
処

理
は

不
要

で
す

。

7.
　

28
Ｌ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

を
使

用
し

た
場

合
の

施
工

完
了

時
の

シ
ス

テ
ム

圧
力

目
安

28
Ｌ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

を
使

用
し

た
場

合
の

外
気

温
と

シ
ス

テ
ム

圧
力

の
関

係
は

お
よ

そ
下

記
の

グ
ラ

フ
に

な
り

ま
す

。
（

こ
の

グ
ラ

フ
は

、タ
ン

ク
内

容
積

28
L、

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
で

、気
温

と
防

錆
循

環
液

の
温

度
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

温
度

が
同

じ
場

合
の

目
安

で
す

）
（

運
転

し
た

り
太

陽
光

の
影

響
な

ど
で

、防
錆

循
環

液
の

温
度

が
高

い
と

き
や

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
温

度
が

気
温

よ
り

高
い

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
は

こ
れ

よ
り

高
く

な
り

ま
す

）

3.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、❻

液
回

路
圧

力
設

定
時

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

追
加

量
が

異
な

り
ま

す
。

❻
液

回
路

圧
力

設
定

時
、追

加
す

る
防

錆
循

環
液

量
が

屋
根

融
雪

の
1,

00
0c

cに
対

し
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

1,
50

0c
c必

要
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
は

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
、防

錆
循

環
液

の
膨

張
･収

縮
の

影
響

が
大

き
く

な
る

た
め

で
す

。

8.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

か
ら

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

と
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

を
取

外
し

、
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
、バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
の

接
続

口
に

袋
ナ

ッ
ト

を
固

定
し

ま
す

。
袋

ナ
ッ

ト
は

Ｇ
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。

8

16
.6

Lの
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
と

シ
ス

テ
ム

圧
力

目
安

0.
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システム圧力（MPa）

据
付

工
事

時
気

温（
℃

）

0.
16

0.
15

0.
14

0.
13

0.
12

0.
11

0.
10

-1
0

0
10

20
30

40

〒
4

2
2

-8
5

2
8

  静
岡

市
駿

河
区

小
鹿

3
-1

8
-1

　
☎

 (
0

5
4

)2
8

7
-3

2
5

1

28
Lの

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
目

安
0.

17

システム圧力（MPa）

据
付

工
事

時
気

温（
℃

）

0.
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0.
15

0.
14

0.
13

0.
12

0.
11

0.
10

-1
0

0
10

20
30

40

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
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テ
ィ

ン
グ

60
ｍ

/回
路

工
法

融
雪

方
式

参
考

　
屋

根
融

雪

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

融
雪

配
管

種
類

防
錆

循
環

液
最

大
量（

Ｌ
）

最
大

配
管

長（
ｍ

）
1回

路

60 75

39
0

45
0

55 10
0

全
長

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
20

～
30

G
1/

2
20

0～
30

0

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

 

配
管

接
続

系
統

図
例

液
張

り
工

事
4

液
張

り
工

事
　

つ
づ

き
4

加
圧

処
理

工
事

 （
屋

根
融

雪
の

場
合

の
み

必
要

）
5

1.
　

バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

、バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

の
袋

ナ
ッ

ト
を

取
外

し
ま

す
。

※
袋

ナ
ッ

ト
は

据
付

完
了

後
使

用
し

ま
す

の
で

パ
ッ

キ
ン

と
と

も
に

大
切

に
保

管
し

て
く

だ
さ

い
。 

2.
　

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

の
吐

出
口

と
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
を

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

3.
　

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

の
戻

り
口

と
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

4.
　

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

に
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

接
続

し
、反

対
側

を
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
の

液
だ

め
に

液
が

入
る

よ
う

に
設

置
し

ま
す

。
バ

ル
ブ

組
立

 E（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
と

の
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

5.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）と

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

を
閉

に
し

ま
す

。 
6.

　
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
、バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
開

に
し

ま
す

。
7.

　
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
注

入
し

ま
す

。 
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
13

A
の

防
錆

循
環

液
量

の
目

安（
L）

は
0.

13
27

×
配

管
長（

m
）で

す
）

（
防

錆
循

環
液

量
の

目
安

と
し

て
ご

利
用

く
だ

さ
い

）
8.

　
融

雪
配

管
ⓓ

を
ヘ

ッ
ダ

ー
で

複
数

回
路

に
分

け
て

い
る

場
合

は
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
バ

ル
ブ

ⓕ
で

１
回

路
だ

け
開

き
、

他
の

分
岐

口
は

閉
に

し
ま

す
。

9.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）と

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

が
と

も
に

閉
で

あ
る

こ
と

を
再

度
確

認
し

ま
す

。
10

. 加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

を
運

転
し

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

を
行

い
ま

す
。

11
. エ

ア
セ

パ
レ

ー
タ

ー
か

ら
空

気
を

抜
け

や
す

く
す

る
た

め
エ

ア
セ

パ
レ

ー
タ

ー
の

エ
ア

抜
き

つ
ま

み
を

緩
め

ま
す

。
12

. 加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

内
の

防
錆

循
環

液
Ⓕ

が
減

少
し

ま
す

の
で

、防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
追

加
し

ま
す

。
13

. １
回

路
の

エ
ア

ー
が

完
全

に
抜

け
る

ま
で（

空
気

の
抜

け
る

音（
ボ

コ
ボ

コ
音

）が
な

く
な

り
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
の

戻
り

口
の

気
泡

や
液

面
の

変
動

が
無

く
な

る
ま

で
）加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
を

運
転

し
ま

す
。

14
. 同

様
に

ほ
か

の
回

路
も

ヘ
ッ

ダ
ー

の
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

を
切

り
替

え
て

１
回

路
づ

つ
液

張
り

と
エ

ア
抜

き
を

繰
り

返
し

ま
す

。
15

. 全
回

路
の

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

が
完

了
し

た
ら

ヘ
ッ

ダ
ー

の
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

を
す

べ
て

開
き

、全
回

路
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
流

し
ま

す
。

16
. バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
と

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

を
開

き
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
回

路
の

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

を
し

ま
す

。
17

. エ
ア

抜
き

が
完

了
し

た
ら

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

を
閉

じ
、バ

ル
ブ

組
立

 E（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
か

ら
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

取
外

し
て

先
端

に
袋

ナ
ッ

ト
を

取
付

ま
す

。 
袋

ナ
ッ

ト
は

Ｇ
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
18

. バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）を

開
き

ま
す

。
19

. バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

に
し

、加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

を
停

止
し

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

を
取

外
し

ま
す

。 

●
液
張
り
と
エ
ア
抜
き

●
加
圧
処
理

•
融

雪
配

管
ⓑ

は
圧

力
に

よ
り

膨
張

す
る

た
め

加
圧

処
理

を
行

い
、以

降
の

圧
力

に
よ

る
膨

張
を

な
く

し
ま

す
。

•
圧

力
を

か
け

る
と

き
は

橙
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

1個
と

緑
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

3個
は

必
ず

閉
に

し
て

、青
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

か
ら

圧
力

を
か

け
ま

す
。

※
加

圧
処

理
は

屋
根

融
雪

の
場

合
の

み
必

要
で

す
。

　
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

、融
雪

配
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
る

た
め

、加
圧

処
理

は
不

要
で

す
。

1.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）、

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

、バ
ル

ブ
組

立
 A（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

、バ
ル

ブ
組

立
 B（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
閉

じ
、ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
本

体
、逃

し
弁

お
よ

び
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
圧

力
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

し
ま

す
。

2.
　

バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

は
閉

じ
ま

す
。

3.
　

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
は

往
き

側
、戻

り
側

と
も

に
全

て
開

い
て

お
き

ま
す

。
4.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

に
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

0.
5～

2L（
融

雪
配

管
長

で
変

わ
り

ま
す

）程
度

入
れ

ま
す

。
5.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

に
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

接
続

し
ま

す
。

接
続

口
は

G
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
6.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

、ホ
ー

ス
お

よ
び

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

内
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
満

た
し

ま
す

。
（

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
の

ホ
ー

ス
お

よ
び

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

内
の

エ
ア

抜
き

を
し

ま
す

）
7.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

に
接

続
し

た
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

に
接

続
し

ま
す

。
8.

　
バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）と
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

が
閉

で
あ

る
こ

と
を

再
度

確
認

し
ま

す
。

9.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

き
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

、融
雪

配
管

ⓓ
に

０
.4

M
Pa

を
目

安
に

圧
力

を
か

け
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
バ

ル
ブ

を
閉

じ
ま

す
。

10
. 融

雪
配

管
ⓓ

が
膨

れ
、圧

力
は

す
ぐ

下
が

り
ま

す
が

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

に
し

て
、そ

の
ま

ま
１

時
間

以
上

放
置

し
ま

す
。

11
. 配

管
の

各
場

所
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

の
漏

れ
が

無
い

か
確

認
し

ま
す

。
12

.１
時

間
以

上
経

過
後

、圧
力

計
ⓐ

の
指

示
値

を
確

認
し

ま
す

。
指

示
値

が
0.

17
M

Pa
以

上
の

場
合

は
、0

.1
7M

Pa
以

下
に

な
る

ま
で

放
置

す
る

か
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

と
作

業
用

フ
レ

キ
管

の
接

続
口

を
取

外
し

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

い
て

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
抜

き
、0

.1
7M

Pa
以

下
に

な
る

よ
う

に
調

整
し

、バ
ル

ブ
G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

じ
ま

す
。

※
0.

17
M

Pa
以

下
に

す
る

理
由

は
次

の
工

程
で

逃
し

弁
が

作
動

し
液

漏
れ

す
る

の
を

防
止

す
る

た
め

で
す

。
13

. 0
.1

7M
Pa

以
下

に
な

っ
た

ら
、バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

、バ
ル

ブ
組

立
 B（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
開

き
ま

す
。

14
. ユ

ニ
ッ

ト
な

ど
に

圧
力

が
か

か
り

、圧
力

計
の

指
示

値
が

下
が

り
ま

す
。

配
管

接
続

系
統

図
※

本
系

統
図

に
て

各
バ

ル
ブ

の
位

置
を

確
認

の
う

え
、下

記
手

順
に

従
い

作
業

し
て

く
だ

さ
い

。

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

エ
ル

ボ
組

立
⑨

へ

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
へ

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

エ
ア

抜
き

 
つ

ま
み

静
岡

事
業

所

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

ホ
ー

ス

レ
バ

ー

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

ホ
ー

ス

レ
バ

ー

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
バ

ル
ブ

 F
（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

エ
ア

抜
き

 
つ

ま
み

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
へ

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
バ

ル
ブ

 G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
バ

ル
ブ

 F
（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

吐
出

口

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

戻
り

口

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ ッ ダ ー ⓔ

屋
根

融
雪

部
分

屋
根

融
雪

配
管

ⓓ
ヘ ッ ダ ー ⓔ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、圧

力
計

は
　

一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
融

雪
配

管
ⓓ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、圧

力
計

は
　

一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。
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6

液
回

路
圧

力
設

定
6

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

　
つ

づ
き

7

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

7●
防
錆
循
環
液
追
加
圧
力
設
定

•
液

回
路

圧
力

設
定

は
バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④
を

開
い

た
状

態
で

行
い

ま
す

。

1.
　

圧
力

計
ⓐ

の
指

示
値

が
0.

1M
Pa

に
な

る
よ

う
に

圧
力

を
調

整
し

ま
す

。
•

圧
力

を
下

げ
る

に
は

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

く
な

ど
で

充
填

し
た

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
温

水
回

路
か

ら
抜

き
ま

す
。

•
圧

力
を

上
げ

る
に

は
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

で
温

水
回

路
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
追

加
し

ま
す

。
2.

　
圧

力
計

ⓐ
の

指
示

値
が

0.
1M

Pa
に

な
っ

た
こ

と
を

確
認

し
、バ

ル
ブ

G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

閉
じ

ま
す

。
3.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

空
に

し
て

、テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
に

計
量

カ
ッ

プ
㋒

を
使

い
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

1,
00

0㏄
い

れ
ま

す
。

4.
　

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
の

ホ
ー

ス
と

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

を
エ

ア
抜

き
し

、防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
満

た
し

ま
す

。
5.

　
作

業
用

フ
レ

キ
管

を
接

続
し

た
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

を
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
に

接
続

し
ま

す
。

6.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

き
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
内

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

全
て

温
水

回
路

に
追

加
し

、テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
内

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
が

空
に

な
っ

て
か

ら
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

閉
じ

ま
す

。
7.

　
圧

力
計

ⓐ
の

指
示

値（
シ

ス
テ

ム
圧

）を
確

認
し

ま
す

。
圧

力
の

目
安

は
下

記
の

表
で

す
が

変
動

が
あ

り
ま

す
の

で
、お

お
よ

そ
の

目
安

と
し

て
く

だ
さ

い
。

（
こ

の
グ

ラ
フ

は
、タ

ン
ク

内
容

積
16

.6
L、

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
で

、気
温

と
防

錆
循

環
液

の
温

度
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

温
度

が
同

じ
場

合
の

目
安

で
す

）
（

運
転

し
た

り
太

陽
光

の
影

響
な

ど
で

、防
錆

循
環

液
の

温
度

が
高

い
と

き
や

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
温

度
が

気
温

よ
り

高
い

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
は

こ
れ

よ
り

高
く

な
り

ま
す

）

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
据

付
工

事
手

順
は

屋
根

融
雪

と
ほ

ぼ
同

じ
で

す
が

、融
雪

配
管（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）ⓓ

の
設

置
環

境
や

最
大

長
が

異
な

る
た

め
、

変
更

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
箇

所
が

あ
り

ま
す

。こ
こ

で
は

そ
の

主
な

相
違

点
を

解
説

し
ま

す
。

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

、屋
根

融
雪

と
の

下
記

相
違

点
を

理
解

し
、据

付
工

事
を

お
願

い
し

ま
す

。

1.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
防

雪
架

台
Ⓐ

の
近

く
に

固
定

し
ま

す
。

❸
温

水
配

管
接

続
工

事
で

、屋
根

融
雪

は
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
屋

根
融

雪
面

の
近

く
に

設
置

し
ま

す
が

、ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

を
防

雪
架

台
Ⓐ

の
近

く
に

設
置

し
ま

す
。

ヘ
ッ

ダ
ー

取
付

板
は

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
の

横
に

取
付

け
で

き
ま

す
が

、ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
を

取
付

け
る

際
は

下
記

に
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
・

 配
管

の
前

後
方

向
の

寸
法

が
密

閉
式

バ
ル

ブ
セ

ッ
ト

と
異

な
り

ま
す

の
で

、ヘ
ッ

ダ
ー

側
で

取
付

け
高

さ
を

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。
・

 密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
も

あ
り

ス
ペ

ー
ス

が
狭

く
な

り
ま

す
の

で
、ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
配

置
に

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

・
 バ

ル
ブ

組
立

ボ
ー

ド
①

に
締

め
付

け
る

エ
ル

ボ
組

立
⑨

は
接

続
先

で
あ

る
ヘ

ッ
ダ

ー
ⓔ

の
位

置
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

接
続

し
や

す
い

向
き

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

を
巻

い
て

適
正

ト
ル

ク
で

締
め

付
け

て
く

だ
さ

い
。

（
次

ペ
ー

ジ
配

管
接

続
系

統
図

例
参

照
）

2.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、融

雪
配

管
ⓓ

の
最

大
長

と
防

錆
循

環
液

最
大

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

4.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
と

屋
根

融
雪

ⓓ
で

は
防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

必
要

量
の

目
安

が
異

な
り

ま
す

。
融

雪
配

管
ⓓ

の
最

大
長

や
、防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

最
大

量
、防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

追
加

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

屋
根

融
雪

で
は

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
が

膨
張

収
縮

し
や

す
い

た
め

余
裕

率
1.

3を
設

定
し

ま
す

が
、架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
る

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
こ

の
余

裕
率

は
設

定
し

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

防
錆

循
環

液
Ⓕ

の
必

要
量

の
目

安
の

計
算

も
異

な
り

ま
す

。
❶

使
用

部
品

の
防

錆
循

環
液

の
必

要
量

の
目

安
の

表
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

5.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

の
容

量
が

屋
根

融
雪

と
は

異
な

り
ま

す
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
融

雪
配

管
ⓓ

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
し

ま
す

。
そ

の
た

め
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

の
膨

張
収

縮
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
と

同
じ

に
な

り
、屋

根
融

雪
よ

り
は

る
か

に
少

な
く

な
り

ま
す

。
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

の
温

度
変

化
に

よ
る

膨
張

収
縮

が
抑

え
ら

れ
、防

錆
循

環
液

単
体

の
膨

張
収

縮
量

が
そ

の
ま

ま
影

響
す

る
た

め
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

の
必

要
容

量
が

大
き

く
な

り
ま

す
。

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
容

量
の

違
い

は
❶

使
用

部
品

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

容
量

の
グ

ラ
フ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

推
奨

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
 型

式
 S

T-
28

 は
、屋

根
融

雪
で

推
奨

の
 型

式
 S

T-
17

 と
直

径
が

同
じ

で
高

さ
が

異
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、取
付

け
時

に
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

が
地

面
に

触
れ

な
い

よ
う

に
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
用

固
定

金
具

ⓒ
の

取
付

け
高

さ
を

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。

6.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
加

圧
処

理
工

事
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
融

雪
配

管（
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）ⓓ
が

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
で

埋
設

さ
れ

る
た

め
、加

圧
処

理
は

不
要

で
す

。

7.
　

28
Ｌ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

を
使

用
し

た
場

合
の

施
工

完
了

時
の

シ
ス

テ
ム

圧
力

目
安

28
Ｌ

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

を
使

用
し

た
場

合
の

外
気

温
と

シ
ス

テ
ム

圧
力

の
関

係
は

お
よ

そ
下

記
の

グ
ラ

フ
に

な
り

ま
す

。
（

こ
の

グ
ラ

フ
は

、タ
ン

ク
内

容
積

28
L、

空
気

封
入

圧
力

0.
13

M
Pa

の
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
で

、気
温

と
防

錆
循

環
液

の
温

度
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
の

温
度

が
同

じ
場

合
の

目
安

で
す

）
（

運
転

し
た

り
太

陽
光

の
影

響
な

ど
で

、防
錆

循
環

液
の

温
度

が
高

い
と

き
や

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

の
温

度
が

気
温

よ
り

高
い

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
は

こ
れ

よ
り

高
く

な
り

ま
す

）

3.
　

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
、❻

液
回

路
圧

力
設

定
時

の
防

錆
循

環
液

Ⓕ
の

追
加

量
が

異
な

り
ま

す
。

❻
液

回
路

圧
力

設
定

時
、追

加
す

る
防

錆
循

環
液

量
が

屋
根

融
雪

の
1,

00
0c

cに
対

し
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

1,
50

0c
c必

要
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
は

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

は
架

橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
、防

錆
循

環
液

の
膨

張
･収

縮
の

影
響

が
大

き
く

な
る

た
め

で
す

。

8.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

か
ら

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

と
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

を
取

外
し

、
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
、バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
の

接
続

口
に

袋
ナ

ッ
ト

を
固

定
し

ま
す

。
袋

ナ
ッ

ト
は

Ｇ
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。

8

16
.6

Lの
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
と

シ
ス

テ
ム

圧
力

目
安
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28
Lの

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

と
シ

ス
テ

ム
圧

力
目

安
0.

17

システム圧力（MPa）

据
付

工
事

時
気

温（
℃

）

0.
16

0.
15

0.
14

0.
13

0.
12

0.
11

0.
10

-1
0

0
10

20
30

40

密
閉

式
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

60
ｍ

/回
路

工
法

融
雪

方
式

参
考

　
屋

根
融

雪

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
酸

素
透

過
防

止
タ

イ
プ

13
A

融
雪

配
管

種
類

防
錆

循
環

液
最

大
量（

Ｌ
）

最
大

配
管

長（
ｍ

）
1回

路

60 75

39
0

45
0

55 10
0

全
長

ネ
ジ

㎏
f・

cm
N・

ｍ
20

～
30

G
1/

2
20

0～
30

0

配
管

締
付

ト
ル

ク
の

目
安

 

配
管

接
続

系
統

図
例

液
張

り
工

事
4

液
張

り
工

事
　

つ
づ

き
4

加
圧

処
理

工
事

 （
屋

根
融

雪
の

場
合

の
み

必
要

）
5

1.
　

バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

、バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

の
袋

ナ
ッ

ト
を

取
外

し
ま

す
。

※
袋

ナ
ッ

ト
は

据
付

完
了

後
使

用
し

ま
す

の
で

パ
ッ

キ
ン

と
と

も
に

大
切

に
保

管
し

て
く

だ
さ

い
。 

2.
　

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

の
吐

出
口

と
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
を

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

3.
　

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

の
戻

り
口

と
バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
を

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

で
接

続
し

ま
す

。
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

4.
　

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

に
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

接
続

し
、反

対
側

を
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
の

液
だ

め
に

液
が

入
る

よ
う

に
設

置
し

ま
す

。
バ

ル
ブ

組
立

 E（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
と

の
接

続
口

は
G

1/
2ネ

ジ（
パ

ッ
キ

ン
付

）の
た

め
、シ

ー
ル

テ
ー

プ
ⓚ

は
不

要
で

す
。

5.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）と

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

を
閉

に
し

ま
す

。 
6.

　
バ

ル
ブ

 F（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
、バ

ル
ブ

 G（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
開

に
し

ま
す

。
7.

　
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
注

入
し

ま
す

。 
（

架
橋

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
13

A
の

防
錆

循
環

液
量

の
目

安（
L）

は
0.

13
27

×
配

管
長（

m
）で

す
）

（
防

錆
循

環
液

量
の

目
安

と
し

て
ご

利
用

く
だ

さ
い

）
8.

　
融

雪
配

管
ⓓ

を
ヘ

ッ
ダ

ー
で

複
数

回
路

に
分

け
て

い
る

場
合

は
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
バ

ル
ブ

ⓕ
で

１
回

路
だ

け
開

き
、

他
の

分
岐

口
は

閉
に

し
ま

す
。

9.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）と

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

が
と

も
に

閉
で

あ
る

こ
と

を
再

度
確

認
し

ま
す

。
10

. 加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

を
運

転
し

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

を
行

い
ま

す
。

11
. エ

ア
セ

パ
レ

ー
タ

ー
か

ら
空

気
を

抜
け

や
す

く
す

る
た

め
エ

ア
セ

パ
レ

ー
タ

ー
の

エ
ア

抜
き

つ
ま

み
を

緩
め

ま
す

。
12

. 加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

内
の

防
錆

循
環

液
Ⓕ

が
減

少
し

ま
す

の
で

、防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
追

加
し

ま
す

。
13

. １
回

路
の

エ
ア

ー
が

完
全

に
抜

け
る

ま
で（

空
気

の
抜

け
る

音（
ボ

コ
ボ

コ
音

）が
な

く
な

り
加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
の

戻
り

口
の

気
泡

や
液

面
の

変
動

が
無

く
な

る
ま

で
）加

圧
シ

ス
タ

ー
ン

㋐
を

運
転

し
ま

す
。

14
. 同

様
に

ほ
か

の
回

路
も

ヘ
ッ

ダ
ー

の
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

を
切

り
替

え
て

１
回

路
づ

つ
液

張
り

と
エ

ア
抜

き
を

繰
り

返
し

ま
す

。
15

. 全
回

路
の

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

が
完

了
し

た
ら

ヘ
ッ

ダ
ー

の
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

を
す

べ
て

開
き

、全
回

路
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
流

し
ま

す
。

16
. バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
と

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

を
開

き
、密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
回

路
の

液
張

り
と

エ
ア

抜
き

を
し

ま
す

。
17

. エ
ア

抜
き

が
完

了
し

た
ら

バ
ル

ブ
組

立
 E（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑥

を
閉

じ
、バ

ル
ブ

組
立

 E（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
か

ら
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

取
外

し
て

先
端

に
袋

ナ
ッ

ト
を

取
付

ま
す

。 
袋

ナ
ッ

ト
は

Ｇ
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
18

. バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）を

開
き

ま
す

。
19

. バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

に
し

、加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

を
停

止
し

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

を
取

外
し

ま
す

。 

●
液
張
り
と
エ
ア
抜
き

●
加
圧
処
理

•
融

雪
配

管
ⓑ

は
圧

力
に

よ
り

膨
張

す
る

た
め

加
圧

処
理

を
行

い
、以

降
の

圧
力

に
よ

る
膨

張
を

な
く

し
ま

す
。

•
圧

力
を

か
け

る
と

き
は

橙
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

1個
と

緑
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

3個
は

必
ず

閉
に

し
て

、青
ハ

ン
ド

ル
バ

ル
ブ

か
ら

圧
力

を
か

け
ま

す
。

※
加

圧
処

理
は

屋
根

融
雪

の
場

合
の

み
必

要
で

す
。

　
ロ

ー
ド

ヒ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
は

、融
雪

配
管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
埋

設
さ

れ
る

た
め

、加
圧

処
理

は
不

要
で

す
。

1.
　

バ
ル

ブ
 C（

緑
ハ

ン
ド

ル
）、

バ
ル

ブ
 D（

橙
ハ

ン
ド

ル
）⑤

、バ
ル

ブ
組

立
 A（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

、バ
ル

ブ
組

立
 B（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
閉

じ
、ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
本

体
、逃

し
弁

お
よ

び
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
ⓑ

に
圧

力
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

し
ま

す
。

2.
　

バ
ル

ブ
 F（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

は
閉

じ
ま

す
。

3.
　

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
は

往
き

側
、戻

り
側

と
も

に
全

て
開

い
て

お
き

ま
す

。
4.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

に
防

錆
循

環
液

Ⓕ
を

0.
5～

2L（
融

雪
配

管
長

で
変

わ
り

ま
す

）程
度

入
れ

ま
す

。
5.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

に
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

接
続

し
ま

す
。

接
続

口
は

G
1/

2ネ
ジ（

パ
ッ

キ
ン

付
）の

た
め

、シ
ー

ル
テ

ー
プ

ⓚ
は

不
要

で
す

。
6.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

、ホ
ー

ス
お

よ
び

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

内
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
満

た
し

ま
す

。
（

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑
の

ホ
ー

ス
お

よ
び

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

内
の

エ
ア

抜
き

を
し

ま
す

）
7.

　
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

に
接

続
し

た
作

業
用

フ
レ

キ
管

ⓙ
を

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

に
接

続
し

ま
す

。
8.

　
バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）と
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③
、バ

ル
ブ

組
立

 B
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

が
閉

で
あ

る
こ

と
を

再
度

確
認

し
ま

す
。

9.
　

バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

き
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
レ

バ
ー

を
操

作
し

、融
雪

配
管

ⓓ
に

０
.4

M
Pa

を
目

安
に

圧
力

を
か

け
、テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
バ

ル
ブ

を
閉

じ
ま

す
。

10
. 融

雪
配

管
ⓓ

が
膨

れ
、圧

力
は

す
ぐ

下
が

り
ま

す
が

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

に
し

て
、そ

の
ま

ま
１

時
間

以
上

放
置

し
ま

す
。

11
. 配

管
の

各
場

所
に

防
錆

循
環

液
Ⓕ

の
漏

れ
が

無
い

か
確

認
し

ま
す

。
12

.１
時

間
以

上
経

過
後

、圧
力

計
ⓐ

の
指

示
値

を
確

認
し

ま
す

。
指

示
値

が
0.

17
M

Pa
以

上
の

場
合

は
、0

.1
7M

Pa
以

下
に

な
る

ま
で

放
置

す
る

か
テ

ス
ト

ポ
ン

プ
㋑

の
ホ

ー
ス

と
作

業
用

フ
レ

キ
管

の
接

続
口

を
取

外
し

、バ
ル

ブ
 G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
開

い
て

防
錆

循
環

液
Ⓕ

を
抜

き
、0

.1
7M

Pa
以

下
に

な
る

よ
う

に
調

整
し

、バ
ル

ブ
G（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

を
閉

じ
ま

す
。

※
0.

17
M

Pa
以

下
に

す
る

理
由

は
次

の
工

程
で

逃
し

弁
が

作
動

し
液

漏
れ

す
る

の
を

防
止

す
る

た
め

で
す

。
13

. 0
.1

7M
Pa

以
下

に
な

っ
た

ら
、バ

ル
ブ

 C（
緑

ハ
ン

ド
ル

）、
バ

ル
ブ

 D（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
、バ

ル
ブ

組
立

 A
（

緑
ハ

ン
ド

ル
）③

、バ
ル

ブ
組

立
 B（

緑
ハ

ン
ド

ル
）④

を
開

き
ま

す
。

14
. ユ

ニ
ッ

ト
な

ど
に

圧
力

が
か

か
り

、圧
力

計
の

指
示

値
が

下
が

り
ま

す
。

配
管

接
続

系
統

図
※

本
系

統
図

に
て

各
バ

ル
ブ

の
位

置
を

確
認

の
う

え
、下

記
手

順
に

従
い

作
業

し
て

く
だ

さ
い

。

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

エ
ル

ボ
組

立
⑨

へ

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
へ

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

エ
ア

抜
き

 
つ

ま
み

静
岡

事
業

所

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

ホ
ー

ス

レ
バ

ー

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

ホ
ー

ス

レ
バ

ー

テ
ス

ト
ポ

ン
プ

㋑

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
バ

ル
ブ

 F
（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

エ
ア

抜
き

 
つ

ま
み

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ
へ

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤
バ

ル
ブ

 G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

加
圧

シ
ス

タ
ー

ン
㋐

作
業

用
フ

レ
キ

管
ⓙ

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
 G

（
青

ハ
ン

ド
ル

）⑧

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）
バ

ル
ブ

 F
（

白
ハ

ン
ド

ル
）⑦

吐
出

口

バ
ル

ブ
組

立
 E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥

戻
り

口

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ ッ ダ ー ⓔ

屋
根

融
雪

部
分

屋
根

融
雪

配
管

ⓓ
ヘ ッ ダ ー ⓔ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ
ヘ

ッ
ダ

ー
分

岐
口

バ
ル

ブ
ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、圧

力
計

は
　

一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。

バ
ル

ブ
組

立
 A

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）③

バ
ル

ブ
組

立
 B

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）④

往
き

戻
り

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ

ヘ
ッ

ダ
ー

ⓔ

ロ
ー

ド
ヒ

ー
テ

ィ
ン

グ
融

雪
配

管
ⓓ

圧
力

計
ⓐ

※

※

エ
ル

ボ
組

立
⑨

バ
ル

ブ
 C

（
緑

ハ
ン

ド
ル

）

バ
ル

ブ
 F

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑦
バ

ル
ブ

G
（

青
ハ

ン
ド

ル
）⑧

バ
ル

ブ
 D

（
橙

ハ
ン

ド
ル

）⑤

バ
ル

ブ
組

立
E

（
白

ハ
ン

ド
ル

）⑥
逃

し
弁

密
閉

式
膨

張
タ

ン
ク

ⓑ

エ
ア

セ
パ

レ
ー

タ
ー

エ
ア

抜
き

つ
ま

み

ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ ヘ
ッ

ダ
ー

分
岐

口
バ

ル
ブ

ⓕ

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

密
閉

式
バ

ル
ブ

セ
ッ

ト
、密

閉
式

接
続

配
管

※
密

閉
式

膨
張

タ
ン

ク
、圧

力
計

は
　

一
般

市
販

品
を

使
用

し
ま

す
。



８
．据
付
工
事
編

温
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
取
扱
説
明
書

91

こ
の

た
び

は
三

菱
電

機
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

を
お

買
い

求
め

い
た

だ
き

ま
し

て
、ま

こ
と

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

●
 
ご

使
用

の
前

に
、こ

の
取

扱
説

明
書

を
よ

く
お

読
み

に
な

り
、正

し
く

お
使

い
く

だ
さ

い
。

●
 
保

証
書

は「
お

買
上

げ
日

・
販

売
店

名
」な

ど
の

記
入

を
確

か
め

て
、販

売
店

か
ら

お
受

け
取

り
く

だ
さ

い
。

●
 「

取
扱

説
明

書
」と

「
保

証
書

」は
大

切
に

保
存

し
て

く
だ

さ
い

。
●

 
お

客
さ

ま
ご

自
身

で
は

据
付

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。（
安

全
や

機
能

の
確

保
が

で
き

ま
せ

ん
）

静
岡

製
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岡
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仕
様

お
買

上
げ

販
売

店
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 電

話

お
買

上
げ

（
据

付
）

日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  年

　
　

　
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

　
日

ご
使

用
中

　
止

愛
情

点
検

三
菱
電
機
融
雪
用

温
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ロ

ン
の「

見
え

る
化

」に
つ

い
て

1）
こ

の
製

品
は

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、適
正

に
フ

ロ
ン

類（
R4

10
A

）を
回

収
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
2）

こ
の

製
品

に
は

最
大

で
二

酸
化

炭
素

2,
20

0k
gに

相
当

す
る

フ
ロ

ン
類

が
使

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

●
長

年
ご

使
用

の
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

　
ユ

ニ
ッ

ト
の

点
検

を
！

●
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
補

修
用

性
能

　
部

品
の

保
有

期
間

は
製

造
打

切
り

後
10

年
で

す
。

ご
使

用
の

際
こ

の
よ

う
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か

●
 焦

げ
臭

い
ニ

オ
イ

が
す

る
。

●
 漏

電
ブ

レ
ー

カ
ー

が
頻

繁
に

落
ち

る
。

●
 架

台
な

ど
の

取
付

部
品

が
腐

食
、ゆ

る
ん

で
い

る
。

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
水

漏
れ

が
す

る
。

●
 運

転
音

が
異

常
に

大
き

い
。

●
 そ

の
他

の
異

常
や

故
障

が
あ

る
。

故
障

や
事

故
防

止
の

た
め

、
ス

イ
ッ

チ
を

切
り

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

っ
て

必
ず

販
売

店
に

点
検

・
修

理
を

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

形
名

ビ
ー

エ
ス

M
U

SM
-6

0B
S 

 （
開

放
式

）

M
U

SM
-6

0B
G

S 
 （

開
放

式
）

M
U

SM
-M

60
CG

S 
 （

密
閉

式
）

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

ビ
ー

ジ
ー

エ
ス

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

シ
ー

ジ
ー

エ
ス

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

エ
ム

Th
is 

ap
pl

ia
nc

e 
is 

de
sig

ne
d 

fo
r u

se
 in

 J
ap

an
 

on
ly

 a
nd

 c
an

 n
ot

 b
e 

us
ed

 in
 a

ny
 o

th
er

 
co

un
tr

y.
N

o 
se

rv
ic

in
g 

is 
av

ai
la

bl
e 

ou
ts

id
e 

of
 J

ap
an

.

取
扱

説
明

書

項
目

形
名

電
源

単
位

kW kW A kW A dB kg m
m

開
放

式
密

閉
式

温
水

出
力

消
費

電
力

運
転

電
流

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
効

率

温
水

出
力

M
U

SM
-6

0B
S

1.
43

0
7.

90
4.

20

M
U

SM
-6

0B
G

S

1.
49

0
8.

00
4.

03

M
U

SM
-M

60
CG

S

1.
49

0
8.

00
4.

03

外
気

温
度

7℃
時

最
大

運
転

電
流

運
転

音
（

音
響

パ
ワ

ー
レ

ベ
ル

）

外
気

温
度

-5
℃

時

質
量

外
形

寸
法

加 熱 性 能 ※
1

※
1.

加
熱

性
能

は
外

気
温

7℃
、戻

温
ブ

ラ
イ

ン（
プ

ロ
ピ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
50

w
t%

）温
度

8℃
、流

量
8L

/m
in

の
性

能
値

。
　

　
　

　
　

　
　

外
気

温
-5

℃
、戻

温
ブ

ラ
イ

ン（
プ

ロ
ピ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
50

w
t%

）温
度

16
℃

、流
量

8L
/m

in
の

除
霜

運
転

を
含

む
　

　
　

　
　

　
　

性
能

値
。

●
 こ

の
仕

様
値

は
50

H
z・

60
H

z共
通

で
す

。
●

 運
転

音
は

JIS
 C

 9
61

2:
20

13
に

よ
る

音
響

パ
ワ

ー
レ

ベ
ル

で
す

。
　

・
音

響
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
と

は
音

源
が

発
す

る
音

響
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
さ

を
基

に
し

た
量

で
す

。
　

・
音

響
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
は

音
源

と
の

距
離

や
方

向
な

ど
の

位
置

関
係

に
よ

ら
ず

、運
転

音
の

大
き

さ
に

よ
り

一
義

的
に

決
ま

り
ま

す
の

で
、

　
　

製
品

か
ら

発
生

す
る

運
転

音
が

よ
り

正
確

に
表

示
さ

れ
ま

す
。

●
 外

形
寸

法
の（

　
）内

は
、サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
寸

法
で

す
。

単
相

20
0V

6.
0

6.
0

20 64 58
高

さ
79

0×
幅

80
0（

+7
0）

×
奥

行
28

5

単
相

20
0V

6.
0

6.
0

20 64 58
高さ

79
0×

幅8
00（

+7
0）×

奥行
28

5

も
く

じ

使 い か たご 使 用 の 前 に 定 期 点 検 困 っ た と き に

ペ
ー

ジ

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い

シ
ス

テ
ム

の
構

成

各
部

の
な

ま
え

お
使

い
に

な
る

前
に

融
雪

運
転

定
期

点
検

の
お

願
い

故
障

か
な

？
と

思
っ

た
ら

長
期

間
ご

使
用

に
な

ら
な

い
と

き

保
証

と
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス

仕
様

2-
3 4 5 6-
8 9 10

11
-1

2

13

14
-1

5

16
困 っ た と き に定 期 点 検使 い か たご 使 用 の 前 に

8.3 取扱説明書  ＜MUSM-60BS，MUSM-60BGS，MUSM-M60CGS＞
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こ
の

た
び

は
三

菱
電

機
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

を
お

買
い

求
め

い
た

だ
き

ま
し

て
、ま

こ
と

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

●
 
ご

使
用

の
前

に
、こ

の
取

扱
説

明
書

を
よ

く
お

読
み

に
な

り
、正

し
く

お
使

い
く

だ
さ

い
。

●
 
保

証
書

は「
お

買
上

げ
日

・
販

売
店

名
」な

ど
の

記
入

を
確

か
め

て
、販

売
店

か
ら

お
受

け
取

り
く

だ
さ

い
。

●
 「

取
扱

説
明

書
」と

「
保

証
書

」は
大

切
に

保
存

し
て

く
だ

さ
い

。
●

 
お

客
さ

ま
ご

自
身

で
は

据
付

け
な

い
で

く
だ

さ
い

。（
安

全
や

機
能

の
確

保
が

で
き

ま
せ

ん
）

静
岡

製
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-1
JG

79
Y3

36
H

01
 1

7/
07

仕
様

お
買

上
げ

販
売

店
名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 電

話

お
買

上
げ

（
据

付
）

日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  年

　
　

　
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

　
日

ご
使

用
中

　
止

愛
情

点
検

三
菱
電
機
融
雪
用

温
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ロ

ン
の「

見
え

る
化

」に
つ

い
て

1）
こ

の
製

品
は

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

、適
正

に
フ

ロ
ン

類（
R4

10
A

）を
回

収
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
2）

こ
の

製
品

に
は

最
大

で
二

酸
化

炭
素

2,
20

0k
gに

相
当

す
る

フ
ロ

ン
類

が
使

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

●
長

年
ご

使
用

の
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

　
ユ

ニ
ッ

ト
の

点
検

を
！

●
融

雪
用

温
水

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
補

修
用

性
能

　
部

品
の

保
有

期
間

は
製

造
打

切
り

後
10

年
で

す
。

ご
使

用
の

際
こ

の
よ

う
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か

●
 焦

げ
臭

い
ニ

オ
イ

が
す

る
。

●
 漏

電
ブ

レ
ー

カ
ー

が
頻

繁
に

落
ち

る
。

●
 架

台
な

ど
の

取
付

部
品

が
腐

食
、ゆ

る
ん

で
い

る
。

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
水

漏
れ

が
す

る
。

●
 運

転
音

が
異

常
に

大
き

い
。

●
 そ

の
他

の
異

常
や

故
障

が
あ

る
。

故
障

や
事

故
防

止
の

た
め

、
ス

イ
ッ

チ
を

切
り

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

っ
て

必
ず

販
売

店
に

点
検

・
修

理
を

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

形
名

ビ
ー

エ
ス

M
U

SM
-6

0B
S 

 （
開

放
式

）

M
U

SM
-6

0B
G

S 
 （

開
放

式
）

M
U

SM
-M

60
CG

S 
 （

密
閉

式
）

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

ビ
ー

ジ
ー

エ
ス

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

シ
ー

ジ
ー

エ
ス

エ
ム

ユ
ー

エ
ス

エ
ム

エ
ム

Th
is 

ap
pl

ia
nc

e 
is 

de
sig

ne
d 

fo
r u

se
 in

 J
ap

an
 

on
ly

 a
nd

 c
an

 n
ot

 b
e 

us
ed

 in
 a

ny
 o

th
er

 
co

un
tr

y.
N

o 
se

rv
ic

in
g 

is 
av

ai
la

bl
e 

ou
ts

id
e 

of
 J

ap
an

.

取
扱

説
明

書

項
目

形
名

電
源

単
位

kW kW A kW A dB kg m
m

開
放

式
密

閉
式

温
水

出
力

消
費

電
力

運
転

電
流

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
効

率

温
水

出
力

M
U

SM
-6

0B
S

1.
43

0
7.

90
4.

20

M
U

SM
-6

0B
G

S

1.
49

0
8.

00
4.

03

M
U

SM
-M

60
CG

S

1.
49

0
8.

00
4.

03

外
気

温
度

7℃
時

最
大

運
転

電
流

運
転

音
（

音
響

パ
ワ

ー
レ

ベ
ル

）

外
気

温
度

-5
℃

時

質
量

外
形

寸
法

加 熱 性 能 ※
1

※
1.

加
熱

性
能

は
外

気
温

7℃
、戻

温
ブ

ラ
イ

ン（
プ

ロ
ピ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
50

w
t%

）温
度

8℃
、流

量
8L

/m
in

の
性

能
値

。
　

　
　

　
　

　
　

外
気

温
-5

℃
、戻

温
ブ

ラ
イ

ン（
プ

ロ
ピ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
50

w
t%

）温
度

16
℃

、流
量

8L
/m

in
の

除
霜

運
転

を
含

む
　

　
　

　
　

　
　

性
能

値
。

●
 こ

の
仕

様
値

は
50

H
z・

60
H

z共
通

で
す

。
●

 運
転

音
は

JIS
 C

 9
61

2:
20

13
に

よ
る

音
響

パ
ワ

ー
レ

ベ
ル

で
す

。
　

・
音

響
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
と

は
音

源
が

発
す

る
音

響
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
さ

を
基

に
し

た
量

で
す

。
　

・
音

響
パ

ワ
ー

レ
ベ

ル
は

音
源

と
の

距
離

や
方

向
な

ど
の

位
置

関
係

に
よ

ら
ず

、運
転

音
の

大
き

さ
に

よ
り

一
義

的
に

決
ま

り
ま

す
の

で
、

　
　

製
品

か
ら

発
生

す
る

運
転

音
が

よ
り

正
確

に
表

示
さ

れ
ま

す
。

●
 外

形
寸

法
の（

　
）内

は
、サ

ー
ビ

ス
パ

ネ
ル

の
寸

法
で

す
。

単
相

20
0V

6.
0

6.
0

20 64 58
高

さ
79

0×
幅

80
0（

+7
0）

×
奥

行
28

5

単
相

20
0V

6.
0

6.
0

20 64 58
高さ

79
0×

幅8
00（

+7
0）×

奥行
28

5

も
く

じ

使 い か たご 使 用 の 前 に 定 期 点 検 困 っ た と き に

ペ
ー

ジ

安
全

の
た

め
に

必
ず

お
守

り
く

だ
さ

い

シ
ス

テ
ム

の
構

成

各
部

の
な

ま
え

お
使

い
に

な
る

前
に

融
雪

運
転

定
期

点
検

の
お

願
い

故
障

か
な

？
と

思
っ

た
ら

長
期

間
ご

使
用

に
な

ら
な

い
と

き

保
証

と
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス

仕
様

2-
3 4 5 6-
8 9 10

11
-1

2

13

14
-1

5

16
困 っ た と き に定 期 点 検使 い か たご 使 用 の 前 に
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ご 使 用 の 前 に 使 い か た 定 期 点 検 困 っ た と き にご 使 用 の 前 に

ご 使 用 の 前 に 使 い か た 定 期 点 検 困 っ た と き にご 使 用 の 前 に

3
2

注
意

警
告

警
告

■

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、死
亡
や
重
傷
な
ど
の
重
大
な
結
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、軽
傷
ま
た
は
家
屋・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

禁
　
止

ぬ
れ
手
禁
止

指
示
を
守
る

水
ぬ
れ
禁
止

警
告

据
付
時
は

お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
、財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

異
常
や
不
具
合
が
発
生
し
た
と
き

た
だ
ち
に
運
転
停
止
し「
お
買
上
げ
の
販
売
店
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

15
ペ
ー
ジ

専
用
回
路

可
燃
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
へ
の
設
置
は

行
わ
な
い

万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、爆
発

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

設
置
禁
止

指
定
冷
媒
以
外
は
使
用
（
冷
媒
補
充
・
入
替
え
）
し
な
い

機
器
の
故
障
や
破
裂
、ケ
ガ
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
工
事

禁
止

防
錆
循
環
液
を
飲
用
し
な
い

病
気
や
体
調
不
良
・
思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
万
一
飲
み
込
ん
だ
場
合
は
、た
だ
ち
に
吐
き
出
さ
せ
、医
師
の
診
察
を

　
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
皮
膚
に
付
着
し
た
場
合
や
目
に
入
っ
た
場
合
は
、た
だ
ち
に

　
清
水
で
十
分
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

　
異
常
が
あ
れ
ば
、た
だ
ち
に
医
者
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

飲
用
禁
止

幼
児
が
誤
っ
て
飲
ま
な
い
よ
う
に
、

防
錆
循
環
液
は
幼
児
の
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
か
な
い

万
一
飲
ん
だ
場
合
は
す
ぐ
に

吐
か
せ
て
、医
者
の
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

禁
止

移
設
・
修
理
時
は

お
客
さ
ま
ご
自
身
で
分
解
・
改
造
・
修
理
・

移
動
再
設
置
を
し
な
い

火
災
・
感
電
・
ケ
ガ
・
水
漏
れ
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

禁
止

移
動
再
設
置
・
修
理
す
る
場
合
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は

三
菱
電
機
修
理
窓
口
に
相
談
す
る

不
備
が
あ
る
と
、感
電
や
火
災
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ご
使
用
時
は

吸
込
口
や
ア
ル
ミ
フ
ィ
ン
に
さ
わ
ら
な
い

ケ
ガ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

警
告

注
意 禁
止

電
源
は
必
ず
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
専
用
回
路（
定
格
の
電
圧
・

ブ
レ
ー
カ
ー
）で
使
用
す
る

専
用
以
外
の
回
路
を
使
用
す
る
と
、

発
熱
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス（
設
置
）を
確
実
に
行
う

ア
ー
ス
線
は
、ガ
ス
管
・
水
道
管
・
避
雷
針
・
電
話
の

ア
ー
ス
線
に
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ス
が
不
確
実
な
場
合
は
、

故
障
や
漏
電
の
と
き
に
感
電
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

ぬ
れ
手
禁
止

安
全
の
た
め
に
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い

ぬ
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
を
操
作
し
な
い

感
電
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

殺
虫
剤
・
可
燃
性
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
吹
き
つ
け
な
い

火
災
・
変
形
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
禁
止

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
上
に
乗
っ
た
り
、
も
の
を

載
せ
た
り
し
な
い

落
下
・
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

禁
止

長
期
間
使
用
で
傷
ん
だ
ま
ま
の
据
付
台
な
ど
で
使
用
し
な
い

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
落
下
に
つ
な
が
り
ケ
ガ
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

禁
止

内
部
で
フ
ァ
ン
が
高
速
回
転

し
て
い
ま
す
の
で
、ケ
ガ
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

禁
止

据
付
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
専
門
業
者
に

依
頼
す
る

据
付
に
は
専
門
の
知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。

お
客
さ
ま
ご
自
身
で
据
付
工
事
を
さ
れ
不
備
が
あ
る

と
、水
漏
れ
や
感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

販
売
店
に
相
談

販
売
店
に
相
談漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付
け
る

漏
電
し
ゃ
断
器
が
取
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
、

火
災
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

漏電
しゃ
断器
取付
け

ア
ー
ス
線
接
続

回
転
物
注
意

吹
出
口
や
吸
込
口
を
ふ
さ
い
だ
り
、
指
や
棒
な
ど
を

入
れ
な
い

異
常
時
（
焦
げ
臭
い
な
ど
）
は
運
転
を
停
止
し
て

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

異
常
の
ま
ま
運
転
を
続
け
る
と
故
障
や
感
電
・
火
災

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は

三
菱
電
機
修
理
窓
口
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

ブレ
ーカ
ーを
切る



８
．据
付
工
事
編

温
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
取
扱
説
明
書

93
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5
4

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

開
放
式
の
設
置
例

密
閉
式
の
設
置
例

融
雪
リ
モ
コ
ン
（
別
売
）

シ
ス
テ
ム
の
構
成

各
部
の
な
ま
え

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
が
空
気
の
熱
で
温
水
を
作
り
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
屋
根
融
雪
に

温
水
を
循
環
さ
せ
て
雪
を
融
か
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
開
放
式・
密
閉
式
い
ず
れ
も
使
用
で
き
、降
雪
セ
ン
サ
ー（
一
般
市
販
品
）

を
接
続
し
て
、降
雪
時
に
自
動
運
転
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
根
融
雪
は
密
閉
式
を
使
用
し
、降
雪
セ
ン
サ
ー（
一
般
市
販
品
）は
使
用
せ
ず
、融
雪
リ
モ
コ
ン

で
切
/入
し
ま
す
。

開
放
式
と
密
閉
式
に
つ
い
て

開
放
式

温
水
回
路
が
大
気
に
通
じ
て（
開
放
さ
れ
て
）い
ま
す
。温
水
回
路
設
置
工
事

は
容
易
で
す
が
、温
水
が
少
し
ず
つ
大
気
に
蒸
発
し
ま
す
の
で
毎
年
シ
ー
ズ

ン
始
め
な
ど
に
点
検
補
充
が
必
要
で
す
。

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
温
水
回
路
の
高
低
差
が
少
な
い
と
き
に
使
用

し
ま
す
。

密
閉
式

温
水
回
路
は
密
閉
さ
れ
て
い
て
大
気
に
通
じ
て
い
ま
せ
ん
。温
水
回
路
の
圧

力
を
大
気
圧
よ
り
高
め
に
設
定
し
ま
す
。

必
要
部
材
が
多
く
工
事
も
少
し
複
雑
で
す
が
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
だ
け

で
な
く
温
水
回
路
に
高
低
差
が
あ
る
屋
根
融
雪
に
使
用
で
き
ま
す
。

予
熱
運
転
に
つ
い
て

予
熱
運
転
は
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
降
雪
セ
ン
サ
ー（
一
般
市
販
品
）が

接
続
さ
れ
て
い
る
と
き
に
機
能
し
ま

す
。降
雪
セ
ン
サ
ー（
一
般
市
販
品
）

が「
切
」（
降
雪
な
し
）で
も
あ
ら
か
じ

め
融
雪
面
を
温
め
て
お
き
、降
雪
時

に
温
水
が
設
定
温
度
に
到
達
す
る
時

間
を
短
く
し
ま
す
。

予
熱
運
転
の
設
定
に
つ
い
て
は「
お

買
上
げ
の
販
売
店
」「
三
菱
電
機
修
理

窓
口
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ボ
イ
ラ
ー
と
違
い
、空

気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、ゆ

っ
く
り
融
か
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
屋
根
融
雪
で
は
雪
下
ろ
し
を
し
な
く
て
す
む
程
度
に
融
か
し
ま
す
。

※
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
降
雪
セ
ン
サ
ー（

一
般
市
販
品
）を

お
使
い
の
と
き
の
遅
延
時
間
は
、ボ

イ
ラ
ー
よ
り
長
く
設
定
し
ま
す
。

セ
ン
サ
ー

制
御
部

降
雪
セ
ン
サ
ー

（
一
般
市
販
品
）

温
水
ユ
ニ
ッ
ト

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

融
雪
リ
モ
コ
ン

リ
モ
コ
ン
コ
ー
ド

（
別
売
）

温
水
ユ
ニ
ッ
ト

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

融
雪
リ
モ
コ
ン

リ
モ
コ
ン
コ
ー
ド

（
別
売
）

屋
根
融
雪

吸
込
口
（
裏
面
、
側
面
）

温
水
ユ
ニ
ッ
ト

温
水
配
管
接
続
部
（
裏
面
）

吹
出
口

ア
ー
ス
端
子

排
水
口
（
下
面
）

配
線
接
続
部

防
錆
循
環
液
注
入
口

（
開
放
式
の
み
）

・
電
源
ス
イ
ッ
チ
が「

入
」の

時
に
点
灯
し
ま
す
。

・
電
源
ス
イ
ッ
チ
が「

切
」の

時
は
消
灯
し
ま
す
。

・
運
転
中
に
点
灯
し
ま
す
。

・
防
錆
循
環
液
が
な
く
な
る
と
1回

点
滅
し
ま
す
。（
開
放
式
の
み
）

・
2～

7回
点
滅
し
た
と
き
は
、「
お
買
上
げ
の
販
売
店
」に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
源
ラ
ン
プ
（
橙
）

電
源
ス
イ
ッ
チ

温
水
温
度
切
換
ス
イ
ッ
チ

モ
ニ
タ
ー
ラ
ン
プ
（
緑
）

意
ケ
ガ
の
お
そ
れ
あ
り

上
に
の
ら
な
い
こ
と

注

指
な
ど
を
入
れ
な
い
こ
と

告
ケ
ガ
の
お
そ
れ
あ
り

警

意
ケ
ガ
の
お
そ
れ
あ
り

注
ｱﾙ
ﾐﾌ
ｨﾝ
に
さ
わ
ら
な
い
こ
と

15
ペ
ー
ジ製
造
年

形
名
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7
6

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
準

備

お
使
い
に
な
る
前
に

ブ
レ

ー
カ

ー
を

　
 に

す
る

入

シ
ー

ズ
ン

始
め

に
防
錆

循
環

液
の

量
を

点
検

す
る

防
錆

循
環

液
は

年
々

減
少

し
ま

す
。

防
錆

循
環

液
の

量
を

点
検

し
て

く
だ

さ
い

。

ブ
レ
ー
カ
ー

キ
ャ
ッ
プ

カ
バ
ー

水
位
ゲ
ー
ジ

（
補
充
ラ
イ
ン
）

水
面
が
水
位
ゲ
ー
ジ
の

補
充
ラ
イ
ン
ま
で
入
っ

て
い
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

据
付

場
所

に
つ

い
て

電
気

工
事

に
つ

い
て

の
注

意

次
の

場
所

へ
の

据
付

は
し

な
い

よ
う

に
お

客
さ

ま
が「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
●

可
燃

性
ガ

ス
が

漏
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
所

●
高

周
波

機
器

、無
線

機
器

な
ど

が
あ

る
所

●
機

械
油

が
多

い
所

●
海

浜
地

区
な

ど
塩

分
が

多
い

所
●

温
泉

地
な

ど
の

硫
化

ガ
ス

が
発

生
す

る
所

●
油

の
飛

ま
つ

、油
煙

の
た

ち
こ

め
る

所
●

積
雪

や
落

雪
に

よ
り

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

が
ふ

さ
が

れ
る

所
●

ク
レ

ー
ン

車
、船

舶
な

ど
移

動
す

る
も

の
へ

の
設

置
●

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
質

量
に

十
分

に
耐

え
ら

れ
な

い
、

ま
た

は
振

動
が

増
大

し
や

す
い

所
●

防
錆

循
環

液
の

補
充（

開
放

式
）、

お
よ

び
圧

力
計（

密
閉

式
）の

確
認

が
安

全
に

行
え

な
い

所
「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」が
試

運
転

を
行

う
際

、立
ち

会
っ

て
く

だ
さ

い
。運

転
手

順
、安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
正

し
い

使
い

か
た

に
つ

い
て

、「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」か

ら
説

明
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
が
据
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
の
ブ
レ
ー
カ
ー

も「
入
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

防
錆
循
環
液
が
不
足
し
て
い
る
と
き
は
、当
社
指
定
の
防
錆
循
環
液
を
補
充
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電

源
は

必
ず

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

専
用

回
路

に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ブ

レ
ー

カ
ー

容
量

は
必

ず
守

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

A
C2

00
V

で
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

●
電

源
コ

ー
ド

の
中

間
接

続
・

延
長

コ
ー

ド
の

使
用

・
タ

コ
足

配
線

は
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

●
ア

ー
ス

工
事

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
●

漏
電

ブ
レ

ー
カ

ー
を

取
付

け
て

く
だ

さ
い

。

10
ペ
ー
ジ

8ペ
ー
ジ

点
検

整
備

の
お

す
す

め
●

防
錆

循
環

液
は

、当
社

指
定

部
品

を
必

ず
ご

使
用

く
だ

さ
い

。指
定

品
以

外
を

使
用

す
る

と
詰

ま
り

な
ど

の
故

障
の

原
因

と
な

り
ま

す
。

運
転

音
に

も
配

慮
を

●
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吹
出

口
か

ら
の

冷
風

や
運

転
音

が
隣

家
の

迷
惑

に
な

ら
な

い
場

所
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

●
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吹
出

口
近

く
に

は
物

を
置

か
な

い
で

く
だ

さ
い

。機
能

低
下

や
運

転
音

増
大

の
も

と
に

な
り

ま
す

。
●

使
用

中
、異

常
音

が
す

る
場

合
は「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

寒
冷

地
の

氷
結

防
止

対
策

に
つ

い
て

●
寒

冷
地

で
は

霜
取

り
運

転
の

排
水

が
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
の

下
で

氷
結

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。氷

結
を

防
ぐ

た
め

に
は

排
水

路
と

、排
水

路
ヒ

ー
タ

ー（
現

地
手

配
）な

ど
の

凍
結

防
止

策
が

必
要

に
な

り
ま

す
。氷

結
す

る
場

合
は「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

移
設

は
専

門
業

者
へ

依
頼

●
増

改
築

・
引

越
し

の
た

め
取

外
し

た
り

、再
据

付
け

す
る

と
き

は
、専

門
の

技
術

や
工

事
が

必
要

で
す

。「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

●
お

客
さ

ま
ご

自
身

で
据

付
け

・
修

理
・

移
設

は
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

15
cm

以
上

乾
燥
し
た

風
通
し
の

よ
い
所

壁
な
ど

20
cm

以
上

「
安

全
の

た
め

に
必

ず
お

守
り

く
だ

さ
い

」　
　

　
　

　
　

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
2～
3ペ
ー
ジ

お
客
さ
ま
ご
自
身
で
は
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
安
全
や
機
能
の
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
）

開
放

式
の

場
合

密
閉

式
の

場
合

は
、防
錆

循
環

液
の

量
を

圧
力

計
の

指
示

値
で

確
認

し
ま

す
。

圧
力

計
の

指
示

値
が

0.
1M

Pa
以

上
あ

れ
ば

適
正

値
で

す
。

圧
力

が
低

い
と

き
は

、「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

密
閉

式
の

場
合

0.
0

0.
6

0.
1

0.
5

0.
2

0.
3

M
Pa

0.
4

廃
棄

時
に

ご
注

意
願

い
ま

す
●

お
客

さ
ま

が
ご

使
用

済
み

の
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
を

廃
棄

さ
れ

る
場

合
は

、収
集

・
運

搬
料

金
と

再
商

品
化

等
料

金（
リ

サ
イ

ク
ル

料
金

）を
お

支
払

い
い

た
だ

き
、対

象
品

を
販

売
店

や
市

町
村

に
適

正
に

引
き

渡
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
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お
使
い
に
な
る
前
に （
つ
づ
き
）

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
た
後
、
タ
ン
ク
内

の
補
充
ラ
イ
ン
ま
で
防
錆
循
環
液
を

入
れ
る

3

補
充
作
業
後
は
キ
ャ
ッ
プ
、

カ
バ
ー
を
確
実
に
取
付
け
る

4
お
し
ら
せ

●
水
や
指
定
外
循
環
液
（
自
動
車
用
不
凍
液
・
油
な
ど
）
を
使
用
す
る
と

防
錆
効
果
が
異
な
り
、
機
器
の
故
障
や
シ
ス
テ
ム
寿
命
低
下
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
濃
度
が
薄
く
な
り
凍
結
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

タ
ン
ク

水
位
ゲ
ー
ジ

（
補
充
ラ
イ
ン
）

水
面
が
水
位
ゲ
ー
ジ
の

補
充
ラ
イ
ン
ま
で
入
っ

て
い
る
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

融
雪
運
転
の
し
か
た

融
雪
運
転

開
始
　
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
入
に
す
る

1

温
水
温
度
は
4段
階
で
変
更
で
き
ま
す
。

温
度
を
下
げ
る
と
き
、温
水
温
度
切
換
ス
イ
ッ
チ
を

左
に
回
し
ま
す
。

温
度
を
上
げ
る
と
き
、温
水
温
度
切
換
ス
イ
ッ
チ
を

右
に
回
し
ま
す
。

調
節
　
温
水
温
度
を
変
え
る

2

電
源
ラ
ン
プ（
橙
）が
消
灯
し
、停
止
し
ま
す
。

停
止
　
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
に
す
る

3

電
源
ラ
ン
プ（

橙
）が

点
灯
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
合
、降

雪
セ
ン
サ
ー（

一
般

市
販
品
）を

使
用
す
れ
ば
、そ

の
出
力
に
従
っ
て

運
転
/停

止
し
ま
す
。運

転
中
は
モ
ニ
タ
ー
ラ
ン
プ（

緑
）

が
点
灯
し
ま
す
。

降
雪
セ
ン
サ
ー（

一
般
市
販
品
）が

接
続
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、電

源
ス
イ
ッ
チ
の
切
/入

に
よ
る
手
動
運
転

に
な
り
ま
す
。

お
す
す
め
の
温
水
温
度

最
初
は
温
水
温
度
を
4に
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

こ
の
温
度
で
十
分
雪
が
融
け
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、徐
々
に
温

度
を
下
げ
て
、ご
使
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

●
電
源
ス
イ
ッ
チ
を「
切
」に
す
る
と
、霜
取
り
運
転
を
し
て
か
ら
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。霜
取
り
運
転
中
は
モ
ニ

タ
ー
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
ま
す
。

防
錆
循
環
液
の
補
充
の
し
か
た
（
開
放
式
の
み
）

温
水
ユ
ニ
ッ
ト
の
カ
バ
ー
を
取
外
す

タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
取
外
す

1 2シ
ー
ズ
ン
の
始
め
に
補
充
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
プ

カ
バ
ー

タ
ン
ク
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11

ご 使 用 の 前 に 使 い か た 定 期 点 検 困 っ た と き に定 期 点 検 10

故
障

か
な

？
と

思
っ

た
ら

定
期

点
検

の
お

願
い

修
理

を
依

頼
さ

れ
る

前
に

、
次

の
点

を
お

調
べ

く
だ

さ
い

。
こ

ん
な

と
き

は
故

障
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

■
当

社
指

定
の

防
錆

循
環

液
以

外
は

使
用

（
補

充
・

入
替

え
）

し
な

い

 お
願

い

「
融
雪
シ
ス
テ
ム
」は
温
め
た
循
環
液
で
融
雪
を
行
い
ま
す
。循
環
液
に
は
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
を
主
成
分
と

す
る
防
錆
循
環
液
を
使
用
し
て
い
ま
す
。長
年
ご
使
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、防
錆
循
環
液
は
劣
化
、消
耗
し
ま
す
。

劣
化
、消
耗
し
た
ま
ま
使
用
を
続
け
ま
す
と
、故
障
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
開
放
式
の
場
合
は
2年
に
１
度
は

防
錆
循
環
液
の
濃
度
を
点
検
し
て
、劣
化
し
て
い
た
場
合
は
防
錆
循
環
液
の
交
換
が
必
要
で
す
。防
錆
循
環
液
の

交
換
の
目
安
は
10
年
ご
と
で
す
。防
錆
循
環
液
の
定
期
点
検
、交
換
作
業
は
専
門
の
技
術
者
が
実
施
し
ま
す
の

で
、お
近
く
の「
お
買
上
げ
の
販
売
店
」「
三
菱
電
機
修
理
窓
口
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
は
　
　
　
　
　
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
防
錆
循
環
液
の
点
検
・
交
換
は
有
償
で
す
）

防
錆

循
環

液
の

交
換

お
よ

び
定

期
点

検
の

お
願

い

別
売

部
品

ー
お

買
上

げ
の

販
売

店
で

お
求

め
く

だ
さ

い

15
ペ
ー
ジ

品
　
　
名

形
　
　
名

希
望
小
売
価
格（
税
別
）

三
菱
防
錆
循
環
液
希
釈
不
要
タ
イ
プ
濃
度
50
％
・
1L

三
菱
防
錆
循
環
液
希
釈
不
要
タ
イ
プ
濃
度
50
％
・
10
L

三
菱
防
錆
循
環
液
希
釈
不
要
タ
イ
プ
濃
度
50
％
・
18
L

VP
Z-
01
KX
-E
CO

VP
Z-
10
KX
-E
CO

VP
Z-
18
KX
-E
CO

2,
50
0円

8,
00
0円

12
,8
00
円

※
希
望
小
売
価
格
は
20

17
年
7月

現
在
の
価
格
で
す
。

循
環

液
に

は

（
V

PZ
-0

1K
X

-E
CO

、V
PZ

-1
0K

X
-E

CO
、V

PZ
-1

8K
X

-E
CO

）を
必

ず
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

水
や
指
定
外
循
環
液（
自
動
車
用
不
凍
液
・
油
な
ど
）を
使
用
す
る
と
防
錆
効
果
が
異
な
り
、機
器
の

故
障
や
シ
ス
テ
ム
寿
命
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

三
菱

防
錆

循
環

液
 希

釈
不

要
タ

イ
プ

動 か な い ／ 止 ま る

運
転

し
な

い

点 灯 表 示

故
障
か
な？

原
因
の
確
認

対
応
お
よ
び
回
答

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

電
源（

ブ
レ

ー
カ

ー
）が

「
切

」
に

な
っ

て
い

ま
せ

ん
か

。

●
 降

雪
セ

ン
サ

ー（
一

般
市

販
品

）の
接

続
時

、出
力

は
出

て
い

ま
す

か
。

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

の
電

源（
ブ

レ
ー

カ
ー

）を
「

入
」に

し
て

く
だ

さ
い

。

降
雪

セ
ン

サ
ー（

一
般

市
販

品
）の

運
転

状
況

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

音

●
 融

雪
リ

モ
コ

ン
の

電
源

が「
切

」に
な

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

融
雪

リ
モ

コ
ン

の
電

源
を「

入
」に

し
て

く
だ

さ
い

。

雪

雪
が

融
け

な
い

温
水

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

　
音

が
す

る
水

の
流

れ
る

音
が

す
る

リ
モ

コ
ン

の
ラ

ン
プ

が
点

灯
し

な
い

コ
ツ

コ
ツ

と
フ

ァ
ン

が
何

か
に

あ
た

っ
て

い
る

音
が

す
る

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吹
出

口
・

吸
込

口
が

ふ
さ

が
っ

て
い

ま
せ

ん
か

。

●
 リ

モ
コ

ン
の

温
水

温
度

設
定

は
適

切
で

す
か

。

吹
出

口
・

吸
込

口
を

ふ
さ

が
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。

温
水

温
度

設
定

を「
４

」か
「

３
」に

変
更

し
て

く
だ

さ
い

。

●
 防
錆

循
環

液
の

量
が

減
っ

て
い

ま
せ

ん
か

。

●
 融

雪
範

囲
は

融
雪

面
積

分
で

す
。落

雪
分

や
他

の
部

分
か

ら
の

雪
ま

で
は

融
け

ま
せ

ん
。

●
 リ

モ
コ

ン
の

接
続

コ
ー

ド
が

外
れ

て
い

ま
せ

ん
か

。
運

転
を

停
止

し
、「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」
か「

三
菱

電
機

修
理

窓
口

」に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

電
源（

ブ
レ

ー
カ

ー
）が

「
切

」
に

な
っ

て
い

ま
せ

ん
か

。
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

電
源（

ブ
レ

ー
カ

ー
）を

「
入

」に
し

て
く

だ
さ

い
。

●
 予

熱
運

転
中

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
予

熱
運

転
時

は
、自

動
的

に
運

転
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
故

障
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
が

凍
結

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
運

転
を

停
止

し
、「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」
か「

三
菱

電
機

修
理

窓
口

」に
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

●
 ボ

イ
ラ

ー
と

違
い

低
い

温
度

で
ゆ

っ
く

り
時

間
を

か
け

て
融

雪
し

ま
す

。 

●
 防
錆

循
環

液
の

量
が

減
っ

て
い

ま
せ

ん
か

。
開

放
式

の
場

合
は

、防
錆

循
環

液
の

水
位

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

密
閉

式
の

場
合

は
、圧

力
計

の
指

示
値

が
0.

1M
Pa

以
上

あ
る

か
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
7、
8ペ
ー
ジ

7、
8ペ
ー
ジ

4ペ
ー
ジ

開
放

式
の

場
合

は
、防
錆

循
環

液
の

水
位

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

密
閉

式
の

場
合

は
、圧

力
計

の
指

示
値

が
0.

1M
Pa

以
上

あ
る

か
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

15
ペ
ー
ジ

15
ペ
ー
ジ

長
時

間
ご

使
用

に
な

り
ま

す
と

機
器

の
点

検
が

必
要

に
な

り
ま

す
。未

然
に

ト
ラ

ブ
ル

を
防

止
し

安
心

し
て

ご
使

用
い

た
だ

く
た

め
、ご

使
用

の
シ

ー
ズ

ン
が

始
ま

る
前

に「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」ま

た
は「

三
菱

電
機

修
理

窓
口

」で
点

検
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。定

期
点

検
の

費
用

は
お

客
さ

ま
の

ご
負

担
と

な
り

ま
す

。

※
開
放
式
の
防
錆
循
環
液
の
補
充
は
お
客
さ
ま
ご
自
身
で
可
能
で
す
が
、密

閉
式
の
場
合
は
補
充
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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13
12

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら （
つ
づ
き
）

長
期
間
ご
使
用
に
な
ら
な
い
と
き

長
期

間
ご

使
用

に
な

ら
な

い
と

き

冬
期

以
外

で
長

期
間

使
用

し
な

い
場

合
、

ブ
レ

ー
カ

ー
を

　
  に

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

の
製

品
は

使
用

し
て

い
な

い
時

で
も

待
機

電
力

（
約

8W
）

を
消

費
し

ま
す

。
ブ

レ
ー

カ
ー

を
　

  に
し

な
い

と
電

力
会

社
か

ら
電

気
料

金
を

請
求

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
切

切

●
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

吹
出

口
・

吸
込

口
が

ふ
さ

が
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
ア

ー
ス

線
が

外
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
シ

ー
ズ

ン
の

始
め

に
防
錆

循
環

液
の

量
を

点
検

し
て

く
だ

さ
い

。

シ
ー

ズ
ン

終
了

時

再
度

使
い

始
め

る
と

き

●
ブ

レ
ー

カ
ー

が
た

び
た

び
「

切
」

に
な

る
場

合
は

運
転

を
停

止
し

、
「

お
買

上
げ

の
販

売
店

」
に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

●
雷

が
鳴

り
出

し
た

ら
、

早
め

に
運

転
を

止
め

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
「

切
」

に
し

て
く

だ
さ

い
。

　
電

気
部

品
が

損
傷

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 お
願

い

15
ペ
ー
ジ

7ペ
ー
ジ

点 滅 表 示

モ
ニ

タ
ー

ラ
ン

プ
が

点
滅

す
る

故
障
か
な？

原
因
の
確
認

対
応
お
よ
び
回
答

●
 1

回
点

滅
：

 タ
ン

ク
内

の
防
錆

循
環

液
が

不
足

し
て

い
ま

す
。

防
錆

循
環

液
の

水
位

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

●
 2

～
7回

点
滅

：
 部

品
の

不
具

合
で

す
。

運
転

を
停

止
し

、「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」

か「
三

菱
電

機
修

理
窓

口
」に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

そ の 他

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

水
や

湯
気

が
出

る

雪
が

や
ん

で
も

運
転

す
る

温
水

ユ
ニ

ッ
ト

の
下

部
に

ピ
ン

ク
色

の
液

や
汚

れ
が

あ
る

融
雪

リ
モ

コ
ン

を
切

っ
た

の
に

、
す

ぐ
停

止
し

な
い

モ
ニ

タ
ー

ラ
ン

プ
が

消
え

な
い

●
 運

転
時

に
霜

取
り

運
転

で
解

け
た

水
ま

た
は

湯
気

が
出

る
た

め
で

す
。湯

気
が

白
煙

に
見

え
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

●
 運

転
時

に
熱

交
換

器
に

つ
い

た
水

が
滴

下
す

る
た

め
で

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

●
 ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

霜
取

り
運

転
中

で
は

な
い

で
す

か
？

長
く

て
約

10
分

間
で

終
了

し
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

●
 降

雪
セ

ン
サ

ー（
一

般
市

販
品

）を
接

続
し

て
い

る
場

合
、

降
雪

セ
ン

サ
ー

で
設

定
し

た
時

間
に

よ
り

、雪
が

や
ん

で
も

運
転

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。 

●
 予

熱
運

転
に

設
定

し
て

あ
る

場
合

、雪
が

や
ん

で
も

運
転

し
ま

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。15
ペ
ー
ジ

●
 防
錆

循
環

液
が

温
度

上
昇

な
ど

に
よ

り
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

し
た

跡
で

す
。

故
障

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

以
上
の
こ
と
を
お
調
べ
に
な
っ
て
、そ
れ
で
も
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
使
用
を
中
止
し
、ブ
レ
ー
カ
ー
を「
切
」に
し
て
か
ら
、「
お
買
上
げ
の

販
売
店
」か
「
三
菱
電
機
修
理
窓
口
」に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7、
8ペ
ー
ジ
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ご 使 用 の 前 に 使 い か た 定 期 点 検 困 っ た と き に困 っ た と き に

15
14

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

購
入
相
談
・
取
扱
い
方
法

お
問
い
合
せ
は
右
記
へ
ど
う
ぞ
。

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

保
証

書
（

別
添

付
）

●
保

証
書

は
、必

ず「
お

買
上

げ
日

・
販

売
店

名
」な

ど
の

記
入

を
お

確
か

め
の

う
え

、販
売

店
か

ら
お

受
け

取
り

く
だ

さ
い

。
　

内
容

を
よ

く
お

読
み

の
あ

と
、大

切
に

保
存

し
て

く
だ

さ
い

。

修
理

を
依

頼
さ

れ
る

と
き

は
『

故
障

か
な

？
と

思
っ

た
ら

』　
　

　
　

　
　

　
　

に
し

た
が

っ
て

お
調

べ
く

だ
さ

い
。

・
な

お
、不

具
合

が
あ

る
と

き
は

、運
転

を
停

止
し

て
か

ら
必

ず
ブ

レ
ー

カ
ー

を「
切

」に
し

、「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

補
修

用
性

能
部

品
の

保
有

期
間

は
●

当
社

は
、こ

の
融

雪
シ

ス
テ

ム
の

補
修

用
性

能
部

品
を

製
造

打
切

り
後

10
年

間
保

有
し

て
い

ま
す

。
●

補
修

用
性

能
部

品
と

は
、そ

の
製

品
の

機
能

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
部

品
で

す
。

ご
不

明
な

点
や

修
理

に
関

す
る

ご
相

談
は

●「
お

買
上

げ
の

販
売

店
」に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

●
保

証
期

間
中

は
　

修
理

に
際

し
て

は
、保

証
書

を
ご

提
示

く
だ

さ
い

。
保

証
書

の
規

定
に

し
た

が
っ

て
、販

売
店

が
修

理
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
●

保
証

期
間

が
過

ぎ
て

い
る

と
き

は
　

修
理

す
る

と
使

用
で

き
る

場
合

は
、ご

希
望

に
よ

り
有

料
で

修
理

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
点

検
・

診
断

の
み

で
も

有
料

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
●

修
理

料
金

は
　

技
術

料
＋

部
品

代（
＋

出
張

料
）な

ど
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

技
術

料：
 製

品
の

点
検

や
故

障
し

た
製

品
を

正
常

に
修

復
す

る
た

め
の

料
金

で
す

。
　

部
品

代：
 修

理
に

使
用

し
た

部
品

代
金

で
す

。
　

出
張

料：
 お

客
さ

ま
の

ご
要

望
に

よ
り

、製
品

の
あ

る
場

所
へ

技
術

員
を

派
遣

す
る

費
用

で
す

。有
料

駐
車

場
の

費
用（

駐
車

料
）を

別
途

い
た

だ
く

場
合

が
あ

り
ま

す
。

●
ご

連
絡

い
た

だ
き

た
い

内
容

●
こ

の
製

品
は

、日
本

国
内

用
に

設
計

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、国
外

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

　
ま

た
、ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
も

で
き

ま
せ

ん
。

1.
品
名
　
三
菱
電
機
融
雪
用
温
水
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

2.
形
名
　
右
側
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　 3.
お
買
上
げ
日
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

4.
故
障
内
容（
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
）

5.
ご
住
所（
付
近
の
目
印
な
ど
も
）

6.
お
名
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7.
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8.
訪
問
希
望
日

11
～
12
ペ
ー
ジ

5ペ
ー
ジ

保
証
期
間（
お
買
い
上
げ
日
よ
り
）

５
年
間

１
年
間

冷
媒
回
路

（
圧
縮
機
、冷
却
器
、凝
縮
器
、本
体
付
属
配
管
な
ど
）

そ
の
他

保
証
期
間
内
で
も
有
料
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
証
書
を

よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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